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　病やみ夜や宮みや美み闇やみ。

　というのは、私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園に通う、とある女子生徒の名前である。

　またの名を、『保健室に棲すむ吸きゆう血けつ鬼き』。

　化け物扱あつかいされている──というわけではなく、美しさの代名詞としての『吸血鬼』である。

　腰こしまで届く艶つややかな黒くろ髪かみ。

　前髪の向こうに見える眉まゆはきりりと細く、その下の、髪と同色の瞳ひとみは、内面の好こう奇き心しんを反映してきらきらとした輝かがやきを放っている。

　髪とは対照的に真っ白い肌はだは、白磁器のような滑なめらかさだ。

　小さくまとまった鼻に、赤く形のよい唇くちびる。

　髪をかき上げたときに覗のぞく柔やわらかそうな耳。

　すらりとした首から肩かたへ、女の子らしい曲線を描えがいている。

　肉づきの薄うすい腕うでと、内臓が入っているのか心配になるような腰。

　そこからしなやかに伸のびる長い脚あし。

　整った小顔に、均整の取れた肢し体たい。

　ありていに言って、美人である。

　が、どうにも本人はその事実に気づいていない様子だ。

『吸血鬼』というのを褒ほめ言葉として捉とらえていてご満まん悦えつではあるのだが、「お世辞だと分かっていても嬉うれしいなー」と言っていたことがある。

　本気の口調で。

　小さなときから可愛かわいい可愛いと褒められていた、と当人が言っていたのだが、それすらも「子供のときなんてみんな『可愛い』って言われるものでしょ？」と、全くその程度の認にん識しきでしかないらしい。

　もしかしたら、妙みように他人の視線に疎うといと感じることがあるが（例えば、リラックスしているときなどブラウスのボタンを外しているが、華きや奢しやな体格の割に豊かな胸むな元もとが割と危あやうい位置まで見える）、それは「他人は私の外見を気にしていない」という意識の表れなのかもしれない。

　…………。

　なら、指し摘てきしてやっても僕には損しかないよな？

　……という話はさておき。

　そんな彼女が、何故なぜ『保健室に棲む』と言われているのか？

　──という話もさておいて。

　これは、僕こと甘あま口くち廿日はつかと、彼女こと病夜宮美闇の物語である。
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　一学期半ば。

　蟬せみの声が聞こえ始め、制服の上着が鬱うつ陶とうしく感じるようになってきた、とある日の放課後。

　私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園の保健室には、三人の生徒の姿があった。

　一人目は、僕。

　二人目は、病やみ夜や宮みや美み闇やみ。

　三人目は、僕たちのクラスメイトである少女──丹波凜。




「なるほど」

　と、声を発したのは病夜宮だ。

　ベッドの上で上半身を起こした格好で、細い腰の後ろに大きな枕まくらをあてがっている。

　シーツまで届く長い艶やかな黒髪。

　天使の輪を描くそれらに縁ふち取どられた小顔は対照的に真っ白で、カメラに収めれば、カラーでもモノクロでも同じ色合いの写真ができそうだ。

　いや、一点。小さく整った唇だけは血のような赤色で、それに関しては、カラープリントでないとその鮮あざやかさは再現できないだろう。

　その赤色を小さく開き、病夜宮は、ベッドの横に腰かけているクラスメイトを見た。

　丹波凜の言葉を、繰くり返す。

「その人の『占うらない』が絶対に当たると、証明してほしい、と」




　　　　＊




　話は、一時間ほど遡さかのぼる。




「ねえ、君」

　という声が聞こえてきた。

　私立朝霧橋学園の廊ろう下か。

　行き交かう生徒も多い中、聞き覚えのないその声が自分を呼ばわったものだとは当然気づかず、僕はそのまま歩き過ぎかけた。

「あ、無視する気？」

　と続ける声。

　誰だれだ、人に呼ばれてるのに無視する無礼な輩やからは、と──まあ僕だったのだが──興味本位に僕は辺りを見回す。

　他の生徒も同じことを思ったのか、同様に廊下内を見み渡わたしている。

　と、その複数の視線が、一つに集まった。

　僕に、ではなく。

　声を発した主ぬしに、だ。

　そして、その複数人から目を向けられている声の主の視線は、一人に注がれていた。

　僕に、である。

「あ、やっとこっち見た」

　そう言って、声の主──見知らぬ三年生女子は、にっこりと笑った。




　　　　＊




　美人局つつもたせ。

　という言葉がある。

　現代風に言えば、ハニートラップ。

　もしくは、痴ち漢かん冤えん罪ざい。

　この、ルビとして振ふられている『つつもたせ』という言葉は、誰でも編集できるフリー百科事典によれば、本来はいかさま賭と博ばくのことを示すものであったらしい。

　他方、『美人局』というのは、中国で古くからある、いわゆる現代で言うところのハニートラップを指す言葉であった。

　それが、日本に伝わり、何故か、『つつもたせ』という音を当てられ、日本でも同じ意味で使われるようになったのだそうだ。

　つまりは、日本でも『美人局』に当たる言葉を作る必要があったのだろう。

　つまりつまりは、男という生き物は、国の内外を問わず、昔から美人に弱いものなのである。

　つまりつまりつまりは──僕がほいほいと、その声をかけてきた三年生女子と言葉を交わす気になったのも仕方がないことなのだ。




「ねえ、君」

　と、口くち癖ぐせなのか、そう繰り返す三年生女子（ちなみに、三年生だと分かるのは、学年によってタイの色が違ちがうからだ）。

　廊下を少し移動し、階段下の人通りの少ない場所。

　僕よりやや背の低いせいか、悪戯いたずらっ子みたいな猫ねこ目めで、覗き込むようにして見上げてくる。

「名前は何ていうの？」

「甘あま口くち、廿日はつかですけれど」

「ふぅん」

　と鼻を鳴らすような相あい槌づち。

「変な名前」

　むっ、としたものの、僕は、初対面の人間には割と愛あい想そよくするタイプの人間である。

「あなたは？」

「あたし？」

　きょとんと、自分を指さす三年生女子。

「秘密です」

「はあ……」

「ひ・み・つ、です」

　何故二度も言った。

「──で」

　と、僕。

「何ですか、用事は？」

「用事？　何のこと？」

「いや、あなたが僕のこと呼び止めたんじゃないですか」

「ああ」

　と手を打つ。

「そうそう、そうだった」

「…………」

　大だい丈じよう夫ぶか、この人？

　とは思ったが、やはり初対面の相手には愛想のいい僕。

　口には出さなかった。

「ねえ、君」

　と、そう言って──やはり口癖らしい──僕の瞳ひとみを覗のぞき込んでくるくりっとした猫目。

　瞬まばたきの拍ひよう子しに、長いまつ毛が揺ゆれるのが見えた。

「女難の相が、出てるよ」

　じょなん、という日常会話に登場しない言葉が、咄とつ嗟さに変へん換かんできない。

「……っていうと、カモメの？」

「それはジョナサン」

「テレシコワ？」

「それはカモメ」

「Ｍ１号？」

「それもカモメ」

「よく出てきますね。えーと、あとカモメというと……」

「いえいえ」

　と、僕の思考を遮さえぎるように、手を振って否定の意を示す三年生女子。

「あたしはカモメの話をしてるんじゃありません。女難の話です」

「……ああ、女難」

　ようやく漢字に変換できた。

「──の相、ですか？」

「そう」

　と、頷うなずいてから、気まずげに視線を外した。

　頰ほおが赤い。

「……駄だ洒落じやれじゃないからね」

「はあ、分かってますけれど」

　そうは言ったものの、分かっているのは今のが駄洒落じゃなかったということだけだ。

『女難』云うん々ぬんに関しては、さっぱり何を言いたいのか分からない。

「あたし、占いが得意なの」

「はあ」

　と、いまだ事情が飲み込めない僕の態度にいい加減痺しびれを切らしたのか、「ともかく！」と、びしり、と指を突つきつけてきた。

「君、気をつけた方がいいよ！」

　そう言って、じゃあね、と踵きびすを返す三年生女子。

　廊下を歩いていくその背中を見送りながら、今の何だったんだろう、と僕は首をかしげた。




　そして、かしげた首をまっすぐにする間もなく、彼女の占いが『当たった』ことを思い知った。

『当たった』というか、『当たった』……文字にすると同じだな。

　つまりは、物理的に、当たった。

　当たってきた。

　女難が。

　女子が。

　階段の上から、「うえあっ」という悲鳴とともに。

　落ちてきた。

　階段に背を向けていた僕にそれを避よける術すべもなく、呆あつ気けなく吹ふっ飛ばされる。

　壁かべに頭を打ちそうになるのを何とか手をついて防ぎ、「何すんだよ泉いずみ！」と僕は幼おさな馴な染じみの名を呼ぶ。

　いや、ほんと。階段で転ぶなんていうドジをする女子、僕の幼馴染み（白しら水みず泉）以外にありえないと思ったのだ。

　よくよく考えてみれば、悲鳴の声が、明らかにあいつとは違っていたのだが。

「いたたた……」

　と、落ちてきたままの格好で突つっ伏ぷし、痛そうに頭を押さえる少女。

　スカートがめくれてパンツが丸見えだ。

　幼馴染みのドジに慣れっこなせいで（あのドジっ子は三日に一度は階段でこける）気づくのが遅おくれたが、階段から転げ落ちるのは結構重大な事故だ。階上で失神した女性を受け止めて、礼を言われたことも記き憶おくに新しい。

「大丈夫？」

　そう近づいて声をかけると、

「大丈夫っす」

　と答えが返ってきた。

　パンツ丸出しの突っ伏したままの姿でこちらを見上げ、

「そちらこそ大丈夫だったっすか？」

　と、逆に心配される。

「僕は大丈夫……」

　と発しかけた声が尻しりすぼみになる。「あ」という音を発したのはどっちが先だったか。

「何だ、丹波じゃないか」

「何だ、甘口君じゃないっすか」

　クラスメイトだ──

　いや。

　パンツ丸見えのクラスメイトだ。

　丹波凜。

　低い背せ丈たけに、くるくると柔やわらかそうな髪かみ。中学生のときはよく男子に間ま違ちがえられたっす、と嘆なげいているのをこの前耳にしたが、それは、高校一年生になった今もおそらく変わりはしないだろう。

「お前、こんなところで何してんの？」

「階段を駆かけ下りていたら足滑すべらせて転んで、同級生を突き飛ばしたところっすよ」

　そりゃ確かに。

　大丈夫か、ともう一度声をかけ、起き上がるために手を貸してやる。

　ありがとうっす、と素す直なおに僕の手を取った丹波は、立ち上がると制服についた埃ほこりをぱんぱんと手で払はらった。腰こしを捻ひねるようにして背中側の乱れを気にする仕草は、意外と女の子っぽい。

　裾すそを丁てい寧ねいに直してから、改めて僕の方を向いてくる。

「ありがとうっす」

　と、もう一度言った。

「お礼に、甘口君が、パンツガン見してたのは不問に付してあげるっす」

「う……」

　気づかれてた。

　たじろぐ僕に、「ま」と、肩かたをすくめる仕草の丹波。

「別にパンツくらい見られてもいいんすけど」

「……そうなの？」

「人によるとも思うっすけど、割と気にしない女子も多いっすよ。少なくとも、丹波は気にしないっす」

　恥はじらいは大切な要素だと思うんだ。何に大切なのかは分からないけど。

「……いや、ちょっと待ってほしいっす」

　と、手のひらをこちらに向けてきた丹波は、俯うつむいて何か考える表情だ。

「……やっぱり気にするっす」

　と言ってくる。

「気にするっす、パンツ見られたことを丹波はすごく気にするっす。パンツに視線で穴が開くどころか開いてた穴がさらに広がるくらいにガン見されたこと、とても気にするっす」

「女子が穴の開いたパンツとか穿はくなよ。というか、お前今、自分で気にしないって……」

「気にするっす」

　と、繰くり返されれば、同級生女子のパンツを見たのは事実なのだ。

「……どうやって詫わびればいいんだ」

　と、僕にはそう尋たずねるしか道は残されていなかった。

「パンツを見せた代わりに、甘口君の男気を見せてほしいっす」

「へ？」

　意味が分からず間ま抜ぬけな声を発する僕に、ずずずい、と丹波が詰つめ寄ってくる。

「彼女を、丹波に紹しよう介かいしてほしいっす」

「……へ？」

　と、もう一度間の抜ぬけた声を出してしまった僕を、一体誰だれが責められようか。

　えーと……それ、誰のこと？




　　　　＊




「初めましてっす」

　と、頭を下げる丹波凜。

　下げられているのは我らが保健室の主あるじ、病夜宮美闇である。

「初めまして」

　と、条件反射のように返してから、戸と惑まどった声で尋ねた。

「──って言ったけど、初めましてじゃないよね？」

　まあ、そうだ。

　僕と病夜宮、そして丹波凜は、みな同じクラスである。

　いくら保健室登校している（『保健室に棲すむ』と呼ばれている由ゆ縁えんである）病夜宮でも、全く初対面のはずがない。体育とかは見学に行ったりもしているはずだし。

「そうっすけど、こうやって面と向かって話すのは初めてっすよ」

「あ、そうだっけ？」

　それはそれは、と言って、改めて「初めまして」と言ってから、

「ん？」

　と病夜宮は頭を斜ななめにした。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみが、しなやかにシーツに垂れる。

「いや、そんなことないよ。しばらく前に、ほら、体育の時間に二人して見学してたときあったじゃない。あのときに、おしゃべりしてるよ」

　病夜宮の言葉にしばらく視線を宙に這はわせてから、丹波凜も改めて頭を下げた。

「再びまして」

　どうやら病夜宮の指し摘てきが正しかったようだ。

　今のやり取りから分かるかもしれないが、丹波凜はあまり頭がよくない。

「──それで」

　と、病夜宮が尋ねる。

「今日はどうしたの？　怪け我がしてるわけでもないのに、保健室までやって来て」

　ここで病夜宮が『怪我してるわけでもない』と断言しているのには訳があるのだが、今は関係のない話だ。

　よくぞ訊きいてくれました、とばかりに、丹波は身を乗り出し、

「よくぞ訊いてくれました」

　と、言う。

「そうなんす、今日は実は、病夜宮さんに相談したい悩なやみがあって、やって来たんす」

「『悩み』」

　と確かく認にんするように繰り返す病夜宮。




『悩み』

　に関する相談を、病夜宮は受けつけている。

　ボランティア──ではない。

　諸事情によって保健室登校をしている病夜宮は、まあある程度の温情措そ置ちはあるものの、常に出席日数が危あやうい状態なのだ。

　実際に一回留年していて、今、二回目の一年生をしているところである。

　病夜宮、病夜宮、と呼び捨てにしているが、実際のところ『美闇お姉ちゃん』なのだ。

　と、冗じよう談だんで病夜宮をそう呼んでみたら、「やめて気持ち悪いほんとやめてごめん絶対にやめて」と、そこまで拒きよ絶ぜつしなくても……と思い出すたびにへこむような反応だった。

　ので、思い出さないで話を戻もどそう。

　出席日数が不足しがちな病夜宮は、その代だい替たいとして、学園側と、ある約束をしている（病夜宮の父親が理事長と知り合いで、何やら融ゆう通ずうが利きくらしい）。

　それがすなわち。

『悩み相談』

『学校内で発生した怪我や病気その他の悩みを解決すること』

　なのである。

　そのために校内に投書用のポストが設置してあり、その投書を回収してくることや、『悩み』に該がい当とうしそうな事象を発見したら病夜宮に伝えるのが、この僕の役目だ。

　自主的にやっているわけではない。

　ホームルームで、『病夜宮係』という役職を押しつけられたのだ。

　先生からの推すい薦せんという、あからさまな出来レースで。

　…………。

　……いやまあ。

　別に、押しつけられたからといって、嫌いや々いややっているだけでもないのだけれど。




　で。

「『悩み』」と繰り返した病夜宮は、嬉うれしそうに表情を緩ゆるめた。

　出席日数云うん々ぬんの話はあるが、元々「悩みを解決して人の役に立てるのが嬉しい」と言っていたこいつのことだ。クラスメイトがこうやって頼たよってきてくれたという事実が、嬉しいらしい。

「そうなんす」

　と、頷うなずきを返す丹波。

「でも、いきなり押しかけるのもあれっすねー、と思っていたら、都合よく彼氏の甘口君にちょっと貸しが作れたので、病夜宮さんのこと紹介してもらおうと思ったんす」

「へ？」

　と、病夜宮は、ぽかんと、目と口を丸くした。

「彼氏？　誰が？」

「甘口君が」

「誰の？」

「病夜宮さんの」

「何？」

「彼氏」

「誰が？」

「待て、病夜宮、混乱しすぎだ。質問がぐるぐる回ってるぞ」

　回っているのは質問だけではなかった。

「え、あ、え？　彼氏？　甘口君が？　私の？　え？　え？　え？」

　と、混乱しきりの病夜宮の目もぐるぐる回っている。

　１２０ｒｐｍくらいで回転し続けていた病夜宮の目だったが、やがて、ぴたり、と止まった。

　ちょいちょい、と僕を手招きする。

「ん？　どうかした──」

「ぱーんち！」

　盛せい大だいなかけ声とともに病夜宮から放たれたストレートが、素す直なおに手招きに従った僕の頰ほおに炸さく裂れつした。

　元々筋力がない上に、ベッドの上で上半身を起こしている格好では全く体重も乗らず、威い力りよく自体はこれっぽっちもなかったのだが、全然予期していない一いち撃げきだったので、それなりに衝しよう撃げきは受けた。

「な、何すんだよ、いきなり──」

　頰を押さえて文句を言う僕。

　おそらく手の下はそれなりに赤くなっているだろう。

　が、病夜宮の頰はそれ以上に真っ赤だった。

「甘口君！　何でそんな噓うそつくの！」

「いや、僕は噓ついてねえよ！」

　当然の反論だったが、

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、噓ついてないって……っ」

　ますます増す赤みに、僕は自らの失言を知る。

「違ちがう！　そういう意味じゃない！　『事実に反することなんて言ってない』っていう意味じゃない！　僕が言ったんじゃない、っていうことを言いたかったんだ！」

　焦あせった早口で言い合う僕と病夜宮の横で、爆ばく弾だんを投げ入れた張本人は吞のん気きな顔をしていた。

「仲、いいっすねー」

『よくない！』

　咄とつ嗟さにそちらを向いて否定する僕たち二人。

　あとで丹波に聞いた話によると、続けて、相手に「仲がよくない」と言われて若じやつ干かんさみしげな顔をしたのも同時であれば、『いや、よくないわけでもないんだけど』と、再否定したタイミングも一いつ緒しよであったらしい。

　が、そのときの僕には──少なくとも僕には──そんなことに気づいている余よ裕ゆうはなかった。

　それほどまでに投げ入れられた爆弾の威力は壮そう絶ぜつなものであった。

　病夜宮にとってもそうであったのなら。

　それは、いい傾けい向こうであると捉とらえていいものなのだろうか。




「えーと」

　と、そのあとも色々言い合っていた僕たちに向かって、丹波が頰を搔かきながら尋たずねてくる。

「お二人とも、そろそろ落ち着いたっすか？」

「落ち着いたも何も、僕はずっと落ち着いてるぞ」

「私も。何も慌あわててなんかないよ」

「……まー、オチはついたって感じっすね」

　と、張本人であるところの丹波凜は、一人静かな様子でそう言って、「で」と改めて病夜宮の方を見た。

「話、聞いてもらってもいいっすかね？」

「うん……ううん、ちょっと待って」

　と、二度ほど大きく深呼吸。

　ようやく切り替かえが済んだようで、はい、どうぞ、ときりっとした顔で、話の続きを促うながした。

「病夜宮さん」

　と、丹波。

「占うらないって、信じてるっすか？」

「占い？　まあそれなりに信じてるよ。雑誌の占いコーナーとか、見るの好きだし」

「甘口君は？」

「僕は全く信じてない。あんなのは非科学の極きわみだ。滅ほろびればいいと思う。薙なぎ払はらえ、そして焼き払え」

「何すか、その否定の仕方は……。占いに親でも殺されたんすか……」

「お前はどうなんだ？」

　尋ね返すと、よく聞いてくれたっすとばかりに、頷きを返された。

「よく聞いてくれたっす」

　と、口でも言ってくる。

　表情から内心を察しやすい、裏表のない奴やつなのだ。

　そんな風に思われてると知ってか知らずか、丹波は熱く拳こぶしを握にぎる。

「丹波は、超ちよう絶ぜつ信じてるっす！　占い超ちよう楽しいっす！　みんなできゃーきゃー騒さわぐのにも役立つし、『今日はハッピーなことがあります』とか書いてあったら、もうそれだけでその日はハッピーっす！」

「何だ、その全肯こう定てい……」

　占いに命でも救われたのか？　と、そんな風に思ったせいか、

「いやでも、当たる占いとか、気のせいに過ぎないって。単に当たらなかった結果を忘れてるだけだろ？」

　ついそんな皮肉を言ってしまう。

　てっきり、すさまじい否定の言葉が返ってくるかと思ったが、

「まあ、そうっすね」

　と、意外にも丹波は落ち着いた様子だ。

「丹波も分かってるっすよ。でも、それでもいいんす。占いなんて単なる自己満足。でも、世の中なんてそんなもんじゃないっすか。人に迷めい惑わくをかけなくて自分が満足なら、それでいいんす」

「ふぅん……なるほどな」

「それで」

　と、病夜宮。

「話戻すけど、占いがどうしたの、丹波さん？」

「三年生に、占いが得意な人がいるって話、知ってるっすか？」

　三年生？　占い？　というキーワードに引っかかる僕の隣となりで、病夜宮が、

「も、もちろん」

　と、知ったかぶっていた。

「もちろん知ってるよ。ほら、あれでしょ、あの人でしょ、三年生の、ほら、あの人、占いが得意なことで有名な、三年生の」

「…………」

「……ごめんなさい、噓つきました。だから、甘口君、その『何の情報も増えてねーなー』な目をやめてください」

「素直に反省するところは、お前の唯ゆい一いつの美点だよな」

「唯一？　いやいや甘口君、病夜宮さんのいいところはもっといっぱいありますよ……あるっすよ」

「いや、病夜宮、語ご尾び言い換かえたら丹波がフォローしてくれた台詞せりふっぽくなるなって気づいても、もう手て遅おくれだから」

　っていうか、面と向かって会話してるんだから、そもそも別にごまかされないけど。

「ほんとに仲いいっすよね。ほんとにつき合ってないんすか？」

『ない』

　声を揃そろえて断言する二人に、丹波は、どういう意味か肩かたをすくめる仕草をしてから、

「まー、でも」

　と、続ける。

「羨うらやましい話っすよ」

「羨ましい？　何が？」

「そんな親しげにおしゃべりできる男子がいることが、っす」

「ふぅん……。丹波さんは、彼氏とかほしいの？」

「もちろんっす」

　と、力強く頷うなずいてから、丹波が僕の方を見てくる。

「この際、甘口君でもいいっすから、つき合わないっすか？」

「いや、何だよそのやる気のない告白の仕方」

「丹波さん！　で、その三年生の占いが得意な人がどうしたの!?」

　声を張り上げる病夜宮に、によによと、何やら意味ありげな笑えみを浮うかべてから、丹波凜が話を戻もどす。

「で、その人に丹波、この前占うらなってもらったんすね。で、すごくいいこと言われたんすよ」

「へー」

「……興味なさそうな相あい槌づちっすね、甘口君」

　実際興味がないので、明確な返答は控ひかえておこう。

　まあ、いいっす、と丹波が話を続ける。

「で、そのことナクテに話しても、あいつも占い信じない派だから──」

「ちょっと待って」

　と、病夜宮が手を上げて話を遮さえぎった。

「さらっと出てきたけど……ナクテ、さん？　人名？　それ、誰だれ？」

　え？　と上げた声が、今度は僕と丹波でかぶった。

　譲ゆずり合うような視線をお互たがい向けて、譲られた（気がする）僕が答える。

「え、と……いや、クラスメイトだけど」

「……え？」

　おそるおそる答える僕に、そう言って固まった病夜宮も、おそるおそる訊きいてきた。

「甘口君の？」

「ああ」

「ということは……私も？」

「お前と僕は同じクラスらしいからな」

「…………」

　病夜宮が、ゆっくりと視線を明後日あさつての方向へ向けた。

「甘口君と私って、違うクラスじゃなかったっけ？」

「…………」

　そこを否定するのかお前。

「あ、噓うそです、ごめんなさい。いつも優やさしい甘口君は私の大切なクラスメイトです」

「ていうか」

　と、丹波。

「ちょっとしゃべるたびに、いちいち二人でいちゃつくから、話が進まないんすよね」

「いやいや、その言われようはちょっと心外だな」

「ちなみに、『いちゃいちゃ二人でいちつくから』って言ってみても、何となく意味は通じる気がするっす」

「おお……ほんとだ」

　……いや、感心はしたが、お前も、話脱だつ線せんさせてるじゃねえか。

「で、占い信じない派のナクテが、どうしたんだ？」

　そうそう、と丹波は頷き、ようやく話は結論へとたどり着いた。

「ナクテに自じ慢まんしてやろうと、意気揚よう々ようと占いの結果話したんすけど、『占いなんて、結局』……何だったすかね？　何とかも何とか、何とかも何とかとか小難しいこと言って、呆あきれられたんすね」

　だから！　と、丹波は力強く身を乗り出してきた。

「病夜宮さんに、是ぜ非ひとも、その人の占いが『絶対に当たる』ってことを、証明してほしいんす！」




　　　　＊




「……『絶対に当たる占いの謎なぞを暴あばけ』とかはよく聞くけど、今回のは、その逆なんだよなー」

　翌日。

　昼休み。

　保健室へと出向いた僕は、ベッドの上にいる病夜宮に、そんなことを話しかける。

「うん？」

　と、相槌を打ったのは、病夜宮──ではなく、室内にいる別の人間だ。

　白衣を着た、二十代後半の女性。

　久く凪なぎ崎さき美み陽ひろ。

　私立朝霧橋学園の養護教きよう諭ゆだ。

　肩の上で揃えた髪かみに、すらりとした体格。

　シルエットだけ見れば一いつ瞬しゆん男性かと見まごうが、まぎれもない女性だ。

　旧きゆう姓せい、病夜宮美陽。

　病夜宮美闇の姉である。

「何だ、お前ら、また何か悩なやみ相談に応じてるのか？」

「そうですけど……」

「『けど』？」

「いや、何で分かったのかと思いまして」

「ん？」

　自らの机に向かって何やら書き物をしていた久凪崎先生は、顔を上げて、病夜宮によく似た形のよい目をしばたたかせた。

「いや、だって、お前ら基本的に悩み相談に関する話しかしねーじゃん」

「そんなこと……」

　ないですよ、と言いかけた僕は、ふと口ごもる。

　──言われてみれば、そんな気もする？

　と首をかしげる僕の横で、

「いやいや」

　と、否定したのは病夜宮だ。

「甘口君、ほら、あれじゃん。この前、夏休みどうするか的な話したじゃん」

「あー、したな」

「白水さんと湖最速泳者対決をすることになったとか」

「ああ、したした、そんな話」

「ほら」

　と、自慢げな顔を向けたのは姉に対してだ。

「甘口君と私は、こんな他愛たわいもない話をするほどに仲良し」

　昨日は『仲がいい』と言われてあんなに否定していたのに、『仲が良くない』と言われるとそれはそれで否定したくなる妙みような性しよう分ぶんをしているようだ。天あまの邪じや鬼くなのだろうか。

「ふーん」

　と、机の上に視線を戻して、久凪崎先生は気のない返事。

「ま、別にどっちだっていいんだけどな」

　ほら、行ってこい、というようにひらひらと手を振ふる久凪崎先生から視線を戻して、

「じゃあ、準備いいか？」

　と、僕は病夜宮に問いかける。

「うん」

　と、頷きつつも、ちょっと待ってね、と病夜宮。

　下半身にかけていた布ふ団とんを軽くまくり上げ、中を確かめる。

　以前に、何の気なしにそのまま脚あしを出したら思いっきりスカートがめくれていたことが──白だった──あったのだ。

　よし、とばかりに頷いて、腰こしを捻ひねるようにして放ほうり出すような仕草で、足を床ゆかにつける。

　黒いハイソックスと対照的に真っ白な肌はだが、室内の明かりを反射して艶なまめかしく光る。

　次に、「よっ」と壁かべ際ぎわに手を伸のばした。

　正確には、そこに置かれている杖つえに。

　ロフストランドクラッチという名前の、腕うでに装着して使うタイプの歩行補助具である。

　手慣れた様子でそれを腕につけた病夜宮は、

「お待たせしました」

　と、にっこり笑って僕に腕を伸ばしてきた。

　待ってないよ、と返しつつ、僕はその細い手を引いて、病夜宮が立ち上がるのに手を貸した。




『フィジカルガラスシンドローム』

　というのが、病夜宮の病気の名前であり、保健室登校している理由である。

　身体性多機能不全症候群フイジカルガラスシンドローム。

　いくつかの病状を併へい発はつする病気であり、例えば紫し外がい線せんを避さけないといけない（日に当たると、真っ赤に腫はれてしまうそうなのだ）といった症しよう状じようもあるのだが。その内の一つ。

　脚きやく部ぶの筋力低下。

　歩行の際に補助具──長ちよう距きよ離りの移動の際は車くるま椅い子す──が必要である。




　杖を突つきながらゆっくりと歩く病夜宮の隣となりで、僕も普ふ段だんの半分ほどのスピードで歩を進める。

　すれ違ちがう生徒の反応は様々だ。

　よくも悪くも、病夜宮は校内で有名人である。

　病気のせいで、保健室登校。

　杖を突いて歩いている姿を見かけても何も気にしない者、じろじろ見たら悪いと意識的に視線をそらす者、逆にあからさまに視線を向けてくる者──そして。

　くすくすと意味ありげな笑みを浮うかべる者。

　タイの色からして同学年──一年生だ。

　複数の女子が固まって、こちらに視線を向けながら、口元を隠かくして何やら笑っている。

「はぁ……」

　ため息をついて、僕はそちらに一歩足を踏ふみ出──そうとして。

　くんっ、と引かれた制服の裾すそに、上げた足をその場で下ろした。

　振り返る。

　病夜宮が杖を突いていない方の手で裾を摘つまんで、ふるふると首を左右に振っていた。

「いいから」

「でも……」

「いいから」

　小声ながらも当事者にそう力強く言われれば、僕が行動を起こすわけにはいかなかった。

　歩みを再開させる病夜宮に一歩で追いつき、

「……ほんとにいいのか？」

　と、一応尋たずねてみる。

　返答は、やはり「いいの」と変わらなかった。

「慣れてるから」

「そうは言っても──」

「それにね」

　そう言って僕と目を合わせた病夜宮は、微笑ほほえみを浮かべてから俯うつむいた。

　天使の輪が輝かがやく後頭部が、僕の肩かたの横で揺ゆれている。

「そうやって怒おこってくれる人がいる──その事実だけで、病夜宮さんは満足なのです」




　階段を上がり、踊おどり場を曲がり、さらに上る。

　やがてたどり着いたのは──

　三年二組の教室だ。

　昼休み特有の喧けん騒そうに包まれたその空間は、二学年下の僕らのものとさほど変わりないようだった。

「どう、いそう？」

　戸口から教室内を覗のぞき込む僕に、背後から病夜宮が声をかけてくる。

「あー、駄だ目めだな」

「あ、いない感じ？」

「いや、よく分からない」

「よく分からない？」

　その発言の意味こそよく分からなかったのだろう、後ろで病夜宮が首をかしげている気配がした。

　どういうこと？　と病夜宮が訊きいてくるが、僕にはもうその問いに答えてる余よ裕ゆうはなかった。

　ここは、三年二組の教室なのである。

　すなわち──

　白水泊とまりさんの所属するクラスなのだ！




　白水泊。

　三年生。

　妹の白水泉とともに、僕の幼おさな馴な染じみである。

　女子の中でもかなり小こ柄がらな体格で、かなり愛らしい。

　緩ゆるくウェーブのかかった髪は、いつも妹の手により様々なヘアスタイルにアレンジされていて、かなり愛らしい。

　親しい人間以外には感情が読み取れないその無表情さが、かなり愛らしい。

　図書委員をしている本大好きさんで、かなり愛らしい。

　泊さんの前に本好きなく、泊さんの後に本好きなし。

　と、高たか村むら光こう太た郎ろうをして言わしめたという無類のビブリオマニアでかなり愛らしい。




　そんな泊さんが、僕の視線の先にいた──いや。

　僕の視線の先には、泊さん以外いなかった！

　今日のヘアスタイルは、左右で一部だけ結んだ、いわゆるツーサイドアップだ。

　本人の気質を表した丸く穏おだやかな目。

　普段は裸ら眼がんであるそこに、今は、何と──

「眼鏡……だと……」

　最近、授業中だけ眼鏡をかけるようになったと、妹の泉が言っていたのだが、二つ学年の違う身、そのお姿を拝するためには飛び級しなければならないと、学校の規則を調べ始めたところだったのだが……。

　四時間目が終わって外し忘れたのか（泊さんは、ちょっとそういううっかりさんなところがある）、昼休みの今も、眼鏡をしたままのようだった。

　まさか、今ここで、そのお姿を見ることができようとは！

　ちょっと野や暮ぼったい感じの太めのフレームが、逆に泊さんらしくて最高にグー！

　そんな、思いがけない喜びに僕が浸ひたっていると──。

　邪じや魔ま者ものが現れた。

「……あの、甘口君？」




　そう、病夜宮美闇だ。




　いつの間にやら僕の後ろに回り込んでいた彼奴きやつは、内心の喜びを嚙かみしめる僕に向かって、おそるおそるというように声をかけてきた。

「いやもう、どこから突っ込んでいいのやら、という感じだけど……ずっとここにいたじゃん、とか、内心の喜びっていうか若じやつ干かん小こ躍おどりしてたよ？　外に出てたよ？　そのせいで廊ろう下かを通る先せん輩ぱいたちがすごい不気味なものを見る目で見ていって、すごく居い心地ごこちが悪いよ？　とか」

「何だよ、そういうのには慣れてるってさっき言ってたじゃねえか」

「いや違う。そういう視線とは全く質が違う」

　きっぱりと断言してくる病夜宮に、さすがにちょっと正気に戻もどる僕。

　そーかなー、と首をかしげつつも、病夜宮に向き直る。

「まあ、とりあえず、例の人はいないみたいだよ」

「あ、そこはちゃんと確かく認にんしてくれてたんだ」

「じゃ、そういうことで僕は泊さんとおしゃべりしていくから」

「……何だろう、この気持ち。この感情に何という名前をつけるべきなのか……」

　と、何やら哲てつ学がくめいたことを呟つぶやいている病夜宮を背に、いざ三年二組の教室へと飛び込もうと──する僕に。

　戸の側そばに立っていた人物が声をかけてきた。

「おう、命の恩人じゃねえか」

　僕をそう呼ぶ人間は少なくはないが、そう多くもない。

　具体的な人数を挙げれば、一人だ。

「──阪さか神がみ先輩」

　三年二組、阪神虎こ太た狼ろう。

　剣けん道どう部主将。

　顔立ちは整っているが、それを台無しにするほどに目つきが悪い。

　実際性格もあまり親切とは言いがたい人なのだが、僕と病夜宮に対してはそれなりに親しく接してくれている。

　彼がそう呼ぶ通りに、しばらく前に、阪神先輩の大事な人の命を救ったからなのだが……

「……その呼び方はやめてください、って言ってるじゃないですか」

「悪い悪い」

　と、阪神先輩は悪いとは思っていないだろう口調で言った。

　阪神先輩なりのジョークらしい。

　評判も最初の印象もすこぶる悪い人だったのが、案外親しくなってみれば、気さくな面も持ついい先輩みたいである。

　思い返してみれば、確かに剣道部ではそれなりに慕したわれているようでもあった。

「『あの人』の経過は、変わらず順調ですか？」

「おうよ。お蔭かげ様さまでな」

　と、阪神先輩が笑う。

　歯が見える、そんな笑い方をするのかと、男の僕でも見み惚とれてしまうような、快活な笑みだった。『あの人』のことを、本当に大事に思っていることが分かるような。

『あの人』とのことは、ばれれば停学か退学になっていてもおかしくはなかったのだろうが、事情を知っている人間が全員、公おおやけにしないことを望んだ結果──被ひ害がい者しやがいたわけでもないのだし──こうして、阪神先輩は変わらず学生生活を送っている。

　──いや、一つだけ変わったことがある。

　阪神先輩が剣道部を退部したことだ。

　だから正確には、今は剣道部主将ではなく元主将である。

　高校を卒業後すぐに就職するために、そちらの勉強に専念するらしい。

　高校生最後の大会を前に、引き留める声も当然あったのだが──理由については公表できないわけだし──それらを振ふり切って、阪神先輩は退部届を提出した。

　阪神先輩なりのけじめのつけ方、ということであるらしい。

　……それ、今度は逆に、剣道部の人に対して迷めい惑わくかけることになるんじゃないですか？　と問う僕に、「まあな。……けど、あいつらなら、俺がいなくてもいい結果を残せるって信じてるからよ」と、阪神先輩は、少しだけ寂さみしげな目をしながらそう答えていた。

　……色々思うところはあるものの、結局、最後は当人たちの問題だ。

　ちょっと関かかわっただけの僕が、口を挟はさむことではない。

　そんなことをつらつらと思い返す僕の背後に目を向けて、

「──ん？」

　と、阪神先輩が声を上げる。

　僕の背中に隠かくれるようにしていた病夜宮の存在に、ようやく気づいたようだった。「おう」と声をかけてくる。

　が、対する病夜宮は、「……どうも」と、おそるおそるといった返事だ。

　威い圧あつ感のある人が苦手らしい。

　ある程度つき合いができてきて、意外といい人だと分かった今でも、阪神先輩のことを苦手としているようだった。

　阪神先輩の方もそのことは気づいているようで、しつこくは話しかけようとせず──本当にいい人だなこの人──僕の方へと向き直った。

「で、どうしたんだ今日は？　白水さんに用事か？」

　呼んできてやるよ、と恩に着せる風でもなく軽い調子で言う阪神先輩を、

「いえ、そうではなくて」

　と、僕は呼び止める。

「違ちがうのか？　何だ、たまたま覗のぞいてただけか？」

　たまたま覗く、って何だよ。

「えーとですね」

　と、どう話したものか──話してもいいものか──と僕が考えをまとめていると、廊下側から声が投げられてきた。

「ごめん、ちょっと通りたいんだけど」

　戸口で阪神先輩に声をかけられ、そのまま話し込んでいたのだ。

　あ、すみません、と慌あわてて道を譲ゆずる僕。

　無意識に相手の顔に目をやり──

「あ」

　と、声が漏もれる。

　昨日、『女難の相』云うん々ぬん言っていた女子がそこにいた。

　向こうも僕の顔に気づいたようで、「あ」と口を丸くしたあとに、軽い調子で「ちゃお」と手を振ってくる。

「どう、昨日は？　あれから何かあった？」

「え、ああ、まあ、ありました」

　と、僕が答えると、でしょー、と相手は自じ慢まんげなどや顔だ。

「あたしの占うらない、当たるって評判なんだよ」

　占い？　と僕が首をかしげた隙すきを突ついたわけでもないだろうが、

「何だ、三みつ井い。お前、甘口と知り合いなのか？」

　と、阪神先輩。

　そうだよー、と変わらず軽い感じの女子生徒は、僕たちの表情を見み咎とがめて、

「……どしたの？」

　と、眉まゆをひそめた。

　きょとんとした顔が、彼女の目には映っていたことだろう。

「三井──」

「──晶あきら先輩？」

　前半が僕で、後半が病夜宮だ。

　見知らぬ──も同然の──後輩に名前を呼ばれ、女子生徒もきょとんとした顔になる。

「そうだけど……」

　語ご尾びを飲み込み、ああ、と得心したような頷うなずき。

「ああ、あたしの名前を知ってるってことは、もう一回ちゃんと占ってほしくて来たのね」

「あ、いえ、そうではなくて」

「違うの？」

　と、遮さえぎった僕の顔を見て、それから病夜宮の顔を見る女子生徒。

「あ、そういうこと。二人の将来について、占ってほしいんだ」

『違います』

　声を揃そろえた僕たちに、にんまりとした笑えみを返す。

「そんなに息ぴったりなら、占ってあげる必要もなさそうね」

「いや、だから」

　話を進めさせてください。

「話を聞きたいんで、ちょっとお時間取ってもらえませんか？」

「……へ？」
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「改めまして、三井晶です」

　そう言って、笑みを浮うかべる女子生徒──三井先せん輩ぱい。

「名前は秘密です」

「は？」

「日三つです」

　お気に入りのジョークらしい。

　きゃはは、と笑う三井先輩に、どうリアクションをしたものか、とりあえず愛あい想そ笑いを浮かべる僕。隣となりの病夜宮も、同じような表情をしていた。

　同日の放課後。

　昼休みでは時間が足りなくなるだろう、ということで、授業が終わってから──三井先輩は帰宅部だそうだ──こうやって、空き教室へと立ち寄ってもらっていた。

　僕と病夜宮もそれぞれ自己紹しよう介かいする。と。

「病夜宮さん？」

　と、ぴくりと反応を示す三井先輩。

「っていうと、あの『保健室に棲すむ吸きゆう血けつ鬼き』の？」

　噂うわさには聞いていても、面と向かってそう呼ばれることは少ないのだろう、

「あ、えーと……はい」

　と、若じやつ干かん戸と惑まどうように答える病夜宮。

「きゃあっ」

　と、黄色い悲鳴が上がる。

　上げたのは僕である。

　噓うそだ。

　三井先輩が、嬉うれしそうなリアクションとともに、病夜宮の顔をまじまじと見つめていた。

「きゃー、すごい、本物だ、初めて見た！」

　と、まるでパンダでも見たような反応だ。

「いやー、あたし、保健室行くような怪け我がしたことなかったから。一度見たい見たい、って思ってたんだけど」

　病夜宮も、そんなあからさまなリアクションをされた経験がないのか、「え、あ、はい、そうですか」と間の抜ぬけた返事をしている。

「わー、噂通りに髪かみキレー」

「えと、はい、綺き麗れいです」

「顔ちっちゃーい」

「あ、はい、ちっちゃいです」

「うわ、肌はだもすべすべそう、触さわらせて触らせて」

「あ、どうぞ」

　と、どう反応したらいいのか分からないのか、やりたい放題にされている。

　が、まあ、容姿を褒ほめられているのだ、それほど悪い気分ではなさそうである。

「いーなー、黒髪ストレート」

　と散々病夜宮の頰ほおを触り倒たおした三井先輩はそう言って自分の髪に手を触ふれる。

「あたしなんて、ほら、どう頑がん張ばってもカールするの。ストパー当てようかな、って迷ってるんだけど」
















「あ、いや、その髪かみ型がたもよく似合ってますよ」

　慌ててフォローする病夜宮に、三井先輩はにんまりとした笑みを返した。

「ありがとう、噓だと分かってても嬉しいな」

「噓じゃないですよ。ねえ、甘口君」

　……僕に振るなよ。

　女子同士のファッションの会話とか絶対男子が踏ふみ込んだらまずい領域だと、きゅっ、と身を小さくしていたのに。

　が、話を振られた手前、何も言わないわけにもいかないだろう。

「はい、すごい似合ってますよ」

　病夜宮に褒められまんざらでもなさそうだったので、乗っかろうと思ったのだが（いや、実際とても可愛かわいらしかったのだ。外跳はねカールは顔が小さくないと似合わないはずだ）。

「ぶー」

　返ってきたのは不正解を表すブザーだった。

「駄だ目めでーす。同じ褒め言葉を二回使われても、女の子は嬉しくありませーん」

　めんどくせえ。

　と思ったが、口に出すわけにもいくまい。

　じゃあ、他の言葉をと、僕が必死に頭を悩なやませていると、

「ぶー。残念、時間切れでーす」

　めんどくせえ！

「あー、これはあれだね」

　と、三井先輩。

「君は将来、彼女が髪型変えたときとかに上手うまくコメント返せなくて、振ふられるタイプだね。あたしの占いがそう告げている」

　うわ、絶対に占いじゃねえ。単純に僕をディスってるだけだ。

　あと、『占い』を第六感のように使うなよ。

「というか」

　と、ようやく自分のペースを取り戻もどしてきたらしき病夜宮。

　教室の椅い子すに座るにあたり、腕うでから外して机に立てかけていた杖つえを示す。

「私が、その、『保健室に棲む』それだ、って、これを見て分かってたんじゃないんですか？」

　ああ、そうか、言われてみればそうだ。それは、病夜宮が噂の『吸血鬼』であると示す──

　と、僕もそう思ったのだが。

「え、何で？」

　三井先輩はきょとんと猫ねこ目めをしばたたかせた。

「怪我して松まつ葉ば杖づえ突ついてる子とか、よく見るじゃん。杖突いてるくらいのことで、すぐにそんなこと思う人もいないでしょ」

　今度は僕と病夜宮がきょとんとする番だった。

　思わず顔を見合わせる。

　病夜宮の透すき通った黒目が、……確かに、言われてみればそうだよね、と物語っていた。

　目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　病夜宮と一いつ緒しよに行動する内に、病夜宮のことを特別扱あつかいしないように意識していたのが、逆に病夜宮を特別視することにつながっていたのかもしれない。

　病夜宮自身とて、それは同じことだったのだろう。

『普ふ通つう』であろうとするあまりに、普通ではなくなっていた。

　普通の人間は、『普通』であろうとは思わない。

　もしかしたら、昼休みに僕たちの方を見て笑っていた女子たちも、保健室登校の生徒を馬ば鹿かにしていたのではなく、全く別の理由で笑っていたのかもしれない。

　そう、例えば──。




　病夜宮の頭についた寝ね癖ぐせを笑っていたのかもしれない。




「ところで、病夜宮さん、ファッションというかアクセントなのかなあ、って思ってたから言わなかったんだけど、やっぱ違ちがうみたいだから言うんだけど、頭、寝癖ついてるよ」

「はっはっはー、またまたご冗じよう談だんを──」

　三井先輩の指し摘てきを笑い飛ばしながらも、病夜宮は頭に手を添そえて──

「ご冗談じゃない！」

　慌あわてた様子で手で髪を梳すく病夜宮。

　手をゆっくりと離はなして、直ったと安あん堵どしたのも束つかの間、また、みょん、と髪が跳ねる。

　気配でそれを察知したらしき病夜宮。

　急いで両手で押さえつける。

　両手を頭に乗せたまま、という間ま抜ぬけな格好で僕に文句を言ってきた。

「っていうか、甘口君！　今日結構一緒にいたよね！　何で教えてくれないの!?　あの女もだけど！」

『あの女』呼ばわりされているのは久凪崎先生だろう。病夜宮は、身内に対してはときどき口が悪くなる。

「いやあ、指摘するとお前が恥はずかしく思うかなぁ、って思って」

「思わないよ!?　いや思うけど、寝癖ついた髪をみんなに見られるほどには思わないよ!?」

「誰だれにも言われずに自分で気づいたら、『あ、結構跳ねてたけど、みんなが気づくほどじゃなかったのかな……？』って自分をごまかせるじゃん」

「分かるけど！　気持ちは分かるけど！　言って!?　結構跳ねてると思ったんだったら言って!?　自分をごまかさないといけないほどに跳ねてるんだったら言って!?」

「ほら、女子って、そういうの指摘されるの嫌いやがる奴やつもいるじゃん。好きな人と遊びに行ったときに歯に海苔のりがついていたら言ってほしいか、で、この前女子が大激論繰くり広げてたし。今回の件を判断するのは、僕には少々荷が勝ちすぎてだな」

「勝ってない！　むしろ甘口君の圧勝！」

「何で？」

「私はね、好きな人には、そういうのちゃんと指摘してほしいタイプなの！」

「…………」

「あ、反論してこないってことはちゃんと反省を──」

　言いかけて、口をつぐむ。

　僕が黙だまり込んだのが、反省したからではないということに気づいたのだろう。

　みるみる、顔が赤くなる。

「……あ、あの、その、『好きな』ってのは、あれだよ？　もちろん、あれだよ？　友達として、って意味だよ？」

　火ほ照てった頰を冷まそうかというように、頭の上に乗せていた両手をずりずりと下ろし、手のひらで覆おおう。

　解放された寝癖が、みょん、と跳ねた。

「そういう意味だからね？　勘かん違ちがいしないでね？」

　指の間から上うわ目め遣づかいにそう言ってくる相手に、どう返したものかと困って明後日あさつての方を向く僕。

　放課後の空き教室を沈ちん黙もくが包む。

　その沈黙を破ったのは──

「ごほん」

　と、わざとらしい咳せき払ばらいだった。

　僕と病夜宮が揃そろってそちらを向くと、三井先せん輩ぱいが半眼でこちらを見てきていた。

「えっと、あれかな？　私が呼ばれたのはあれかな？　君たちのいちゃいちゃっぷりを見せつけさせるために呼ばれたのかな？」

　口調は軽いままだったものの、かなり不ふ機き嫌げんそうだ。

　まあ、そうだろう。

　逆の立場だったら僕でも不機嫌になる。

　っていうか、すでに席を立っていてもおかしくない。

　すみませんすみません！　病夜宮と二人謝り、僕たちは本題に入ることにした。




「占うらないのこと、なんですけど」

　そう切り出した病夜宮に、三井先輩は猫目をぱちくりとさせた。

「やっぱり、占ってほしい、ってこと？　そのためにわざわざ呼び出したの？」

「あ、いえ、そうではなくて。占い、得意なんですよね、三井先輩」

「そうだよ」

「じゃあ、百パーセント当てることって、できます？」

　三井先輩はまた猫目をしばたたかせた。

「そんなことできるわけないじゃない。当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦、が占いだよ」

「ですよね」

　どうしたものか、といった風に少し黙り込む病夜宮に、

「えっと」

　と、三井先輩。

「これって、もう本題入ってるんだよね？　結局、何が言いたいの？」

「ああ、すみません、回りくどくて」

　姿勢を正して謝って、病夜宮は単刀直入に告げた。

「占いを、百パーセント当ててほしいんです」

「……え？」

　三井先輩が、三度猫目で瞬まばたきをした。
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　まあ、病夜宮が立てた作戦は簡単なものである。

　三井先輩に、あらかじめ決めた内容の『占い』を丹波に伝えてもらって、それを僕たちで実現させようというのだ。

「……そんな出来レースでいいのか？」

　尋たずねた僕に、いいと思うよ、と病夜宮は返してきた。

「丹波さんだって、『占いなんて結局自己満足』って言ってたじゃない。だから、つまり、あれなんだと思うよ。丹波さんは本当に未来が知りたいんじゃなくて、後押ししてくれるツールとして、占いを利用してるんじゃないかな」

「後押ししてくれるツール……ああ、あれか。女子によくある、『どっちがいいと思う？』『こっちがいいと思う』『えー、でも、あたしはこっちがいいと思うんだけどな』っていう、初めから人に意見訊きいてくるんじゃねえよ、っていうあれ」

　……悪意を感じるなー、と病夜宮が笑う。

「まあ、でも、そういうことだと思う。だから、丹波さんも、三井先輩の占いが絶対当たるって証明してもらって、『いいこと言われた』っていう占いの内容を──」

　あれ？　と首をかしげた。

「その『いいこと』の内容って、聞いてたっけ？」

「うん？　……あー、いや、聞いてないと思うぞ」

「うーん……ま、いっか。まあ、そういうことだと思うから、この作戦で行ってみようよ」




　　　　＊




「──ということなんです」

　病夜宮の説明に、なるほど、と三井先輩が頷うなずく。

「この前占いした丹波さん、丹波さん……って、ああ、あの子。目立つ髪かみの、つり目のクール系の子？」

「つり目のクール系？」

　首をかしげる病夜宮の横から、僕が注ちゆう釈しやくを入れる。

「あ、いや、多分そいつと一緒にいた奴です」

「ああ、そっか、クール系の子には占うの断られたんだっけ。分かった、あの『[image: ～][image: ～]っす』って口調の、裏表なさそうなはきはきした子」

「あ、はい、そいつです」

　なるほどねー、とまた頷く三井先輩。

「分かった。そういうことなら協力してあげてもいいよ。あの子、『占い大好きっす』って言ってたから、結構気に入ってたの」

　ありがとうございます、と頭を下げる僕と病夜宮。

　が。

「ただし」

　と、続けた三井先輩に、下げた頭をすぐに上げる。

「──条件があります」

「って……言いますと？」

　びしり、と三井先輩が指を三本立てる。

「これから、あたしが三つ占いを行います。その三つともが見事当たれば、君たちのために、あたしも頑がん張ばりましょう」

「…………」

　三井先輩の言葉に、僕は病夜宮と顔を見合わせた。

　いまいち意味が分からない。

　どういうことですか、と問いかけようとする僕を遮さえぎるように、

「あー、喉のどが渇かわいたわ」

　とか三井先輩は言い出した。

「あたしの占いだと、誰かがジュースを買ってきてくれる、っていう風に出てるわね」

「…………」

　…………。

　……絶対占いじゃねえ……。

　占いにかこつけて、人を使いっ走りさせたいだけだ！

「あー、喉が渇いたわー。三分以内に誰かがジュースを買ってきてくれそうな気がするわー」

「行ってくればいいんでしょうが！」

　言うが早いか、僕は駆かけ出した。

　廊ろう下かに飛び出す僕の背中に、「いってらっしゃーい」と三井先輩の気楽そうな声がかかる。

　嫌いやがらせに、おしるこでも買ってきてやろうか！




　廊下を走り、生徒を躱かわし、階段を駆け下り、さらに走る。

　自じ販はん機きが置いてあるのは、校舎の反対側だ。

　全力疾しつ走そうで行って戻もどってこないと、間に合わない。

　と、考えていたら注意が疎おろそかになった。

　二階の渡わたり廊下の角で、人にぶつかりかけ、慌あわてて避よける。

「すみません！」

　反射的に叫さけび、そのまま走り去ろうとした僕は、

「……はっくん……？」

　と、かけられた声に、急ブレーキをかけた。

　急制動のベクトルを回転運動へと変じて、振ふり返る。

　本を胸の前で抱だいた泊さんが、きょとんというように見えなくもない顔で、僕を見ていた。

「……どうしたの……？　廊下を走ると……危ないよ……」

「あ、ごめん、分かってる。けど、急いでて！」

「どこに……行くの……？」

　急いでいる、と言っている人間にそんなことを問いかけちゃうのが、泊さんの泊さんによる泊さんのための泊さんらしさだ。

　急いではいるが、残念ながら（とは思ってないけど）、僕に、そんな泊さんを無視する機能はついていない。

「自販機のところ！」

　と叫ぶようにして返す。

「ふぅん……」

　と、呟つぶやいた泊さんは、何を思ったのか、窓へと近づき、がらりと開けた。

「……ここから降りると……早いよ……？」

「…………」

　無茶を仰おつしやいますな。

　ここ、二階ですよ？

「この前読んだ本に……こういうところを使うと早くて便利って……書いてあった」

　どんな本読んでるんですか。

　とは思ったものの、そう教えてくれる泊さんが、人の役に立てて嬉うれしいとでもいうようにちょっと誇ほこらしげに思えなくもない顔をしていたので──。

　──僕にはそこから跳とび降りるという選せん択たく肢し以外残されていなかった。

　あー、死ぬかと思った。

　下が柔やわらかな土じゃなければ怪け我がするところだった。まあ、そうだと分かってたから、跳んだんだけど。




「……買って……来まし……た、よ……」

　階段を全力で駆け上がり、全く整わない息の合間に、何とかそう言い、三井先せん輩ぱいにスポーツ飲料を渡す。

「おー……」

　と、驚おどろいたような表情だ。

「本当に間に合うとは……」

　ぱちぱち、と拍はく手しゆの真似まねをしてくれる。

　視界の端はしで、病夜宮も感かん嘆たんに手を打ち鳴らしていた。

「──はい」

　膝ひざに手をつき、呼吸を整えていた僕は、かけられた声に何とか顔を上げた。

　とびっきりの笑え顔がおとともに、三井先輩が、渡したばかりのスポーツ飲料を僕へと差し出してくれていた。

「よく頑張りました。これを差し上げましょう」

「ありがとう……ございます」

「君に美味おいしく飲んでほしくて、買ってきてもらったの」

　すごくいいことをしたかのような笑顔だが、どう考えても、完全なマッチポンプだ。

　っていうか、僕が、おしるこを買ってきてたらどうオチをつける気だったのだろうか。

「……それで」

　と、ようやく息が整った僕は尋ねた。

「次は何をしたらいいんですか？」

「『何をしたらいいんですか』？　変なことを訊くね、甘口君は。あたしは、単に占うらなっているだけだよ」

　あ、その体ていは守るんだ。

「そうだねー、次は……」

　と、三井先輩は鞄かばんをがさごそと漁あさって、何やら取り出した。

　一枚のプリントだ。

「この宿題、あたしはやりたく、ない気分」

「…………」

　占いの体でいくのなら、占いらしい文言を使え。

　五七五でリズムよく言うな。

「分かりました」

　と、僕はそのプリントを受け取った。

　病夜宮に見せる。

「お前、これ、分かるか？」

　しばらく眺ながめていたものの、病夜宮は首を横に振った。

「三年生の問題でしょ。分からないよ」

「まあ、そりゃそうか……」

　三年生の知り合いといえば……。




　図書室の戸を開けると、予想通りに泊さんは、椅い子すに座って本を読んでいた。

　まあ、僕から状じよう況きようを伝えられた病夜宮による、簡単な予測だ。

　さっき会ったときに泊さんは本を抱かかえていた。鞄に入れずに持ち歩いていたのなら、すぐに読む気である。なら、どこか静かに読める場所へ行こうとしていたのだろう。

　ということである。

　そして、そんな予測を立てる必要があったのは、泊さんが携けい帯たい電話の電源を切ったままにしていたからだ。操作が苦手らしく、ときどき間ま違ちがって電源を切ってしまうらしい。

　そんな泊さんに話しかけようとすると、『静かに』という貼はり紙が目に入った。

　素す直なおに従う。

　戸を閉めて、泊さんへと近づく僕。

　こちらに背を向けているため、僕のことには気づいていないようだ。

　そー、と後ろから読んでいる本を覗のぞき込む。

　何やら小難しい数式が書かれた本だった。

「……ん」

　と、泊さんが振り返る。

　本に落ちた影かげで気づかれたらしい。

　僕がスネークならミッション失敗だが、スネークではない僕は普ふ通つうに声をかけた。

「泊さん、ちょっと教えてほしいことがあるんだけど」

「何……？」

　と、泊さんは読んでいた本を閉じて、僕へと向き直る。

　本好きとはいえ、こういうときにちゃんと話を聞く態勢を取ってくれるのが、僕が泊さんを好きな理由の一つだ。あと、百七つくらいはあるんだけれど。

「宿題のプリントを手伝ってほしいんだ」

　と、三井先輩から受け取ったプリントを見せる。

　──手伝ってほしい、というか、そっくりそのままやってもらおうか、という魂こん胆たんだったけれど。

　泊さんのことだし、何ならもう終わらせているかもしれない。

　それならただ書き写すだけで──

　──という僕の目もく論ろ見みは、脆もろくも失敗に終わった。

「はっくんのクラス……随ずい分ぶん勉強進んでるんだね……」

　と、まるで初めてこの宿題を見るような反応だ。




　唐とう突とつな発表だが、泊さんは一風変わった特技を持っている。

『物語の結末を知る者マスター・オブ・ブツクエンド』

　本を対象とした絶対記き憶おく。

　一度読んだ本のことは、絶対に忘れないのだ。




　だから、当然このプリントも……。

　と、思っていたが、──そうか、と気づく。

　これは、あくまでプリントであり、『本』ではない。

　そして、泊さんは本に対する絶対記憶の代わりに、それ以外に関する記憶力はあまりよくない。

　──まあ、それでも。

　初めて見るものでも、それならそれで解いてもらえばいい話か。

　と、僕がそう話を持っていこうとすると──。

　図書室の戸が開いた。

「あれ、命の恩人じゃねえか？」

　阪神先輩だ。

「こんなところで珍めずらしいな」

「それはどっちかというと、僕の台詞せりふですよ。阪神先輩こそ、図書室に来るとか珍しいじゃないですか」

「んなことねえよ。最近──剣けん道どう部やめてからは、入り浸びたりだ」

　勉強、ここだと捗はかどるしな、と言いながら、手近な席に着こうとして、僕の持っているプリントに目をつける阪神先輩。

「お、ちょっとそれ見せてみろよ」

　止める間もなくプリントを奪うばい取られる。

「ちょうど俺たちのクラスでやってるくらいの内容だな。よし任せろ、俺が解いてやる」

「え、と、いや……」

　と、僕がどう説明したものか悩なやむ内に、阪神先輩はさらさらとペンを走らせていく。

「お、すげえ、すげえすらすら解ける！　まるでさっきやったばかりのようだ！」

「…………」

　それは本当にさっきやったからでは……と思ったが（三井先輩と阪神先輩は同じクラスなわけだし）、満足げな阪神先輩に、僕が口を挟はさむことはできなかった。

　まあ、自信がつくことは、決して悪いことではないだろうし。




「はい、できました」

　と、プリントを渡わたす僕に、「うむ、ご苦労」と偉えらぶった上司のような態度で受け取る三井先輩。占いの体裁はどこ行った。

　病夜宮の横に移動すると、「大変だね」と労ねぎらってくれた。

「じゃあねー」

　と、三井先輩は考える仕草を取る。

　だから、占いの体裁はどこ行った。
















　やがて、「……よし」と呟つぶやくと、僕を見た。

　笑えみを浮うかべる──悪あく魔ま的な笑みを。

　背筋がぞっとした。

　そんな僕の内心に気づいているのか否いなか、笑みを深めると、

「では、最後の占い」

　と、三井先輩は言った。

「──甘口君の好きな人は、病夜宮さんである」




　　　　＊




　すげえものをぶっこんでくるな、と思った。

　それくらいしか思えなかった。

　占いの体裁どこ行った、とか思えなかった。

　そのくらい、頭が働かなかった。

　ぎぎぎ、と機械的な動きで隣となりを見ると、隣の少女も、ロボットみたいな仕草で、僕を見てきたところだった。

　目が合う。

　目をそらしたら負け、という気がして、その輝かがやく黒目を見つめることしかできない。

　病夜宮もそう思っているのか、視線を外してくれなかった。

　めーとめーでふーふふん、と吞のん気きな声が聞こえてきた。

「おやまあ、見つめ合っちゃって」

　その声に呪じゆ縛ばくが解かれたように、僕は三井先せん輩ぱいへと向き直った。

「今の占い、当たってるでしょ？」

　そう悪戯いたずらっ子のように猫ねこ目めを光らせる三井先輩。

　──冷静になれ。

　と、僕は自分に言い聞かせる。

　──今、僕に求められているのは──。




「そうですよ。僕は病夜宮が好きですよ」




　隣で、ボン、と何かが爆ばく発はつしたような音が聞こえた気がした。

「きゃあっ」

　と、三井先輩が黄色い悲鳴。

「愛の告白の場面を目もく撃げきしてしまった」

「…………」

　自分でやらせておいて。

　と、僕は思ったが、口には出さなかった。




　ご満足して頂けたらしい三井先輩から協力の約束を取りつけ、彼女が立ち去るのを見送る。

　空き教室に、僕と病夜宮だけが残された。

　──さて。

　と、僕は思う。

　──スーパー言い訳タイムの始まりだ。




「言っておくがな病夜宮今僕に求められていたのはほらあれじゃん占うらないを当てることじゃんまあ占いと言っても占いの皮をかぶった嫌いやがらせみたいなものだったけどまあともかくそれを成じよう就じゆさせるのが目的であった以上あそこで否定する選せん択たく肢しは僕にはなかったわけでつまり今のが僕の本心である必要はなかったわけで──」
















「ぱーんち！」

　というかけ声とともに、僕のスーパー言い訳タイムは終しゆう了りようした。

　元々筋力がないので、威い力りよく自体はこれっぽっちもなかったのだが、それなりに衝しよう撃げきは受けたし──それなりに痛かった。




　　　　＊




　さてさて。

　本来なら、ここから三井先輩の協力を得て『占いが絶対当たることを証明する』作業に移るわけだが。

　その必要は、なくなった。

　丹波凜が、

「あ。甘口君、この前の件、やっぱりもういいっす」

　と申し入れに来たからだ。

　どうして？　と問う僕に、意気揚よう々ようと丹波は答えてきた。

「そもそも当たってほしかった占いが、見事的中したからっす」

「って言うと？」

「『近々、素す敵てきな男子と出会うことになるでしょう』」

　夢見る乙女おとめのような表情で、言ってくる丹波。

「──出会ったっす」

「はあ……」

「素敵な男子に出会ったっす」

「はあ……」

　ここで、『その男子とは、甘口君、君のことっす！』とでもなればハーレム展開だけど、そんなことにはならなかった。

「その人、前は結構評判の悪かった人なんすけど」

　と、勝手に丹波は語り出す。

　……実は、この辺りで、嫌な予感はしていた。

「最近は結構なんか評判よくて、図書室で勉強している姿をよく見かけると。まあ、あまり頭はよくないらしいすけど、まあ丹波も馬ば鹿かですし、馬鹿同士一いつ緒しよに勉強とかできたらなー、とか、きゃはっ」

　恋こいする乙女のように身をくねらせる丹波に向かって、おずおずと僕は訊きいた。

「その人の名前とか、分かるのか？」

　僕が示した関心に、とても嬉うれしそうに、丹波凜は、『素敵な男子』の名を告げた。

「三年生の、阪神先輩っす！　あの人に出会えたから、もう甘口君は用なしっす！」

　──自分から頼たのみに来たくせに、そんな風に言えちゃう裏表のなさが彼女の魅み力りよくではあるのだが……。

　その人は、やめた方がいいと思うよ？




　　　　＊




　それと後日談として。

「──で、そのあと、丹波の奴やつ、阪神先輩に告白したそうなんだけど、見事玉ぎよく砕さいしたって」

「…………」

「まあ、当たり前だよな。阪神先輩、想おもい人がいるわけだし」

「…………」

「いやまあ、僕だってそれとなく止めたんだよ？　あの人はやめといた方がいいんじゃないか、って」

「…………」

「阪神先輩の事情話すわけにもいかないから、できる限りの範はん囲いで」

「…………」

「でも、駄だ目めだな、恋する乙女は聞く耳なんて持たないな」

「…………」

「これっぽっちも効果がなかった」

「…………」

「まあ、でも、結構丹波もへこたれてないみたいだし」

「…………」

「これはこれで、あいつにとってもいい経験になっただろうし。って僕が言うのも変だけど」

「…………」

「だから、まあ結果的にいいまとまり方を……」

「…………」

「…………」

「…………」

「なあ、病夜宮、頼むからそろそろ機き嫌げんを直してくれよ」

「……ふーんだ」







[image: 第二話　七草ナクテの球技の話]




「──つまりね」

　と、七草ナクテはそう話を締しめくくった。

「今度の球技大会で活かつ躍やくしたいのよ」




　　　　＊




　僕が通う私立朝あさ霧ぎり橋ばし学園の七不思議に、こんなものがある。

　保健室に、吸きゆう血けつ鬼きが棲すんでいるというのだ。

「で、用意しておいた吸血鬼がこちらです」

「三分クッキング風に紹しよう介かいされた……」

　と、若じやつ干かんメタなぼやきを発したのが当の吸血鬼──とクラスメイトたちその他から噂うわさされていたりするが、一応普ふ通つうの人間、病やみ夜や宮みや美み闇やみである。

「『一応普通』って、何その微び妙みような表現」

「そういう、人の心をあっさり読んだりするところが、若干普通じゃないんだよ」

「だから、前にも言った覚えがあるけれど、人の考えていることを推測するのは、単なる普通のコミュニケーション能力です」

「…………」

　単なる普通の、ねえ……。

　その域を明らかに脱だつしたレベルの読心術を発揮している場面を見た記き憶おくがあるが、本人にとっては大したことない話でしかなかったのだろう。

「心を読む、っていうのはそれこそ……」

　病夜宮が何か言いかけ、口をつぐんだ。

「ん？　『それこそ』、何だよ」

　そう続きを促うながしたものの、

「……何でもない」

　と、首を左右に振ふられてしまう。長い髪かみが、綺き麗れいな弧こを描えがいた。

「それよりも──」

　そう言って、病夜宮は──保健室のベッドの上で上半身を起こした格好の少女は、僕に向かって微笑ほほえんだ。

「今日はどんな悩なやみ相談があったの、『病夜宮係』の甘あま口くち君？」




『病夜宮係』こと甘口君こと僕は、

「えーとな」

　と、鞄かばんからその悩み相談の投書を取り出そうとして、ふと手を止めた。

「何で、僕が悩み相談の件でやって来たって分かったんだ？」

　ちちち、と病夜宮が調子に乗った態度で指を振る。

「簡単な推理だよ、明あけ智ち君」

「誰だれだよ」

　つまりだね、と病夜宮がどや顔をした。

「鎌かまをかけたのさ！」

「推理じゃねえ！」

　いやあ、甘口君の突つっ込みは今日も冴さえてるなぁ、とお褒ほめの言葉を頂いた僕は、改めて相談受付用のポストから回収してきた用紙を取り出した。

「ほら、『餌えさ』だぞ」

　わーい、と病夜宮が受け取ったが、彼女が山羊やぎであるというわけでは……羊だっけ？　紙食べるの……ってまあどっちでもいい、彼女が紙食性の生き物であるというわけではない。

　この悩み相談の投書に対して、『餌』と呼ぶのが僕と病夜宮の間のお約束になっているのだ。僕が『病夜宮係』について説明を受けたときに、「つまり、ペットに『餌』を持ってくるようなものか？」といったニュアンスのことを言ったら、病夜宮がいたくその表現を気に入ったのだが。何故なぜかは分からないが。

「さーて、何が出るでしょうか」

　と、病夜宮が折り畳たたまれた紙を開く。

　内容は、端たん的てきの一言に尽つきた。




　つまり、『端的』と書かれていたわけだ。




　噓うそである。

　こういった内容だった。

『こんにちは。

　今度の球技大会のことで相談があります。

　お時間を取って頂けないでしょうか？』




　最後に学年とクラス、名前が書いてあって終わりだ。

　シンプルな文面だが、分かりやすい。

　相談主の頭の良さがうかがえる。

「って、あれ？」

　文面にもう一度目を通していた病夜宮が、文末を見て声を上げる。

「七草さんじゃない」

　一年一組七草ナクテ。

　僕たちのクラスメイトだ。

「って、あれ？」

　と、病夜宮の上げた声に、僕も声を上げる。

「お前、七草って呼んでるの？」

「え、そりゃまあ……」

「へえ」

「何その『へえ』。逆に訊くけど、甘口君は何て呼んでるの？」

「え、普通にナクテだけど」

　普通にそう答える僕に、

「え？」

　と、病夜宮は何故か驚おどろいたようだった。

「あ、甘口君と七草さん、そんなに仲いいの？」

「仲がいい……？　いや、まあ、普通のクラスメイトくらいだと思うけど」

「え、でも、甘口君、白しら水みずさんたち以外、基本的に名字で呼んでるよね？」

「名字で？」

　ようやく、僕は病夜宮が勘かん違ちがいしていることに気がついた。

　が、遮さえぎる前に病夜宮が口を開く。

「あ、あの……それだったら、ね」

　開いた両手の指を唇くちびるの前で合わせて、躊躇ためらうような上うわ目め遣づかい。

「私のことも、美闇、って呼んでくれてもいい、かなー、なんて……」

「…………」

「あ、その、別に嫌いやならいいんだけど……」

「えーと、いや、その……」

　何と返すか迷っている内に、邪じや魔まが入ってしまった。

　コンコン。

　と、ノックの音が保健室に響ひびく。

「失礼します」

　と、女子生徒が入ってきた。

　クールな印象を与あたえるつり目。

　室内の明かりをきらきらと反射する鮮あざやかな色の髪。

　一年生であることを示すタイ。

　髪と同色の瞳ひとみで保健室内を見回してから、僕たちの方を見てくる。

「甘口君と、病夜宮さんだけ？」

「ああ」

　と、僕は答える。

　養護教きよう諭ゆは、会議に行っていて留守だ。

「そう、それはちょうどよかった」

　と、女子生徒は笑う。

　唇だけを歪ゆがめる、捕ほ食しよく者しやの笑みだ。

「よかった？」

　と、僕。

「ええ、私、久く凪なぎ崎さき先生嫌きらいなの」

「……何で？」

「性格が鬱うつ陶とうしい」

　──激しく同意したい。

　が、それを妹である病夜宮の前で言う勇気は僕にはなかった。

　現に、姉が『嫌い』と明言されて、若干ショックを受けているような顔が、僕の横にある。

　──ああ、もしかしたら。

　と、僕は思う。

　病夜宮が久凪崎先生と姉し妹まいであることをこいつは知らないのかもしれない。

　名字が違うし、隠かくしているわけではないが大っぴらに触ふれ回っている話でもない。

　そんな弁解を考えたが……。

　──いや。

　と、自ら心の中で首を振り、否定する。

　──こいつは、それを知っていても、『嫌い』と口にできる奴やつだ。

　女子生徒はそのまま優ゆう雅がな足取りで、踏ふみ入ってこようとしたが、ふと立ち止まる。

「……一応、名前を名乗っておこうかしら。今日はクラスメイトとしてではなく、相談者として訪おとずれたのだから」

　そう言って、女子生徒は、気取った仕草で一礼した。

「七草ナクテです。今日は、相談したいことがあって来ました」




　　　　＊




　一年一組七草ナクテ。

　父親が、欧おう州しゆうだったか、中東だったか、アフリカだったか、アジアだったか、豪ごう州しゆうだったか、北米だったか、南米だったかの人らしく、日本人の母親との間に生まれたハーフである。

　つまり、実は、ナクテの方がファミリーネームなのだ。

　最近では、そういった場合でも、日本式に姓せい名めいの順に名乗るケースも多いそうなのだが、彼女は頑かたくなに、『名姓』の順序に拘こだわっている。

　それもそのはず──

「そうでないと、『無くて七癖セブン・ワンダーズ』って呼ばれるからな」

「死ね」

　病夜宮の勘違いを訂てい正せいがてら、軽い調子でそう言う僕に、返ってきたのはナクテの重々しい一言だった。

「死ね」

「……何で二回も言った？」

「もう一回言ったら死んでくれるの？　死ね」

「いや、ナクテさん？　会話をしてください」

「会話？　してるじゃない？　ああ、分かった、勘違いしてるわよ、甘口君。『死ね』っていうのは、甘口君に対して言っているんじゃないの。私の語ご尾びなのよ……死ね」

「噓だ！　今、明らかに話の辻つじ褄つまを合わせるために、つけ足しただろ！」

「そんなことないわよ。ああ、でも、死んでみるのもいいかもしれないわよ。死んだらその変な命名センスも治るかもしれない死ね」

「語尾だった!?」

「あの……話に割り込んでごめんね」

　と、病夜宮がナクテにそう言ってから、ちょいちょいと僕の制服の袖そでを引っ張ってくる。

　あのね、と小声で。

「甘口君、さっき七草さんと、『普ふ通つうのクラスメイトの仲』って言ってなかった？」

「うん？　普通だろ？」

「……普通なの？」

「ああ、そうか、お前は知らないか。ナクテの奴、男子に対しては大体こんな態度なんだよ。だからまあ、普通だよ」

「はあ……なるほど。あともう一つ」

「何？」

「甘口君、七草さんのこと、『知らない』って言ってなかったっけ？」

「？　いつ？」

「ほら、『踊おどる骨格標本』事件カルテのとき、七草さんのこと、『隣となりのクラスの奴だよな』って……」

「ああ。そうそう、『七草』って、ナクテの名前のことだったんだな。あの後で気がついたよ」

　あのとき見てた生徒名めい簿ぼには、『七草ナクテ』と記き載さいしてあったので、病夜宮が『七草』の方が名字だと勘違いしていたのは、先ほど説明してある。

　うーん、辻褄は合ってるか……、と呟つぶやく病夜宮に、

「ちょっと、病夜宮さん」

　と、ナクテ。

「あんまりそいつと長話しない方がいいわよ。死ねが伝染うつる」

「伝染うつらねえよ」

　よしんば伝染うつるとしたら、お前からだ。

「──それで」

　と、病夜宮が姿勢を正し、改めてナクテに視線を向ける。

「七草さ……ナクテさん」

「あら、七草でいいわよ」

「えと、じゃあ、七草さん。今日はどんな悩なやみの相談に来たの？」

「ああ、そうそう」

　と、ナクテ。

「今度の球技大会のことなんだけど」




　　　　＊




『球技大会』というのは、私立朝霧橋学園で開かれる行事のことだ。

　スポーツイベントだが、授業時間を使って練習期間を設けられる体育祭とは違い、正式に練習することもなく、一日やって終わり、というレクリエーションのようなものである。

「私ね、今度の球技大会、バスケで参加するんだけど」

　と、ナクテ。

「バスケ、苦手なのよ」

「ん？　じゃあ、何でバスケを選んだの？　他の種目にしたらいいじゃない」

『球技大会』という呼こ称しようの通り、別にバスケだけではない。他の種目もある。

「他の球技も苦手なのよ。バスケが一番まだましかな、と」

「なるほど」

「でもね」

　と、ナクテは続ける。

「ちょっと、バスケで活かつ躍やくしたい理由ができて」

「と、言うと？」

「……んー」

　頰ほおに指を当て、考える仕草。

「言わないと、駄だ目め？」

「あ、ううん、言いたくないんだったら、いいんだけど」

「そう。ごめんなさい」

　そう言って、ナクテが微笑ほほえむ。

　先ほどよりも自然な、少し温かみのある笑みだった。

「理由は言いたくないんだけど、苦手なバスケで活躍しなければならないの」

　と要点をまとめ直すナクテ。

「──っていうことで、悩んでるんだけど、どうにかならないかしら？」

「…………」

　病夜宮は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、僕の方を見た。

　目が合う。

　つまりは、僕も病夜宮を見ていたわけで。

　となると、おそらく同じことを考えたのだろう。

「……バスケといえば」

　と、病夜宮が言い、

「……あいつだよな」

　と、僕が言う。

　顔を見合わす僕たちに、きょとんした表情で、七草が尋たずねてくる。

「あいつ？　バスケ部の女子に、知り合いでもいるの？」

「ああ、いる」

「死ね」

「何で!?」

「あなたに質問したからじゃないからよ」

　そう言ってナクテが病夜宮を見る。

　つられて僕もそちらを向いた。

「…………」

　病夜宮が首をかしげている。

「……どうかしたのか、病夜宮？」

　僕の問いに、

「七草さん今……」

　と、何か言いかけるもそのまま口をつぐんだ。

　代わりに、ナクテの質問に答える。

「うん、いるよ、バスケ部に知り合い。上手うまくなるために練習したい、っていうことなら、その人に頼たのんでみるけど」

「是ぜ非ひ」

　と、ナクテが前のめりになる。

「是非、お願いします」

　そんな積極的な態度にちょっとびっくりしたようだったけど、病夜宮は、

「分かりました」

　と、笑みを返した。

　それにつられたように、ナクテも笑う。

　僕とか男子に向けるものとは違ちがう、柔やわらかな笑顔だった。




　　　　＊




　翌日。

　昼休み。

　僕と病夜宮、そして七草ナクテは保健室にいた。

　人を待っているのだ。

　昨日の内に、僕の方から『明日昼休みに保健室に来てくれ』とメッセージを送っておいた。

　珍めずらしく返事はなかったが、読んではいるようだったので、気にはしなかった。

　がらがら、と保健室の戸が開く。

　反射的に視線を向けた僕は、そこに待ち人の顔を見る。

「久凪崎先生、いますかー？」

　そう言いながら入ってきたのは、白水泉いずみだ。

　白水泊とまりさんの妹で、僕の幼おさな馴な染じみ。

　クラスは一つ隣である。

　女子の中では背せ丈たけは高い方。

　ポニーテールにした長い髪かみ。

　しなやかに伸のびた手足。

　いつも朗ほがらかな笑みを浮うかべている顔が、何故なぜだか今はしかめっ面つらだ。

　僕、病夜宮と順じゆん繰ぐりに見回し──まあいつもいるので、特に気にしなかったようだ──七草ナクテで止まる。

　驚おどろきを示しつつ、にこやかな顔になった。

「あれ、ナクテさんじゃない。珍しい」

「こんにちは、白水さん」

　と、こちらも笑みを浮かべるナクテ。

　の横で。

　僕と病夜宮は、愕がく然ぜんとした表情を浮かべていた。

「そんな馬ば鹿かな……」

　と病夜宮。

「隣のクラスの生徒の名前を知っている……だと……」

　と僕。

「……いえ、隣のクラスの人の名前知ってるとか、割と普通だと思うけど」

　と泉。

「そんな馬鹿な……」

　と病夜宮。

「そんなことが、普通の人間にはできるのか……」

　と、人的記き憶おく力りよくがちょっとあれな僕（と、病夜宮）に、泉は軽く片目を細めてみせる。呆あきれの表情のようだ。

　まあ、そんなことをやっていては話が進まない。

「──悪いな」

　と、僕は泉に声をかける。

「わざわざ来てもらって」

「え？」

　と、泉が首をかしげる。

　かしげた泉に、僕も首をかしげ返す。お蔭かげで、泉の顔がまっすぐ見えるようになった。

「何だ、その『え？』って」

「『え？』は『え？』だけど……ああ！」

　唐とう突とつに泉が大声を出した。

「そういえば、昨日、はーちゃんから何かメッセージ来てたわね！」

　そう言って、慌あわててスカートのポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

「開いた瞬間、泊ちゃんに呼ばれてそっち行ったから、未読の状態じゃなくなっちゃってたんだ……」

　言い訳なのか無意識なのか、状じよう況きようを説明してくれながら、なにやら操作する泉。

　しばしして、僕の携帯電話がメッセージの着信を告げる。

　開いてみる。

　泉からだった。

『分かった！　昼休みに保健室行きます！』

　……いや、返信意味ねえよ。

　まあ、僕の幼馴染みらしいといえば、らしい。

　お人ひと好よしのこいつに、メッセージに返信せずに放置しておくなど、できないだろう。

「……っていうか、これ見たんじゃなかったら、何で保健室来たんだよ」

　え、あ、と泉がおずおずと手を掲かかげる。

　すり傷があった。

「……転んじゃって」

　……まったく、『ドジっ子バタフライ・エフエクタ』の二つ名は伊達だてじゃねえな。

　そういえば、入ってくるとき久凪崎先生の名を呼んでいたが、手当てをしてもらいたかったからか。

「白水さん」

　と、病夜宮が泉を呼ぶ。

「こっち来て。手当てしてあげるから」

「ありがとう、病夜宮さん」

　そう言って近づいてきた泉の手を、じっと見つめる病夜宮。




　親しい者以外知ることのない事こと柄がらだが、病夜宮美闇には一つの特技がある。

『アスクレピオス』

　見ただけで、人の怪け我が（など諸もろ々もろ）の具合が分かるのだ。

　超ちよう能のう力りよくとかいうことではなく、あくまで特技の一つ──人間の能力の延長線上にあるものである。

　鋭するどい観察眼と、『家庭の医学』を読み込むことによって、なせる技わざらしい。

　ちなみに、病夜宮の姉の久凪崎先生も、相手の『特技』が分かる『特技』、というようなものを持っているのだそうだ。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　数秒泉の手を見つめた病夜宮は、泉の顔を見てにっこりと笑った。

「うん、すり傷だけだね。綺き麗れいに洗って、清潔にしておけば、傷きず痕あとも残らず治るよ」

　ほっとした表情を見せる泉。

　まあ、何と言っても女の子だ。傷痕が残っては嫌いやだろう。

「甘口君、ちょっと手伝って」

　との我らが『吸きゆう血けつ鬼き』の仰おおせのままに、道具やらを用意する僕。

　まあ、幼馴染みのためである。




「──はい、これで終わり」

　と、丁てい寧ねいに絆ばん創そう膏こうを貼はりつけて、病夜宮の治ち療りようが終わる。

「ありがとう、病夜宮さん」

　と泉がまた言って、朗らかに笑った。

「じゃあ、あたしはこれで」

　と、退室しようとするのを、

「いやいや」
















　と、僕は制止する。

「呼び出した僕のメッセージのことを忘れないであげてほしい」

「……あ」

　立ち止まり、気まずげに振ふり返る泉。

「ごめんなさい、はーちゃん。──それで、何の用事なの？」

「僕が用というよりも……」

　と、視線を向ける。

　七草ナクテ。

　泉が治療されている間、静かに椅い子すに座って待っていたのだ。

　ちょっと意外だった。

　待たされることに怒おこって帰りそうなタイプだと思っていたのに。

　──まあ、そうか。

　じっと泉に視線を注いでいるナクテの表情で、気がついた。

　彼女は頼みごとをしに来た立場なのだ。

　相手の治療が終わるのを待つのなど、当たり前のことか。

「ナクテさんが？」

　柔にゆう和わな目を、ぱちくりとさせる泉。

「ええ」

　と、ナクテが頷うなずきを返す。

「わざわざ来てもらってごめんなさい」

「あ、ううん、別にそれはいいんだけど」

「さっそく本題に入るんだけど、今度、球技大会があるじゃない」

「うん、あるわね」

「それに、私、バスケで出るのよ」

「あ、そうなんだ。いいなー、あたしもバスケしたかったんだけど」

　と、バスケ部の泉が言う。

　大会といっても、半ばレクリエーションを兼かねてのイベントだ。

　基本的にどの球技に出てもいいのだが、運動部に入っている生徒はその種目を選ばないように、というのが、毎年暗あん黙もくのルールになっているらしい。

　別に明文化されているわけでもないので破ってもいいのだが、それに素す直なおに従うのが、泉のお人好したる由ゆ縁えんである。

　が。

「え？」

　と、驚いたような声をナクテが上げた。

「白水さん、バスケで参加するんじゃないの？」

「え？　しないけど……」

　戸と惑まどいながら、『暗黙のルール』について説明する泉。どうやら、ナクテはかのルールについて知らなかったようだ。

　そんなルールが……、と何やら俯うつむいていたが、やがて、気を取り直したように、

「ああ、ごめんなさい、話の途と中ちゆうだったわね」

　と、顔を上げた。

「で、私、運動が苦手で」

　体育の授業は二クラス合同で行うので、泉のクラスは僕たちと一いつ緒しよだ。

　そのときの光景を思い浮うかべたのか、「ああ……まあ」と言葉を濁にごす泉。

「それで、よかったら白水さんにコーチをお願いしたいんだけど」

「いいわよ」

「…………」

「え、はーちゃん、何その沈ちん黙もくは」

「いや……躊躇ためらうことのない即そく答とうだなぁ、と思って」

　と、答える僕に、

「え？」

　と、泉がきょとんした顔をする。

「だって、人の役に立てるんでしょ？　断る理由がないじゃない」

　まあそうか。

　それが白水泉──『底なし沼のお人好しスポイト・スポイラー』とこいつが呼ばれる由縁だ。

　限界なしのお人好し。どこまで行ってもお人好し。地平の果てまでお人好し。

　白水泉の性格は、一言で言えば、それに尽つきるのだ。

　三言で言ったけど。




　じゃあ、今日から、昼休みとか放課後とか、空いてる時間あったら練習しましょうか、という泉の提案により。

　さっそく放課後。

　僕たち四人（僕、病夜宮、泉、ナクテ）は、中庭に集まっていた。

　泉とナクテは、動きやすい服装に着き替がえてきている。

　何故なぜか僕まで。

「とりあえず訊きくが」

　と、病夜宮の隣となりに座った僕。

「泉、お前部活出なくていいのか？」

「今日は休みなの」

　と、ストレッチをしながら泉が答える。

「門かど前さき先生が休職されてから、まだ新しい顧こ問もんの先生が決まってなくて、あんまりしっかりした練習ができないのよ」

「そんなの、勝手に練習したらいいんじゃないのか？　別に、門前先生が逐ちく一いち指示出してたわけじゃないだろ？」

「指導面の問題じゃなくて、責任者的な問題。もし、誰だれかが怪我でもしたら、責任者不在であることが結構まずいことになるらしいの」

「ふぅん」

「だから、早く次の顧問の先生決めてほしいんだけど、どの先生も忙いそがしいらしくて」

　上半身を捻ひねりながら、「まあ、とは言っても」と続ける泉。

　シャツの裾すそが軽くめくれ、引き締しまった腹がちらりと見える。

「自主練程度ならしても全然構わないし──」

　と、体育館から持ち出してきたバスケットボールを示す。

「こうやって、用具持ち出しても別に構わないんだけど」

　ふぅん、ともう一度言う僕を見て、ストレッチの手を止めて泉が不思議そうな顔をする。

「ところで、はーちゃん、柔じゆう軟なんしとかないと怪我するわよ」

「え、僕まで練習する前提なの？」

「え？　だって、はーちゃんも着替えてきてるじゃない」

「それは、そうだけど……」

　何となくの流れで着替えてきたが、改めて指し摘てきされると、練習する気満々の人に見えるな我ながら。

「じゃあ、ちょっと僕も参加するかな」

　そう言って立ち上がる僕に、病夜宮が、「頑がん張ばれー」と手を振ってくれる。

「ふっふっふ」

　と、不敵に笑う僕。

「バスケに関しては、僕は敵味方から恐おそれられる存在だからな」

「はーちゃんがバスケ上手うまかった記き憶おくなんて、幼おさな馴な染じみのあたしにもないんだけど……味方から恐れられるのは駄だ目めなんじゃない？」

　泉の呆あきれたような視線をよそに、僕は、彼女の方へと一歩を踏ふみ出した！




　そして、十分ほどで戻もどってきた。

「……おかえりー」

　と病夜宮が言ってくれたが、今度は手は振ってくれなかった。

　代わりに、冷ややかな視線を向けられる。

「……何で、敵味方から恐れられてたの？」

「かつて、僕は、『トラベリングの魔ま術じゆつ師し』の二つ名を恣ほしいままにする名バスケットボールプレイヤーだったんだ」

　……ああ、うん、と病夜宮。

「今のプレーとその二つ名でだいたい分かった。けど、それなら敵には恐れられないんじゃないの？」

「いや、いちいちプレーが止まってテンポが悪くなるって」

「ああ……なるほど」

「だいたいバスケはルールが理り不ふ尽じんなんだよ。何だよ、移動するのにボールを突つきながらじゃないといけないって」

「それを言ったら大体のスポーツのルールは、理不尽だけど……。足でしか触さわっちゃいけないとか、前に投げちゃいけないとか、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでアイロンかけないといけないとか」

「え、最後のそれ何」

　めっちゃ気になったのだが、そんなことよりも、という感じで、病夜宮は、前方に視線を戻した。めっちゃ気になったのだが。

「こうやって見てると──」

「めっちゃ気になったのだが」

「いつまでも気にしない」

　ずばりと言われて、思わず「はい」と同意する。

「白水さんって」

　と、病夜宮。

「本当にバスケ部員なんだね」

「『バスケ部員なんだね……』って、そりゃそうだろ。前から知ってるだろ？　泉がバスケ部なこと」

「いや、そうなんだけど、ほら、普ふ段だんのドジ……というか、間が抜ぬけている……というか、よく転ぶところ……というか」

　追い打ちをかけているのかと思ったらフォローする言葉を検けん索さくしているようだ。

　が、結局４０４エラーだったらしく、「まあその」と諦あきらめた。

「そういったところしか見てないから、運動ができるのが、何か意外で。体育で見学してて、そりゃ知ってはいるんだけど」

「ああうん、言いたいことは分かる。泉の『ドジっ子バタフライ・エフエクタ』な一面しか知らない奴やつは、特にそう言うんだけど、あいつは意外にも──運動神経のいいドジっ子なんだ」

「……何その、青色の赤、みたいなアンビバレンツな表現。……まあでも、言い得て妙みようだね、それ。よく分かる」

　そんなことを喋しやべっている僕たちの視線の先では、泉が足を前後に開いて、股またの間を通しながらドリブルをする、というテクニックを披ひ露ろうしていた。

　レッグスルーというのだったか。

　男子では結構できる者もいるが、背せ丈たけに比例して股また下したが短い女子には、結構難しい技のはずだ。

　けれども、ナクテに何やら説明しながらの泉は、それを悠ゆう々ゆうとこなしていた。

　運動神経の良さもあろうが、泉は女子の中でも背が高い方だ。

　その恩おん恵けいもあるのだろう。

「──っていう風に、こんなテクニックもあります」

　けどまあ、と跳はね上げたボールを両手でキャッチして動きを止めながら、泉が言う。

「どんな技術にしろ、プレーにしろ、結局はそれ単独で強いんじゃなくて、組み合わせて使うから効果があるものだからね。球技大会までの短期間で練習するんだったら、特定の動きに特化するんじゃなくて、基き礎そ動作の反復が一番いいと思うの」

「…………」

「……ナクテさん？」

　黙だまって話を聞いているナクテを、泉が心配げに覗のぞき込む。

　わっ、と、急に近づいてきた泉の顔に、何故か驚おどろいたように身を引くナクテ。

「ど、どうしたの？」

「え、あ、ごめんなさい、その、話、難しかった？」

「え？　あ、ううん、全然よ。大だい丈じよう夫ぶ。基礎動作の反復をしよう、っていう話よね」

　明らかに不自然な態度だったが、人の好よい泉はそれに気づかず、そうそうと頷うなずき──はしなかった。

　幼馴染みの僕しか分からなかっただろうが、僅わずかに、整えられた眉まゆをひそめた。

　お人好しで気のいい奴ではあるが、鈍にぶいわけではない。

　が、結局、深くは追つい及きゆうしないことに決めたようだ。

　鈍いわけではないが、お人好しで気のいい奴なのだ。

　そうそう、というように泉が二つ頷く。

「とりあえず、こんな練習したらいいっていうの伝えておくから、時間があるときにしてみて。部活なくて時間取れそうな日なら直じかに教えられるけど……必要？」

　若じやつ干かん不安そうに──押しつけがましくないだろうか、ということだろう──尋たずねる泉に、

「是ぜ非ひともお願いしたいわ」

　と、ナクテが首を縦に振ふった。意外なほど力強いその動きに、若干、ん？　となる。

　分かりました、と、泉はほっとした笑え顔がおを返して、

「じゃあ、連れん絡らく先さきの交こう換かんを──」

　そう言いながらスカートのポケットに手を入れかけ、スカートを穿はいていないことに気がついた。

「スカートを穿いていないことに気がついた」

「いや、はーちゃん、人がスカートすら穿き忘れるようなドジっ子みたいに言わないで。ちゃんとハーフパンツに穿き替かえてます」

　手を下ろした動作を見て、スカートのポケットに手を入れようとしたことに気がついたのは流石さすがだけど、と泉。

「ちょっと更こう衣い室しつまで取ってくるわね」

「あ、じゃあ、私も行くわ」

　そう言うナクテに、何で？　と泉。

「えと」

　と、一いつ瞬しゆん詰つまってから、思いついたかのような口調でナクテは続けた。

「私も、携けい帯たい電話、更衣室に置いてきてるから」

「あ、そっか」

　じゃあ、一いつ緒しよに行きましょう、と歩き出す二人。

　おしゃべりをしながら去っていく二人の背中を見て、

「……ふぅん」

　と、呟つぶやいたのは、隣に座る病夜宮だ。

「どうかしたのか？」

「ん。うーうん、何も」

　そう言って首を振るから、弧こを描えがく黒くろ髪かみが首元に当たってこそばゆい。




　　　　＊




　その日から、ナクテの地じ獄ごくの特訓が始まった！

　ということは、もちろんない。




　普ふ通つうに、昼休みとか空いている時間に練習しているだけだ。

　行きがかり上──別に不要な気もするのだが──僕と病夜宮も、誘さそわれてそれを見守ることになってしまったし、僕に関しては、時折練習相手を務めることも（ドリブルができなくてもディフェンスくらいならできる）ある。

　とある日の、昼休み。

　校舎裏の人のいない場所を陣じん取どり、七草ナクテはバスケットボールでドリブルの練習をしていた。

　少し離はなれて段差に腰こしかける病夜宮と、その隣となりに座る僕。

「病夜宮、ところで、いいのか？」

　そう言う僕を見て、病夜宮が不思議そうに一度、綺き麗れいな瞳ひとみをまぶたで遮さえぎり、また晒さらした。

「何のこと？」

「いや、今さら思い出したけど、お前、確か昼休みは昼ひる寝ねしてるんじゃなかったっけ？」

「ああ……」

　と、病夜宮がくすりと笑う。

「別に、いつも寝ねてるわけじゃないよ。用事があるときとかはちゃんと起きてるから」

「ああ、そうなんだ」

　と返す僕の顔を見上げて、病夜宮の目が悪戯いたずら好きの猫ねこのように光る。

「でも、もしかしたら、眠ねむたくなってくるかも。そのときは、肩かた、貸してね？」

「肩……ってお前」

「あ、駄だ目め？」

「いや、僕を見くびんなって言いたいんだよ。こう見えて結構力あるんだぜ？　お前みたいな細っこい女子を運ぶのなら、肩貸すどころか、お姫ひめ様さま抱だっこくらいしてやるよ」

　そう冗じよう談だんめかしつつも格好つけて言ったつもりの僕だったが、

「お姫様抱っこ、って……」

　何故なぜか、病夜宮はそう呟いて頰ほおを赤くした。

「……何だよ、その反応」

「あ、いや、その、私は……」

　細い顎あごを引くようにして、上うわ目め遣づかいになる。

「私は、その……眠たくなったらもたれかからせてね、って言ったつもりだったんだけど……」

「え？　あ、そっち……？」

　うん、と小さく頷く病夜宮。

「でも、そっか、ふーん……甘口君、お姫様抱っこで運んでくれるんだ、ふーん」

「やめろ、そんな何か言いたげにするな」

「ふぅーん……」

　やめろやめろ、と僕が繰くり返していると。

「……何、いちゃついてるのよ」

　かけられた声にそちらを見上げると、いつの間にか練習の手を止めていた七草ナクテが、バスケットボールを小こ脇わきに抱かかえて僕たちを見下ろしていた。

　ボールを地面に置き、代わりに病夜宮の横にあるタオルとペットボトルを手にして、汗あせを拭ぬぐいながら、言う。

「これだから、男って」

「いや、僕だけが悪いみたいに言うなよ」

「言い分は、聞く耳を持ちません」

　イーブンにはしません、と、上手うまくかかってるかどうか微び妙みようなことを言ってから、ペットボトルのキャップを外し、飲み口を唇くちびるに当てる。

「そんな言い方するってことは、ナクテは彼氏とかいないのか？」

「うん？　恋こい人びとがいるか？　何その問い？　それは、私に喧けん嘩かを売ってるのかしら？」

　ペットボトルを優ゆう雅がに傾かたむける仕草とともに、睨にらみ下ろしてくる。

　どうやら、いないらしい。

「彼氏、作りたかったりはするのか？」

　いらない、と言下に否定されるかと思ったが、

「そりゃまあ、恋人の一人や二人、欲ほしいけれど」

　返ってきたのは意外な返答だった。

「へえ」

　二人は、作っちゃまずいだろうけど。

「何よ、その『へえ』は」

「いや、彼氏とかいらないタイプだと思ってたから」

「……甘口君にどう見えてるのか知らないけれど、恋人くらい作りたいわよ。私だって、恋こいする乙女おとめなんですから」

「ふーん」

　と、僕。

　相あい槌づちついでに、泉に負けず劣おとらずサービス精神旺おう盛せいな──と自負する──僕は、再びペットボトルに口をつけるナクテに、リップサービスをしてやった。

「まあ綺麗だから、その気になればすぐに作れるだろう」

　途と端たん。

　ぶううぅぅぅっ。

　と、漫まん画がみたいな効果音とともに、含ふくんだばかりの液体を口から噴ふき出した。

　おお、綺麗な虹にじが……。

　というのは、まあ冗談だが、「げほごほぼほ……」と咳せき込んでいる当人にしてみれば、冗談で済まないご様子だった。

「な……何言ってくれてるのよ……」

「いやまあ……」

　そう言葉を濁にごす僕に、

「……死ね」

　と躊躇ためらったような間を置いて、いつもの口くち癖ぐせを言ってくる。

　お、デレたか、とか思ったが、普通に、飲み物が気管に入ったせいで、すぐに言葉を発せられないだけのようだった。

　何度も咳き込みようやく落ち着いた様子のナクテは、

「あー、服にかかった、テンション下がった、服と甘口君が気持ち悪いし、これで練習終わろう」

　と、更衣室へと向かう。僕は気持ち悪くないよ？

　校舎裏に、二人取り残された僕と病夜宮。

　何故か視線を感じ、隣を見ると、病夜宮がじっと僕を見てきていた。

「……何だよ」

　促うながしてみるが、じっと見てくるだけだ。

　しばらく見つめ合ったのちに、ぷい、と先にそっぽを向いたのは病夜宮の方だった。

「ふん、もーいーですよーだ」

「…………」

　膨ふくらんだ頰が何やら心情を伝えているようだが、何で怒おこっているのかはよく分からなかった。




「それにしてもさぁ」

　と、病夜宮は切り出した。

　放課後。

　保健室。

　室内にいるのは、僕と病夜宮と、久凪崎先生だけだ。

「何でだと思う？　甘口君」

「久凪崎先生が珍めずらしく真ま面じ目めに仕事している理由か？」

　僕の問い返しを問い返してきたのは、机に向かって書類の整理をしていた久凪崎先生だ。

「おい、甘口、お前は一体私をどんなサボり魔まだと思っているんだ？　これでも勤務評定は結構いい方なんだぞ」

　そう言いながらも、ペンを放ほうり出す。

「あー、駄目だ。甘口のせいで興がもう削そがれた」

「生徒のせいにしないでくださいよ」

「あー、駄目だ。甘口のせいで今日はもう黄昏たそがれだ」

「人を時間操作系能力者みたいに言うな！」

「いえーい、今日も突つっ込みが冴さえてるねー」

「いえーい」

　と僕たちが盛り上がっていると、

「ごほん」

　と咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　そちらを見ると、病夜宮が口元に拳こぶしを当てて咳せきをしている。

「ん？　どうした、病夜宮？　今日は体調あんまりよくないのか？」

「アピールです」

「何の？」

「サジェスチョンが無視されて悲しいの、アピールです」

「いや、ちゃんと拾ったじゃん。久凪崎先生、珍しく真面目に仕事してた（過去形）よな」

「おいおーい、会話の途と中ちゆうに過去形とか入れるなよ」

「何で分かるんですかー」

「いえーい」

「いえーい」

「…………」

　盛り上がりのあまりに久凪崎先生とハイタッチをしようとして両手を上げて立ち上がったが、病夜宮のあまりの視線の冷たさに、あ、これは真面目に聞かないとまずいな、と思ったので、そのまま座り直した。

　ハイタッチのための両手が、降参のポーズのようだ。

「で、何が『何でだと思う』んだ？」

「そんな決め顔で言っても、無視されたことをごまかされたりしないけれど……」

　意外に根に持つ奴やつだ。

　七草さんのこと、と病夜宮は続ける。

「何で、今度の球技大会で活かつ躍やくしたいんだろうね？」

「ん？　不思議に思うようなことか？　イベントごとで活躍したいとか、誰だれでも思うことだろ？」

「甘口君も？」

「いや、僕は別に」

「自分のことは棚たなに上げて……」

「いやまあ、でもナクテは、そういうの好きそうな……タイプじゃねえよなあ？」

　言いかけた言葉を自分で否定する僕に、

「それにさ」

　と、病夜宮。

「私、体育は見学してるから分かるけど、七草さん、バスケより、個人競技の方が向いてると思うの。テニスとか」

「何で？」

「いや、その……協調性の問題的……な？」

　言いにくそうに曖あい昧まいな表現をする病夜宮に、確かに、と思いつつ僕は言ってみる。

「苦手な分野で活躍したいという向上心は、僕は素す晴ばらしいものだと思うぞ」

「そういう甘口君は何かしてるの？」

「いや何も」

「自分のことは舞ぶ台たいに上げずに……」

　非難の目を病夜宮が向けてくるので、僕は保健室から避ひ難なんすることにした。




　　　　＊




　で、その後、ナクテが練習を頑がん張ばったり、泉が練習を手伝ったり、僕たちが練習を見守ったり、泉が練習を手伝ったり、久凪崎先生が仕事をサボったり、泉が練習を手伝ったりする日々が過ぎ──。

　やって来た球技大会当日。

　体操服に着き替がえる僕。

　ホームルームが終わって、球技大会が始まるまでの休きゆう憩けい時間、保健室へと立ち寄ると……

　……病夜宮が保健室で体操服に着替えているところだった。保健室のベッドに腰こしかけ、腹の前で交差させた両手で制服の裾すそを摑つかみ、ちょうどそれを、上へと引き抜ぬこうとしているところだった。

　日に焼けた様子の一いつ切さいない白い滑なめらかな腹。

　なだらかな起き伏ふくの中央にのった、ちょこんと形のいい臍へそ。

　腰こし回まわりは、女子なら誰でも羨うらやましがりそうな細さだが、風でも吹ふいたらぽっきり折れてしまいそうで、見ていると不安になってくる。
















　スカートから僅わずかに覗のぞく可か憐れんな下着と、胸むな元もとまで引き上げられた制服に彩いろどられた意外に豊かな隆りゆう起き。

　さらに、その上。

　ぱちくりと、まだ状じよう況きようが飲み込めていないかのように瞬またたいた目は、まっすぐに僕を見つめていた。

　と──見る間にその虹こう彩さいが白黒に踊おどり、頰ほおが、一気に真っ赤になる。

　そんな病夜宮を見ながら──僕は言った。

「……お前って、白い下着しか持ってないの？」

「きゃあああぁ……って悲鳴を上げようとしたのに、何その私の下着事情を知り尽つくしたようなリアクション!?」

「いやだって、いつ見ても白い下着着けてるし……」

「いつ見ても!?　そんな私の下着姿を見慣れたみたいに言わないでよ！」

「いや、正直結構見てるぜ？」

「結構って！　そんなことないでしょ！　あのときの一回に、あの一回に、あとあれとあれと……ちょっとしたカップルくらい見られてる！」

　お前、油断が多すぎるんだよ、という言葉は飲み込んだ。

「で、どうなんだ？　白しか持ってないのか？」

「掘ほり下げてきた!?　そんなわけないでしょ！　もっとこう、爽さわやかに青いのとか、オレンジのチェックのとか、ピンクでフリルのついたのとか、大人レディーな黒いのとか持ってるよ！」

　テンパったあまり下着事情を知り尽くさせる少女が眼前にいた。

「へー、信じられねえな」

「失敬な！」

「じゃあ、証しよう拠ことして今度見せてくれよ」

「分かった──って、何でだよ！」

　素すっぽい感じで突っ込んでくる病夜宮が意外と面おも白しろかったが、僕はそそくさとそこで保健室から退散した。

　本気で怒ったらしき病夜宮が、傍かたわらに置いてあった『家庭の医学』を投げつけてきたからだ。

　っていうかお前それ、前に持ち上げられなくて難なん儀ぎしてた奴じゃないのか？

　怒いかりのせいでパワーが倍増したのか、それとも……。




「快方に向かっているっていう伏ふく線せんなのかもな……」

「いや、騙だまされないから。そんな遠い目をして、すごくいいこと言ってる雰ふん囲い気き出しても、騙されないから」

　半眼で、いっそ睨にらみつけるような視線を向けてくる病夜宮に、ごめんごめんと謝ったら、二ふた桁けたを数えたくらいのところで、「……まあ、甘口君なら別にいいけどさ……」と、一方の当事者である僕には分からない理由で、許しを与あたえてきてくれた。

　ベッドの上にいつも通りに座っている病夜宮は、珍しくも体操服姿だ。

　珍しくも、というか、体育を見学しているときも制服姿の病夜宮が、体操服を着ているのを見るのはこれが初めてかもしれない。

「お前、体操服持ってたんだな」

「そりゃまあ、一応。使うこともあるし」

「いつ？」

「パジャマ代わりにとか」

「やめて、男の子の夢を壊こわさないで。女の子はいつも愛くるしいパジャマを着て寝ねてるもんなんだよ」

　まあ、泉とかで女子の実態は知ってるから、それほどショックでもないけど。

　と、そんなことを思っていると、泉が保健室へと入ってきた。

　体操服姿で、健康的に伸のびた肢し体たいを存分に見せつけている。

　おはよー、と挨あい拶さつを交かわしてから、室内を見回し、首をかしげた。

　ポニーテールが、しなやかに揺ゆれる。

「あれ、ナクテさんは？」

「いないけど」

「あれ、おかしいわね？　一組の子に聞いたら、保健室に向かった、って言ってたんだけど」

「ここは病夜宮の部屋であって、保健室ではないからな」

「はーちゃんの戯たわ言ごとはおいておいて」

　どうしようかしら？　と泉が首を捻ひねる。

「携けい帯たい電話に連れん絡らくするほどのことでもないし……」

「どうかしたのか？」

「あ、いえ、最後にちょっとアドバイスしてあげたかったんだけど」

「僕が聞いておいてやろうか？」

「はーちゃんの戯言はおいておいて」

「……いや、戯言じゃなくて、見つけたら伝えておいてやろうか、ってことだったんだけど」

「え、あ、あ、ごめん、ごめんなさい、気づかなかった、はーちゃん、ほんとにごめん」

　立て板に水に謝ってくる泉は、自分のミスを立て板に水に水に流すことはできなかったようだ。

　さすがは『底なし沼のお人好しスポイト・スポイラー』。

　幼おさな馴な染じみの僕に対してさえ、土下座すらしてきそうな勢いだ。

　が、幼馴染みの土下座シーンを見るのは回かい避ひできた。

　開けっ放しだった保健室の戸から、生徒が入ってきたからだ。

　七草ナクテである。

　体操服を着て、鮮あざやかな色の髪かみを、泉と同じように、頭の後ろで結んでいる。

　柄がらにもなく、おへその辺りで、何やら手をもじもじさせていた。

　僕たちの方を見て、というかはっきり泉だけを見て、気まずげな表情を浮うかべる。

「どうしたの？」

　と、尋たずねる泉に、ナクテはちらりと背後を振ふり返った。

　まさか、逃にげ出そうとでもしたのか。らしくもない。

　だが、結局は立ち去らず、諦あきらめにも似た吐と息いきを漏もらす。

　それから毅き然ぜんと顔を上げ、僕たちに向かって片手を突つき出してきた。

　そして、

「……転んじゃって」

　そんなことを言う。




　医い療りようの神の名をつけられた──僕に──特技で、近づいてきてもらったナクテの手をしばらく見ていた病夜宮だったが。

　不意にその手を取り、軽く指先で押した。

「これ、痛い？」

　ええ、と顔をしかめながら頷うなずくナクテ。

「じゃあ、ここは？」

　と、別の箇か所しよを押す病夜宮に、そこも痛い、とナクテが言う。

「ここも痛い？」

「ええ、そこも」

　変わらずしかめっ面つらのナクテ。

　──珍めずらしいこともあるものだ、と僕は思う。

　病夜宮が『アスクレピオス』を使っているところは幾いく度どか見たことがあるが、基本的にものの数秒で症しよう状じようを見み抜ぬいていて、触しよく診しんや問もん診しんといったことを併へい用ようしている場面には遭そう遇ぐうしたことがなかった。

　しばらくじっとナクテの表情を見上げていた病夜宮だったが、やがて、

「……これは駄だ目めだね」

　と、首を振る。

「絶対安静。球技大会に出るなんてもってのほか」

「そう、よね……」

　強こわ張ばった表情のまま、ナクテは泉に頭を下げた。

「ごめんなさい、白水さん。あんなに一生懸けん命めい教えてくれたのに」

「ああ、ううんううん、気にしないで。ナクテさんこそ残念だったわね。球技大会出られなくて」

「ううん、それはいいの。でも、白水さんに……」

　と、お人ひと好よしと、女子に対しては愛あい想そのいい少女。

　押し問答が終わらなさそうだったので、

「というか」

　と、僕は割って入った。

「そろそろ開会式始まる時間だぞ。グラウンド行かないと」

「ああ、ほんとだ──というか、そうだ！　あたし、準備手伝うから早く行かないといけないんだった！」

「あれ、お前、係だったっけ？」

「違ちがうけど！」

　……どうやら、またぞろ人の頼たのみを聞き入れたらしい。

　まったくお人好しな奴やつだ。

　じゃあね！　と走り出してから、振り向いて大きく手を振ってくる泉に、小さく手を振り返してから、僕はナクテたちの方を見た。

　ちょうどナクテも、振っていた手を下ろしたところだった。怪け我がした方の手をつい上げてしまったようで、痛そうに顔をしかめている。

「さて」

　と、病夜宮が言った。

「手当てしないとね。七草さん、もう一回、手、出して」

　はい、と素す直なおに応じるナクテ。

　その手に手て際ぎわよく包帯を巻いていく病夜宮。

「──はい、終わり」

　前に泉にしていたものより、かなり厳重だ。

「七草さんが怪我して不参加、っていうのは私から久凪崎先生に伝えておくから。──もう一度言っておくけど、絶対安静だからね。動かしたら駄目だよ」

　脅おどかすようにそう繰くり返す病夜宮に、分かったわと頷くナクテ。

　それを見てから、「それじゃあ」と僕にも視線を向けてくる。

「私たちも、グラウンドに向かおうか」




「──ふー、負けた負けた」

　と、僕はグラウンドの端はしに設けられた休きゆう憩けいゾーンに腰こしを下ろした。イベント時に使用される簡易テントだが、屋根もあって日差しを避さけられるので、なかなか快適だ。気持ちいい風が、火ほ照てった身体からだを適度に冷やしてくれる。

　結構居い心地ごこちのいい場所なので、他にも生徒はいるのだが、僕が座ったそこだけ、ぽっかりとスペースが空いていた。

「それもそのはず、隣となりに吸きゆう血けつ鬼きがいるからである」

「チョップ」

「痛い。……何故なぜに？」

「人のことをいきなり吸血鬼呼ばわりするからです」

　手刀を構えて目をすわらせている病夜宮に、ごめんごめん、と謝る。

「せっかく、『試合頑がん張ばってたね』って言ってあげようとしてたのに」

「あ、見てたのか？」

「うん……なかなか、カッコヨカッタです」

「えと……ありがとう」

　照れたようにぶっきらぼうに言われると、僕の方まで照れてくる。

　話を──というか雰囲気を──変えるかのように、

「あとさ、そこ」

　と、病夜宮が僕の座っているスペースを指さしてくる。

「さっきまでちゃんと人いたんだよ？」

「そうなの？　誰だれ？」

「丹たん波ばさん」

「ああ、あいつ」

「おしゃべりしてたんだけど、甘口君の姿が見えたら向こう行っちゃった」

「え、何、僕あいつに嫌きらわれるようなことしたっけ……え、ひょっとして、阪さか神がみ先せん輩ぱいのことで怒おこってるとか？」

「『甘口君の競技が終わったってことは、そろそろ丹波の番っす！』って言ってた」

「あー、びっくりした……理由までちゃんと言ってくれよ」

「それと、あと、『甘口君来たから、丹波ここにいたら邪じや魔まになるっすね』って」

「？　どういう意味だ？　女子の会話に割り込むほど、無ぶ粋すいな男じゃないぜ僕は」

「……甘口君は、ときどき妙みようなところで鈍どん感かん」

「？」

　どういう意味だ？　と繰り返す僕に、さーてねー、どういう意味でしょーねー、と何故か棒読みでそう言う病夜宮。

　まあ、いいけど、と僕。

「そういや、丹波とナクテって仲いいんだよな？」

「そうらしいね」

「何でだろうな？　あんな正反対の二人なのに。話とか全然合わなさそうだけど」

「ありきたりな意見だけど、正反対だからじゃないの？」

「あー、あれか、破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたって奴」

「それは若じやつ干かん意味違くない？　人に対して使うのは失礼だし」

　言われてみればその通りだ。

「──というわけで、話を変えよう。お前は丹波と何話してたんだ？」

「それ、話変わってないよ」

「って言うと？」

「いや、私が丹波さんと話してたの、七草さんのことだから」

　答えてくれたが、結局は意味が分からない。

　目顔で尋ねると、病夜宮も無言で一方に視線を向けた。

　その視線の先を追う。

　女子ソフトボールの試合だ。

　遠目で少し分かりづらいが、あの長身とポニーテールは……

「泉か」

　うん、と病夜宮。

　バッターボックスに立っているのは、僕の幼おさな馴な染じみのようだ。

　見事なウインドミルを披ひ露ろうするピッチャーの球を二度見送る泉。

　どちらもストライクだったようだ。

　暗あん黙もくのルールによりソフト部の女子ではないはずだが、もしかしたらルールを無視して出場しているのかもしれない。

　そして、追い込まれた三球目。

　先の二球に劣おとらぬ投球を見せるピッチャーに──

　泉も、バスケ部とは思えない堂の入ったフォームで、バットをスイングする。

　抜ぬけるような青空に、快音が響ひびき渡わたった。

　白球が白い雲と同化する。

　ホームランだ。本当に、ドジっ子のくせに、運動神経はいいんだよな、あいつ。

　そしてそれは、どうやら逆転ホームランであったらしい。

　チームメイトの活かつ躍やくに、歓かん声せいが上がる。

　だらだらとやってさっさと終わろうという生徒も多い中（人のことは言えないが）、泉のチームは結構真ま面じ目めに取り組んでいるようだ。

　その熱が観戦している生徒にも伝わったのか、黄色い声でぴょんぴょん跳とびはねている女子もいる──。

「──ん!?」

　と、僕は目を見張った。

　あの、陽光をきらきらと反射する鮮あざやかな色の髪かみは──

「あれ、ナクテか？」

「うん」

「……意外だな。あんなはしゃぐ奴だとは思わなかった」

　僕の感想に、しかし、病夜宮は同意してくれなかった。

　そう？　と、長い黒くろ髪かみを揺ゆらして、首をかしげる。

「私は、そうは思わないけれど」

　意味ありげにそう言う病夜宮に、僕は視線を向ける。

　ちらりと流し目をくれてから、病夜宮は、試合に目を戻もどした。

　長いまつ毛の横顔に一いつ瞬しゆん見み蕩とれてから、僕も試合に視線を戻す。

　ダイヤモンドを一周してきた泉が、観戦しているナクテに気づいてハイタッチをしているところだった。怪我している手をかばっての、片手でのハイタッチだ。

　試合へ戻る泉。

　その背中を目で追うナクテの横顔は、まるで恋こいする乙女おとめのようで──。

「……え？」

　声を上げる僕に、気づいた？　と、病夜宮がくすりと笑った。




　　　　＊




「つまり」

　と、僕は病夜宮に声をかけた。

　場所は保健室だ。

　クラスメイトの耳のある場所では、はばかられる話だったので。

　幸いなことに、久凪崎先生もいない（確か、怪我した生徒用にグラウンドに簡易救護室みたいなのがあったから、そっちにいるのだろう）。

「ナクテは……」

　何となく口ごもってしまう僕のあとを、病夜宮が引き継ついだ。

「白水さんのことが、好きなんだと思う」

「……マジか」
















「たぶんマジ」

「非日常的なイベントに、ついついはっちゃけてしまっただけじゃなくて？」

「じゃなくて」

　と、病夜宮が首を振ふる。

「そもそも、今回相談に来たのも、バスケで活躍したいっていうのにかこつけて、甘口君を通じて白水さんと仲良くなりたい、っていうのが本音だったんだと思う」

　指を三本立てる病夜宮。

「──今回の件で、『ん？』と思ったことが三つあったんだけど」

　一度全すべての指を曲げ、人差し指を立て直す。

「一つ目。初めに七草さんが相談に来たとき、こう言ったの覚えてる？　『バスケ部の女子に、知り合いでもいるの？』って」

「？　それのどこがおかしいんだ？」

「何で、七草さん、『女子』って限定したの？」

「……おかしくはないだろ。女子に教えるんだ。教える側も女子である方が望ましい」

「私も、望ましいとは思うけど。でも、だからといって、あの質問はちょっと引っかかって。──たぶん、白水さんに教えてもらえるように誘ゆう導どうするため、わざと言ったんだと思う」

　で、二つ目、と中指も立てる。

「いつかの昼休みに、『彼氏が欲ほしいのか』って尋たずねる甘口君に対して、七草さんは、一いつ貫かんして『恋こい人びと』っていう表現を使ってた。ちょっと不自然なくらいに。たぶんそれは、『彼氏は』作らないっていう、気持ちの表れだったんじゃないかな」

「……なるほど」

「そして、三つ目」

　細長い薬指を立てる病夜宮。

「──七草さんの手、怪け我がなんてしてなかったの」




「……え？」

　と僕は、思わずそんな声を漏もらす。

「いや、でも、お前、『絶対安静』って言ってたじゃん。触しよく診しんみたいなことまでして」

「最初診みた時点で怪我してないこと分かったから、『何かの冗じよう談だんかな？』って思って、確かめてたの。なら、大して力入れてないのに『痛い』って言ってくるから、ああ、怪我したってことにしたい理由があるんだな、って。別に私、先生でもないし、球技大会参加したくないっていう生徒を注意する理由もないから、そのまま気づいてない振りしてたけど」

「……『絶対安静』って、念押ししてたのは？」

「怪我してないなら、何かの拍ひよう子しで普ふ段だん通りに動かしちゃうこともあるから、『動かさないようにね』って暗に伝えてたの。現に、白水さん出て行くときつい手を振っちゃってたみたいだったから。甘口君見てるのに気づいて、急いで痛い振りしてたみたいだけど」

「……いや、おかしい。保健室に来たらお前の『アスクレピオス』によって──」

　ばれる、と言いかけたが、途と中ちゆうで気づいた。

　こいつの特技は、親しい者以外知らないのだ。ナクテも当然、知る由よしもない。

「……何でそこまでして球技大会参加したくなかったんだろうな？」

「バスケの試合に出るために体育館にいたら、ソフトボールの試合が見れないじゃない」

「？　どういうことだ？」

「いやだから、白水さんの活躍が見られないじゃない、ってこと」

「……そこまでして、見たいものかな？」

「好きな人が頑がん張ばってるところとか、女の子なら絶対見たい」

「そうなの？」

「そうだよ。現に私だってさっきグラウンドで……」

　と何か言いかけ、顔を真っ赤にする病夜宮。どうしたんだ？　と問うたものの、……何でもない！　と回答はもらえなかった。

　そこまでして見たいのなら、初めから泉と同じソフトを選んでおけばよかったのに、と思ったが、ナクテは、泉がバスケの試合に出ると思っていたのだったか。

「……なるほどなー」

　と、納なつ得とくした僕は思わず呟つぶやく。

「……男子にやたらと厳しいのは、その反動かな？」

「どうだろうね……というか、そんなになの？　甘口君と会話してるところしか見たことないから、分から……いやまあ、あれも相当だったけど」

「この前、泊さんの新たな一面を発見しようと物もの陰かげから観察してたら、それだけのことなのに、引いたような顔して『……きもっ』って言われた」

「……それは、私でも相当引くよ？」

　病夜宮の口が、いの段とおの段の二文字の何かを形作ったようだが、気のせいだと思おう。

「まあでも」

　と、病夜宮。

「プラトニックな感じもするし、第一そういうの、第三者がどうこう言うことでもないでしょ」

「プラトニックって哲てつ学がく者のプラトンが由来らしいな」

「そうらしいね」

「ツープラトンも、プラトンが由来らしいな」

「プラトンの時代にプロレスはなかったんじゃないかな」

「プテラノドンも、プラトンが由来らしいな」

「プラトンの、語源への貢こう献けんには驚おどろきを禁じ得ないね」

　というか、と病夜宮。

「甘口君、何か急に、意図的に話をそらそうとしてない？」

「ばれたか。……いや、何というか踏ふみ込みにくい領域の話だから」

　そう？　と病夜宮は首を傾かたむける。

「同性同士の恋れん愛あいとかよく耳にする話じゃん」

「まあ物語とかではよくあるけれど……」

「私も白水先せん輩ぱいとよくそんな話で盛り上がるよ」

「マジで!?　泊さんそんな話するの!?」

「ＢＬが嫌きらいな女子はいません」

　ま、私が一方的に話してるだけな感じもあるけどねー、と病夜宮。

「と、いけないいけない、注意した自分が話そらしてた」

「いいじゃん、そのままそらしてようぜ、泊さん話に花を咲さかせようぜ」

　当然すぐに却きやつ下かされると思ったが、意外にも病夜宮は悩なやむ様子を見せた。

「……そうだよねー、七草さんの好きな人が分かったからといって、得意げに吹ふい聴ちようするとか、趣しゆ味みよくないしね」

「おお、探たん偵ていらしからぬ意見だな」

「私は探偵じゃなくて、普ふ通つうの女子高生です。っていうか、今のを『探偵らしからぬ』って、甘口君の中の探偵像、なんか歪ゆがんでない？」

「歪んでるかな？　探偵ってそういうもんだろ？　人の心を読んだみたいにその闇やみを暴あばいて、鼻を高くする人種のこと」

「……やっぱり歪んでる」

　そうか？　と首をかしげる僕。

「でも」

　と、病夜宮。

「人の心を読んで──」

　そう何か言いかけるが、そこで唐とう突とつに口を閉じた。

「どうした？」

　と、問いかけるも、「……ううん、何も」と、そのまま病夜宮は黙だまりこくったままだった。




　　　　＊




　球技大会もつつがなく終わり。

　それ以降。

　すっかり仲良くなったのか、泉とおしゃべりしているナクテの姿を、学園内でよく見かけるようになった。

　ナクテの秘ひめたる思いが、病夜宮の想像通りだったのか。

　それとも単に気の合う友人に出会ったのか。

　それは、心を読めぬ僕たちには計り知れないことだが──。

　──まあ、でも。

　仲のよいことは悪いことではない。

　それだけは、確かなことである。




　　　　＊




　それと、後日談として。

「同性同士の恋愛ってどう思う、甘口君？」

「僕は、なしだと思うな」

「あ。甘口君はそっち派」

「ってことは、病夜宮はあり派なのか？」

「うむ、愛情の前には性別の違ちがいなんて些さ細さいなことなのだよ」

「いや、かっこつけて言ってるところ悪いけど、『性別の違いなんて気にしない』って論調なら、それ、こっち側の意見だよな？」

「……あ。……ま、まあ、それはともかく」

「流しやがった……」

「と・も・か・く」

「はいはい……。ってことは、例えば、お前が僕に告白したとして」

「何その例」

「いやまあ、だから例えばの話だけど、そういったときに、僕が『いや、僕は阪神先せん輩ぱいが好きだから』って言って断っても、許せるってことなのか？」

「いや、普通に恨うらむけど」

「何でだよ……」

「殺したいくらい恨むけど」

「そこまで!?」

「だって、告白断られたら、普通、相手のこと恨むでしょ。相手が同性が好きな人だったとか関係なく」

「そんなもんかなぁ？」

「そんなもんだよ。……それにしても」

「にしても？」

「告白するなら、やっぱり私からじゃなくて、甘口君からしてほしいなぁ」

「……へ？」

「…………」

「…………」

「……た、例えばの話だよね!?　私たち今、例えばの話してたよね!?」

「お、おおぅ……ああ、してた！　超ちようしてた！」

「だよね！　そうだよね！」

「そうだとも！　で、僕から告白したらお前はどう答えるんだ!?」

「あ、そこ掘ほり下げる!?　掘り下げちゃう!?」

「おうともよ！」

「私はね……振ふる！」

「振るの!?」

「全力で振る！」

「全力で!?」

「こてんぱんに完かん膚ぷなきまでに二度と立ち直れないくらいに女性を見たら自動的に悲鳴を上げてしまうくらいに全力で振る！」

「ひでえ！　あれ、僕、お前にそこまで嫌われてたの!?」

「ちちち、女の子はね、そこまで言われてもめげずに『好き』って言ってくれる王子様を夢見てる生き物なの」

「マジか……。それがほんとなら、女の子に告白するとか僕には無理だな……」

「え……」

「…………」

「…………」

「…………」

「……あのね、甘口君」

「えと、うん、何？」

「今の……その」

「うん……？」

「今の、噓うそだからね？」

「噓って……どの部分が？」

「……ひーみつ」
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　シャツ一枚を羽織っただけの背中に、地面の湿しめり気を感じる。

　気持ち悪さはあるものの、火ほ照てった身体からだを冷やしてくれるその感かん触しよくは、こんな場面でなければ楽しむことさえできたであろう。

　しかし。

　今は。

　僕は正面を──上を見上げる。




　艶つややかな黒くろ髪かみ。

　前髪の向こうに見える眉まゆはきりりと細く、その下の、髪と同じ色の瞳ひとみ。

　小さくまとまった鼻に、赤く形のよい唇くちびる。

　髪をかき上げたときに覗のぞく柔やわらかそうな耳。

　すらりとした首から肩かたへ、女の子らしい曲線を描えがいている。

　肉づきの薄うすい腕うでと、内臓が入っているのか心配になるような腰こし。

　そこからしなやかに伸のびる長い脚あし。

　整った小顔に、均整の取れた肢し体たい。




　僕を押し倒たおした格好の病やみ夜や宮みやが、見下ろし、微笑ほほえみを向けてくる。




　　　　＊




　話は、半日ほど遡さかのぼる。




　ウインドウの向こうを、景色が流れていく。

　僅わずかに開けられた隙すき間まから入ってくる風が渦うずを巻き、髪を揺ゆらすのが心地ここちよい。

　が、隣となりのポニーテールまで揺らすのは少々鬱うつ陶とうしかった。

　半はん袖そでのシャツから出た腕にちくちく当たり、こそばゆい。

「てい」

　と、いい加減腹が立ってきた僕は、その馬の尻尾しつぽみたいに揺れる髪を軽く引っ張った。

「痛っ」

　そう言って、馬の尻尾の本体が──つまり馬だな──僕を睨にらんでくる。

「……いきなり何するの、はーちゃん」

　文句を言いながら、馬──白しら水みず泉いずみは、乱れた（乱された）ヘアスタイルを気にするように両手を後頭部に回した。

　ポニーテールの根元に手をやり、結び直す。

　肩がむき出しのキャミソールでそんな無防備な格好をするから、隣に座る僕には二の腕のつけ根が丸見えで、奇き妙みような色気にどきりとしてしまった。何だか、変な趣しゆ味みに目覚めてしまいそうだ。

　目覚める前に、と視線をそらすと、泉の向こうにいる少女と目が合った。

　白水泊とまり。

　泊さんだ。

　砂糖菓が子しみたいにふわっとした髪を、今日は結んだりせずにそのまま下ろしている。やばいくらいに可愛かわいい。

　夏色のワンピースがやばいくらい似合っていて、やばいくらいの可愛さをやばいくらいに増ぞう幅ふくしている。

　今は太ももの上に置いている麦むぎわら帽ぼう子しをかぶったところなんて、やばいくらいに夏の妖よう精せいだった。

　サマーフェアリーだった。

　そんな白水《サマーフェアリー》泊さんは、微笑みのような表情を浮うかべてから、振り返って、先ほどまでの僕と同じように、ウインドウの向こうへと視線を向けた。

　その横顔はやはり無表情に見えたが、子供のときからつき合いのある僕には分かる。

　泊さんも、目的地に着くのが楽しみのようだ。

　──と。

「……甘口君」

　低く呼ばれた声に前を向くと、ヘッドレスト越ごしに病夜宮美み闇やみと目が合った。

　何故だか分からないが、少し不ふ機き嫌げんそうだ。

「白水先せん輩ぱいの顔見て、にやにやしすぎ」

「にやにやなんてしてないよ。菩ぼ薩さつ的な笑みを浮かべてただけじゃねえか」

「あれが菩薩なんだったら、悪あく魔まの笑顔だってアルカイックスマイルだよ」

　ふん、とヘッドレストの向こうの病夜宮が、唇を尖とがらせてそっぽを向く。

「喧けん嘩かするほど仲がいい、ってよく言うよなー」

　と、口を挟はさんできたのは、病夜宮の隣──運転席でハンドルを握にぎっている久く凪なぎ崎さき先生だ。

　別に、私は甘口君と仲良くなんてないよ、とふてくされた口調でそう言う病夜宮を、

「はいはい」

　といなして、久凪崎先生は肩かた越ごしに後部座席にいる僕たちを見た。

「次くらいのコンビニで、一いつ旦たん停とまるからな。昼の買い出しだ」

「はい」「はーい」「ん……」

　と、僕たちは返事をする。




　八月某ぼう日じつ。

　夏休みの真っ最中である。

　事の始まりは、泉と『湖泳者最速対決』をすることになったことにある。

　まあ、そのさらに経けい緯いについてはおいておこう。

　ともかく、文字通り、泉と湖でどっちが早く泳げるか競きそうことになったのだ（泉の名前のせいで、字じ面づらだけ見ると泉と湖の粘ねん性せい抵てい抗こう度でも調べるの？　って感じ）。

　普ふ通つうなら海でやりそうな遊びだが、この地域は、海より近くに湖があるのだ。電車で行けるほどの距きよ離りにあり、学校の行事で行くこともあるせいで、何なら湖には行ったことがあっても、海には行ったことのない人間の方が多いくらいだ。

　余談だが、「湖で泳ぐ」と言うと、他の地域から来た人に話すと驚おどろかれることがあり、驚かれることに驚くことになる。海で泳ぐことはメジャーであっても、何故なぜか湖でも泳げるものという認にん識しきを持っていない人が多いらしい。

　まあ、それはさておき。

　発案者である僕と泉を除けば、当初の参加者は泊さんだけであった。

　そのまま三人だけで行っても、別によかったのだが。

　別に誘さそう必要もなかったのだが。

　ついでに、あくまでついでになのだが。

　病夜宮も誘ってみたのである。

　別に誘わなくてもよかったのだが。

　別に来てくれなくてもよかったのだが。

　その際、「（自分には）どんな水着が似合うと思いますか？」とか心理クイズをしてくる病夜宮に、「（病夜宮は）ビキニが似合うと思う」とか答えちゃった一幕とかがあったのだが。

　──それもまあさておき。

　病夜宮も来ることになったのだ。

　で、言ってきたのである。

「あ、それだったら、その近くに、うち、別べつ荘そうあるんだけど、使う？　あの湖、人、結構多いから混こむでしょ。うちの別荘の側そばにも湖あるんだけど、ちっさくてマイナーなせいか、基本的に誰だれもいなくて貸し切り状態で泳げるよ」

　別荘て。

　いや、確かに、医者とかの医い療りよう関係者とかしかいない家系だってのは聞いたことがあったけど。

　そんなに医者って儲もうかるの？

　と訊きいたら、「いやいやうちは全然。お父さんが単に税金対策に建てただけ」という返答だったのだが、税金対策を講じないといけない時点で、結構なものじゃないのか？

　とも思ったが、結局は他人の家系で、他人の家計。

　深く突つっ込むわけにもいかない。

　で、「あ、じゃあ、どうするか泉に確認してみる」と連れん絡らくしてみたら、即そつ行こうで「行ってみたい」と返ってきた。

　その後、スケジュールやら何やらをすり合わせつつ、各おの々おのの親の許可も取り（一いつ泊ぱくで遊びに行こうか、という、高校生の男女としてかなり無茶な案も出たのだが、普通に親に却きやつ下かされた）、こうして当日を迎むかえたというわけである。

　僕や泉とかだけの計画のときは、電車で行こうということだったのだが、病夜宮も参加することになったことと目的地が彼女の別荘になったことで、計画の変へん更こうを余よ儀ぎなくされた。

　別に悪い方向にではなく、僕たち的にはありがたい方向に。

　久凪崎先生が車を出してくれるというのである。

　僕たちに反対する理由は何もなく、今、こうやって、後部座席でちょこんと慎つつましやかに座っている、という次し第だいだ。

　ちなみに、車は、バンというのかワゴンというのか（あまり車には詳くわしくないのだが）、とにかくでっかい奴やつ。

　久凪崎先生はイメージ的に、何かスタイリッシュな格好いい系の車に乗っていそうだが、病夜宮の車くるま椅い子すのことを考えると、こういったのしかないらしい。あ、別に、久凪崎先生の家で病夜宮のための車を所有しているというわけではなく、普通に病夜宮家の車である。一応、つけ加えておくと。




　駐ちゆう車しや場じようが店てん舗ぽ面積の十倍はありそうな、郊こう外がい型がたのコンビニに久凪崎先生は車を停めた。

　各々の食べたいものと飲みたいものを選べ、という久凪崎先生の命令により（お金は、久凪崎先生が出してくれるらしい。「この旅行にあたって、母さんが小こ遣づかいをくれた」とのことだ）、店内に散らばる僕たち。

　適当に弁当と飲み物を手に、ついでに何か買うものなかったかと（もちろん自分の金でだ）、店内を一周する僕。

　棚たなを曲がり、弁当等が並んでいるコーナーに戻もどってくると、

「おっと」

　サンドイッチの棚の前で、中ちゆう腰ごしになっている病夜宮と出くわした。

　下の方にあるサンドイッチが取りたいらしい。

　杖つえに巧たくみに体重を預けているものの、あと数センチが届かないみたいだ。

　気づいてレジから出てきてくれようとする店員さんに目礼して、僕が代わりに手を伸ばす。

「これか？」

「あ、うん」

　サンドイッチを受け取り、笑みを浮かべる病夜宮。

「ありがとう、甘口君」

「どういたしまして」

　と、答えつつ、僕はそっぽを向いた。

　そんな僕の態度に気づき、

「どうしたの？」

　と、首をかしげる病夜宮。

　サイドに流した長い髪かみがしなやかに揺ゆれる。

　──前かがみの格好のせいで、緩ゆるめた胸むな元もとがかなり危ない状じよう況きようになっているんです。重力に引かれて、いつもより膨ふくらみが増しているようにも。

　と正直にも言えず、「いやその……」と口ごもる僕。

　そんな僕を見て、「変な甘口君」と、病夜宮が言う。




　オーナーの趣味なのか何なのか、奇妙なほど充じゆう実じつしている書しよ籍せきコーナーの前で昼食そっちのけで本を物色していた泊さんと、焼き肉弁当にするかトンカツ弁当にするか真しん剣けんに吟ぎん味みしている泉（「両方買えよ」と冗じよう談だんで言ったら、「はーちゃんのせいで選せん択たく肢しが三つになった……」と本気で返された）を久凪崎先生に任せて、僕と病夜宮は先に車に戻ることになった。

　久凪崎先生の判断だ。

　おそらくは、病夜宮の体調と、杖を慮おもんぱかっての。

　入学してからの数か月ですっかり当たり前になって気に留めなくなったが、杖を突いている人間というのは、殊ことの外ほか、人目を引く。

　別に悪い視線ばかりではなく、むしろ「困っていることがあれば助けてあげよう」という人も多いのだが、それでも、見られる側としては気づくし、気になるのだ。

　……まあ僕も、見られる側の人間ではなく見る側の人間だが。だからこそ、気にかけないといけないことがあるのだというのに気づいたことは、大きな発見だった。

　そんなことを考えながら僕は、久凪崎先生から預かったキーで解かい錠じようし、助手席のドアを開けてやる。ありがとう、と言いながら日ひ傘がさをたたんで乗り込む病夜宮に続いて、後部座席のドアを開けて僕も車に乗った。

「そういえば」

　と、僕は尋たずねる。

「お前、本当に構わないのか？」

「え？」

　と、振ふり返ってくる病夜宮。

「何が？」

「いや、誘っておいた僕が言うのもなんだけど、夏真まっ盛さかりのこの時期に、野外に遊びに行くとか、大だい丈じよう夫ぶなのかな、って思って」

　確か、病気のせいで、紫し外がい線せんに当たると身体からだが腫はれるそうなのだが……。

「…………」

　病夜宮が一いつ瞬しゆん黙だまり、くすりと笑った。

「本当に、『え、今さら甘口君がそれ訊くの？』って感じだね」

　でも、ありがとう、と病夜宮。

「大丈夫。実は、ここしばらく結構調子がよくてさ、ほんの少しだけど、前よりかは紫外線のこと気にしなくてもよくなったの」

「へえ……」

　──それはよかったな。

　と、続けようとして、躊躇ためらう。

　それは、今までの病夜宮が「悪かった」ということと同義だ。

　このまま快方に向かえば気にしなくていいのだろうが、病夜宮の病気は、原因不明のものらしい。すんなりと快復することを期待するのは、虫がよすぎるだろう。そうなった際、「よかったな」という今の言葉が、彼女の重しになるかもしれない。

　そんなことを考えて僕が沈ちん黙もくしている合間に、病夜宮は会話が終わったと思ったようで、車の前方へと視線を戻した。

　その横顔に、

　──別に言ってもよかったのかな。

　と、やっぱり僕は思い直す。

　そのくらい、病夜宮のその整った横顔には、嬉うれしそうな笑えみが刻まれていた。




　そして、戻ってきた久凪崎先生たちと一いつ緒しよに僕らはまた別荘へと向かい──

　と、なったらよかったのだが。

「……遅おそいな」

　呟つぶやく僕に、そうだね、と病夜宮も同意する。

　ここからでは、店内の様子をうかがうことができない。

　見に行こうかとも思ったが、病夜宮に一緒に行ってもらうのも悪いし、彼女を一人、車に置いていくのも危険だろう。

　日中ではあるし、短時間になるだろうが、その油断が、犯罪に巻き込まれる原因になるのだ。

　治安のすこぶるいい国ではあるが、少女を狙ねらった犯罪は間ま違ちがいなく発生しているし、彼女が暴漢に押し倒たおされているところなど、想像するだけで反吐へどが出る（数時間後に思い返せば、何たる当てこすりと思ったことだろう）。

　そんな僕の考えを推測してか、病夜宮も別に、「見に行ってみたら」とは言わなかった。

　じりじりと時間が進む中、

「あ」

　と、病夜宮が小さな声を上げる。

　久凪崎先生たちが戻ってきたのかと窓の外を注視するが、特に誰の姿も見受けられない。

　どうしたんだ、と病夜宮に目を向けると、彼女は駐車場の端はしに視線を注いでいた。

　その視線の先を追う。

　何か、小さな祠ほこらのようなものが建っていた。

　お寺とかで時折見かける──といっても学校の行事くらいでしか行かないが──仏像を祀まつっているみたいな雰ふん囲い気きの祠だ。

「おジゾウ様だ」

「お地蔵様？」

　うん、と頷うなずいて、病夜宮が振り返ってくる。

「普ふ通つうの『お地蔵様』じゃなくて、時間の『時』って書いて、『お時蔵様』。人を助けるために、時間を止めたり早めたり、遡さかのぼったりしてくれるんだって」

「へえ、初めて聞くな。時間操作系能力者か」

「…………」

　……うんまあ、と病夜宮。

「この辺り特有の信しん仰こうらしいんだ。私が小さいときはもうちょっとあちこちで見かけたんだけど、もう最近はすっかり見なくなって」

　と、お年寄りのような感想を言う。

「元々ね、私のお祖母ばあちゃん家がこっちの方にあるの。で、子供のときよく遊びに行って、『お時蔵様』の話聞いたり、そのお祭り行ったり、色々楽しかったんだけど、今は……」

　言葉を濁にごす病夜宮に、祖母が亡なくなったのかと思った僕は、

「それは残念だな」

　と、言ったが、「あ、ううん、そうじゃなくて」と病夜宮は首を振った。

「お祖母ちゃんはまだまだ元気なんだけど、昔から住んでいる人が亡くなったり出て行ったりで、『お時蔵様』について知っている家がめっきり少なくなったの。だから、自然とお祭りとかも無くなっちゃって……」

　だからね、と病夜宮。

「久しぶりに『お時蔵様』見て、ちょっと嬉しい」

「へえ」

　目を細めて子供のときを懐なつかしむその笑みは、いつまでも見ていたいようなものだったが、何となく照れ臭くさくなって、

「ていうか」

　と、僕は話を変えた。

「だからお前、そうあっさりと人の心を読むなよ」

「？　何のこと？」

「今、お前の祖母が亡くなったと僕が早はや合が点てんしたの、すぐに気づいただろ」

「ああ」

　と、病夜宮。

「あんなの、心を読んだ内に入らないよ。あれだけ気まずそうな声で言われれば、誰だれでも気づくし」

　そう言って、病夜宮はくすりと笑った。




　それからほどなくして、久凪崎先生たちは戻もどってきた。

　やたら重そうな袋ふくろを提さげた久凪崎先生がそれを車に積み込むのを泉は手伝うと、

「聞いてよ聞いてよはーちゃん」

　と、左に詰つめた僕の隣となりに座りながら言ってきた。

「久凪崎先生たら酷ひどいの」

　こいつが人のことを非難するなんて珍めずらしいこともあるもんだ、と思いながら、詳しよう細さいを訊きく。

「『その二つよりも、こっちの生しよう姜が焼き弁当の方が旨うまそうだぞ』とか言うの。お蔭かげで選択肢がさらに増えた。七通り」

「…………」

　そのせいで遅くなっていたのか。

「ん？」

　と、病夜宮が首をかしげる。

「八通りじゃないの、白水さん」

「え、何で？　どれか一つ買う、二つ組み合わせて買う、三つとも買うで七通りでしょ？」

　さらりと三つとも買うとか言うなよ……という僕の意見は無視された。

「何も買わない、っていう選せん択たくもあるでしょ？」

「……病夜宮さんは、あたしに餓が死ししろっていうの」

　ごめんなさい、と病夜宮が笑んだ声で言う。

　運動部に入っているせいか、泉はよく食べる奴やつなのである。運動部に対する僕の偏へん見けんなのである。

「で、結局どれにしたんだ？」

「焼肉弁当と生姜焼き弁当」

「…………」

　よく食べる奴なのである。

　っていうか、食べるにしてももうちょっと女子らしいものを……っていうのは、それこそ女の子に対する偏見だけど。




　そこから病夜宮家の別べつ荘そうまでは、それほどの距きよ離りはなかった。

　もうすぐ着くぞ、と久凪崎先生が宣言してから数分。

　意外に（と言うと失礼だが。まあ、別に気にしない人だ──僕は）丁てい寧ねいなハンドルさばきを披ひ露ろうしていた久凪崎先生は、ゆっくりとしたブレーキングで、車を停止させた。

「ほい、到とう着ちやく」

　三方を森に囲まれた、二階建ての一戸建てだ。

『別荘』という響ひびきにある豪ごう奢しやな感じはなく、住宅地にあっても、ごく普通に溶とけ込めるようなデザインと大きさ。まあ、住宅地といってもそこそこの高級住宅地ではあるだろうけど。

　周囲には、病夜宮が言っていた通りに他の建物はない。

　ミステリであれば、殺人事件にうってつけだ。

　今車で走ってきたのとは違う細い道が、森の奥へと続いている。

　どうやらそれが、湖へと向かう道らしい。

　目を凝こらしてみれば、僅わずかに湖面の輝かがやきが見えるような気がする。

　そんなことを思いながら、僕は後部座席のドアを開けて外に出た。

　自然に囲まれていて空気が美味おいしい。

　というのは単なる感傷に過ぎない、との意見もあるが、僕は気にしない。

　伸のびをしながら思いっきり酸素を取り込み、二酸化炭素を吐はき出す。

　──さて。

　と、僕は数歩移動した。

　ちょうど、ほんとにたまたまなんだけど、助手席のドアが開くタイミングで、その前へと差しかかる。

　ドアを開けて、ロフストランドクラッチを腕うでにつけた病夜宮が、僕を見上げて笑みを浮うかべた。

　何も言わずに手を差し出したのは、何も言わなくとも僕がその手を取ると、信じているからだろう。

　僕の手の上に重ねられた病夜宮のほっそりとした白い手が、ひんやり冷たく心地ここちよい。




　玄げん関かんにライオンのノッカーがあった。りはしない普通の扉とびらを開けて、僕たちは中に入る。

　三和土たたきがあるが、ほとんど段差がない上、小さく傾けい斜しやをつけて室内へとつながっている。

　一いつ瞬しゆんだけ、珍しい作りだな？　と思ったが、すぐに思い当たる。

　病夜宮のために車くるま椅い子すでも入りやすくしてあるのか（今は杖つえを突ついているだけだけど）。

　そう思って室内──すぐそこは吹ふき抜ぬけの空間になっていた。リビングダイニングか──を見回せば、あちこちにバリアフリーデザインが見受けられた。今はユニバーサルデザインというのだったか。

　段差は必要最小限に。

　危なそうな箇か所しよには手すり。

　転てん倒とうしても大だい丈じよう夫ぶなように、角には柔やわらかな素材が使われている。

　愛する娘むすめのため──父親が建てたと、確か言っていた──に、様々な配はい慮りよが見られるいい内装だ。

「へー、素す敵てきなインテリアね」

　と、泉が感かん嘆たんの声を上げ、泊さんも興味深げに壁かべを見つめている。と思ったら、壁かべ際ぎわに置かれた書しよ棚だなのラインナップを確かく認にんしているようだった。

「へえ、ちゃんと掃そう除じされてるんだな」

　室内を見回しながら言う僕に、先に入っていた病夜宮が振ふり返りながら答えてくる。

「あ、うん。月に一回、電気や水道のメーターを動かしに来てくれてるから、そのついでにやってくれてるみたい」

「電気や水道のメーターを動かしに？　何だその表現」

「いや、詳くわしくは知らないんだけど、そうしないと、固定資産税？　が三倍だか六倍だかになるらしいの」

「へえ……」

　別荘を持つのにも色々考えないといけないことがあるらしい。管理人さん的な人を雇やとっているということだろう。

「どうぞどうぞ、中へ」

　と、促うながしながら病夜宮が説明する。

「一階は基本的にリビングとかの共有スペース。で、二階が個室になってるの。一人一部屋割り当てられるくらいの部屋数はあるけど、せっかくだし、みんなで同じ部屋使おっか」

「え、僕も？」

「いやいや、何でだよ」

　冗じよう談だんだったのだが、病夜宮から素すっぽいリアクションが返ってきた。

「甘口君は一人だけ別の部屋です」

「…………」

「え、何その沈ちん黙もく。まさか本気だったの？」

「あ、いや、もちろん冗談だったんだけど、そういう言い方されるとハブられた感がすげえなあ、と」

「え、あ、ごめんなさい、そういうつもりじゃなかったんだけど……」

「ああ、いや、もちろん分かってるけど……」

　と、二人でもごもご言う形になったのを、ぱん、と手を打って割って入ったのは久凪崎先生だ。

「はいはい、そこまでそこまで」

　と言って、病夜宮を見る。

「ミヤ、一番広い部屋でも、さすがに四人はきついと思うし、姉し妹まい同士で二部屋に分かれようぜ」

　あ……そうだね、とほっとしたように頷うなずく妹から視線を外して、今度は僕を見る。

　に、と笑ってウインクしてきた。

　おお……何だ、意外と頼たよりになるじゃあないか。やっぱり一応、人生経験豊富な大人だったのか。

「……なーんか、甘口に失礼なこと考えられてる気がするな」

「だから、あなたたち姉妹は、そう当たり前のように人の心を読まないでください」

「はっはっはー、こんな程度、ミヤもよくやってるだろ。これくらい、心を読む内に入らねえよ」

　妹と同じようなことを言う久凪崎先生。

　以前から、病夜宮にも久凪崎先生にも似たような反応──曰いわく「単なるコミュニケーション能力」とか──をされていたので何も思わなかったのだが、僕がもっと鋭するどければ、この時点で気づいていたのだろう。

『これくらい、心を読む内に入らない』

　──それは、心を読める人間を知っている者の台詞せりふだ。
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　荷物を置きに二階に上がったのだが、少々騒さわぎがあった。

　エレベータがあったのだ。

　いや、車椅子用だってのは分かるし、そういうのに関係なく個人で設置している家も最近多いと聞くが、それでも若じやつ干かんテンションが上がってしまった。

　まあ、はしゃいでいたのは泉だけだけどな。

　僕なんて、ほんの二往復しただけだし。




　さっそく、水着に着き替がえて湖に行くことになった。

　まあ、男で、日焼けを気にする性格でもない僕に、さして準備することもない。

　見慣れぬ内装の中で着替えるということに何となく緊きん張ちようしながら服を脱ぬぎ、水着を穿はく。

　ものの数分で着替え終わり、一階のリビングダイニングに戻もどった。

　当然、誰だれもいない。

　女子の面々はもっと時間がかかるだろう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たに、僕はソファに腰こしを下ろす。

　むき出しの背中にソファの布地が当たるという慣れぬ感覚に腰が落ち着かない。

　ぞわぞわする。

　そわそわする、の間ま違ちがいかもしれないけれど。

　──正直に認めよう。

　とても今そわそわしている。

　いやだって、同年代（二十代後半含ふくむ）の女子たち（二十代後半含む）が、水着に着替えてくるのを、待っているのだ。

　これほど、高校生の男子が緊張する場面がそうそうあろうか。

　いやない。

　意味もなく指の先をくっつけてぐるぐる回したり、つま先でエイトビートを刻んだり、身体からだを揺ゆらしてリズムを取ったりしてしまう。

　と──

　ぐらり、と身体に揺れを感じた。

　ほんの一瞬だったが、確かな揺れ。

　ん？　と思って周りを見るが、特に何もない。

　階上で騒いでいる気配も感じられない。

　小さな地じ震しんか、そわそわするあまりに、身体がぐらついてしまっただけだろう。

　と結論づけて、僕は再び待つ。

　待つ。

　待つ。

　……妙みように遅おそい気がする。

　と思うのは、僕が焦あせりすぎなだけだろうか。

　まるで時間の流れが歪ゆがんだような、奇き妙みような感覚に捉われながら、僕が待っていると──

　玄関の扉が開いた。

　──え？　と僕は顔を上げる。

　玄関に背を向ける格好でソファに座っていたので、誰が開けたのか咄とつ嗟さに分からない。

　が、物音からして、外から誰かが入ってきたようだ。

　──誰か、知らない間に出て行っていたのだろうか？

　そんなことを考えながら、玄関の方を振り返ると──




　幼い病夜宮が立っていた。




　いや、幼いと言っても、ほんの二、三歳の差だ。

　とはいうものの、この時期の少女は、ほんの僅わずかな時間で驚おどろくほどの変身を遂とげる。

　中学生らしき病夜宮も、今の面おも影かげは残しつつも、同時に、少女期特有の薄うす青あおい透とう明めい感のようなものを──

　などと、冷静に分ぶん析せきしている場合ではない。

　そう冷静に分析している事実が逆に、僕の混乱を表していた。

　──え、幼い病夜宮？　え？

　え？　何それ何それ？

　ええ？

　知らない間に、僕、タイムスリップでもしたの？

　──タイムスリップ？

　……そうか！　と僕は閃ひらめく。

　さっきの一いつ瞬しゆんの揺れ！

　時間の流れが歪んだような奇妙な感覚！

　──『お時蔵様』だ！

　──『人を助けるために、時間を遡さかのぼる』！

　そう、病夜宮がさっき言っていた。

　玄げん関かんで未いまだ呆ぼう然ぜんと佇たたずむ少女に、病びよう魔まの色は感じられない。

　つまり、知らぬ間にタイムスリップしたここは、病夜宮が病気にかかる以前の時代なんだ！

　そして──これから病気にかかる時間でもある。

　ということは、病夜宮が病魔に冒おかされるのを未然に防ぐことができれば──！

　未来を変えることができる！

　──などと。

　そんなありえないことを思いながら、僕は立ち上がりかけた。

　ソファから腰を浮うかそうとした。

　が──

　ようやく見せた少女の反応の方が、早かった。

「……美闇お姉ちゃん美闇お姉ちゃんって……この、全ぜん裸ら男が」

　そう静かな声で呟つぶやきながら、腕うでを大きく振ふりかぶる。

　プロ野球の投手顔負けのワインドアップから、手にしていた何かを投げつけてきた。

　何であるか判断する間もなく──それは僕の頭に激げき突とつした。

　脳が揺れ、視界に星が飛ぶ。

　──あ、気を失うな。

　ということだけは、何故なぜか静かに判断できた。

　……ていうか、全裸って何？　……ああ、そうか。背もたれに隠かくれて上半身しか見えないから、全裸に見えたのか。

　美闇お姉ちゃん云うん々ぬんのくだりには意識が及およばず、その考えを最後に、世界が暗くなる。

　それが、僕のこの世の最さい期ごの思考だった。
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　というようなことは幸いなく、僕はぱちりと目を開けた。

　数瞬、視界がぼやけたものの、すぐに焦しよう点てんが合う。

　ソファの上に横たわっているようだ。

　病夜宮の心配げな顔が、僕を覗のぞき込んでいた。妙に位置が近い。

「あ、気がついた！」

　病夜宮の上げた声に、寄ってくる足音がし、視界が五人の顔で埋うまる。

　……五人？

　病夜宮と泉と泊さんと久凪崎先生と……あと一人。

　見知らぬ顔……だが、見知った顔の少女だ。

　病夜宮を、二、三歳幼くしたような顔。

　膨ふくれた頰ほおが、さらに印象を幼くしている。

「……私が悪いんじゃない」

　病夜宮によく似た、だけど冷たい声でそう言って、そそくさと僕の視界から消える。

　状じよう況きようのよく摑つかめぬままその姿を追う僕。

「こら！」

　と、病夜宮の叱しつ責せきが少女に飛ぶ。

「無む闇やみが悪い。ちゃんと甘口君に謝りなさい」

「…………」

　が、少女は、つーんと顔をそむけただけだった。

　さらに言い募つのろうとする病夜宮を制して、「こら、無闇」と、久凪崎先生が静かな声で言う。

「甘口が気絶したの、お前のせいなんだから、ちゃんと謝れよ」

　病夜宮に言われたときは無視した少女だったが、久凪崎先生の言葉には反応を示した。素す直なおに従ったわけではないが。

　可か憐れんな唇くちびるを尖とがらせる。

「私が悪いんじゃない。家の中に入り込んでる全裸男が悪い」

「お前なら、客だってことくらい分かっただろうが」

「……私のせいじゃない」

　そう繰くり返して、少女は黙だまり込む。

　はあ……とため息をついて、久凪崎先生は僕の方を見てきた。

「悪いな、甘口。普ふ段だんはあれほど意固地じゃないんだが……」

「いや、いいんですけど……」

　とりあえずそう答える僕。

　っていうか、正直言って状況が何も見えていない。

　とりあえず身体を起こそうかと頭をよじると、「ん」と、妙に鼻にかかった声が頭上の病夜宮から聞こえてくる。

　今さら気づいたが、頭の下がソファではありえないほど柔やわらかい。

　……どうやら、病夜宮が膝ひざ枕まくらをしてくれているらしかった。

「どぅわ！」

　気づいた瞬しゆん間かん、僕は変な声──我ながら──を上げて、一気に身を起こしていた。

　慌あわてて振り返ると、予想通りの光景が……いや。

　予想以上の光景がそこにあった。

　膝枕は膝枕でも……生膝枕だった。

　……混乱のあまりに謎なぞの造語を開発してしまった。

　つまり、水着に着き替がえた病夜宮が太ももを（膝枕って言うけど、実際は腿もも枕まくらだよな？）貸してくれていたので、病夜宮の素足に頭を乗せている状態だったのだ。

　心臓が、急に高鳴る。

　が、病夜宮はそんな僕の狼ろう狽ばいに気づいた様子もなく、「大だい丈じよう夫ぶ？」と僕の目を覗き込んでくる。

　深しん淵えんを覗く者はまた深淵に覗かれているのだ。すなわち、相手が覗き込んできているとき、こちらもまた相手の目を覗き込んでいるのだ。

　病夜宮の黒く透すき通った瞳ひとみが、僕を見つめてくる。

　鼓こ動どうが一向に落ち着かない。

　数秒は見つめ合っただろうか、「……うん」と頷うなずいて、病夜宮は微笑ほほえんだ。

「大丈夫だね、何ともない」

　ああ、と僕は得心する。

　何かと思ったら、『アスクレピオス』を使って、僕の状態を診みていたのか。

　そう納なつ得とくしたら、僕の方はようやく落ち着いてきたのだが、今度は逆に、病夜宮が「……ひゃ」と変な声を上げた。

　みるみる顔が赤くなる。

　近すぎる距きよ離り感──キスだってできそうな──に、今さら気づいたようだった。

　少しでも僕と距離を空けようかというように、背中をそらす。

　困ったように左右に逃にげた目が、一人の人物を捉とらえた。

　これ幸いとばかりに声を上げる。

「無闇！　ちょっとこっち来て」

　呼ばれたのは、病夜宮によく似た少女だ。

　無闇？　というのに首をかしげたのが僕だけだったところを見ると、僕が気を失っている間に、泉と泊さんとは挨あい拶さつが済んでいるようだった。

　聞こえただろうに、これ見よがしに少女はそっぽを向いた。

　そんな少女に、もう……とでも言いたげな表情を見せてから、病夜宮が告げる。

「妹の、無闇です。中学三年生。ちょっと事情があって、この近くにある──ってさっきちらっと言ったっけ──お祖母ちゃん家に住んでるの。たぶん、今まで話題にしたことはなかったと思うけど」

　病夜宮──姉の紹しよう介かいに、ちらりと視線をこちらに向けただけで、少女は何も言おうとはしなかった。

　礼れい儀ぎがなっていないのではなく、どうやら、随ずい分ぶんと姉妹仲がよろしくないらしい。

　何となく意外に思って、少女──病夜宮無闇の横顔を見つめる僕。

　病夜宮ほど白くはないが滑なめらかな肌はだに、バランスよく配置された目鼻。

　やはり、姉──病夜宮の顔立ちによく似ている。

　今はまだ幼い印象が勝まさっているものの、数年もすれば、目を見張るほどの美人になるだろう。

　と──

　唐とう突とつに、無闇の目が僕を捉えた。

　気が変わって挨拶をする気になった──などとは欠片かけらも思えない。

　ぞくり、とするような、ただただ憎ぞう悪おのこもった目だ。

「どいつもこいつも、美闇お姉ちゃんって……」

　歯ぎしりの聞こえてきそうな声で、そう呟く。

　意味が分からない。

　視線をそらせることもできずに僕が少女の目を見返していると、

「甘口」

　と、久凪崎先生が声をかけてきた。

「お前何か今、ミヤのこと考えてたか？」

「……そう、ですけど」

　てっきり何かからかってくる気かと、警けい戒かいしながら答える僕に、しかし久凪崎先生は真ま面じ目めくさった顔で、

「それだ」

　と、言った。

　答えを教えてくれたような雰ふん囲い気きだが、結局意味が分からない。

　目をしばたたかせる僕を見下ろして、「ええとな」と困ったように頭をがしがしとかきながら、久凪崎先生は言ってきた。

「一言で言うとな──無闇は、人の心が読めるんだよ」
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　人の『特技』が見える病夜宮美み陽ひろ。

　人の『体調』が分かる病夜宮美闇。

　人の『心理』が読める病夜宮無闇。

　三人揃そろって──『心技体三姉妹トライアングル・シスターズ』。




「──ていうキャッチコピーを考えてみたんだけど……」

「あははははー、面おも白しろいねー」

　隣となりを歩く病夜宮が、そう答えてくる。

　字じ面づらだけ見るととても高評価のように思えるが、実際のところ、かなりの棒読みだった。

　心ここにあらず、といった様子で、前を歩く妹に視線を向けている。

　重くてずり落ちてくるクーラーボックスを肩かたに担かつぎ直しながら、僕はその視線の先を追う。

　僕たちは今、湖へと続く森の小道を歩いていた。皆みな、水着の上に、シャツやパーカーを羽織った格好だ。

　肩を並べる僕たちの前を、泊さんと泉の白水姉し妹まい、さらにその前を、久凪崎先生と無闇の病夜宮姉妹が歩いている。

　はしゃいでいる様子はないものの、普ふ通つうに会話しているところを見ると、この二人の仲はそれほど悪くはないらしい。

　極きよく端たんに仲がよくないのは、無闇と──僕の隣で杖つえを突ついている少女だけのようだ。

「とりあえず言うけど……さっさと謝ったら？」

「……何で甘口君は、私が悪いと決めつけてるの？」

「いや、決めつけてるわけでもないけど……喧けん嘩かなんて、どっちかが折れないと収まんないだろ？　だったら、姉であるお前が折れる方が話が早いだろ」

「…………」

　はあ、と病夜宮が息を吐はく。

　ちなみに、表情がよく見えているのは、いつもの日ひ傘がさを差していないからだ。

　別べつ荘そうから森に入るまで屋根が作られていて、森に入ってからは、生おい茂しげった枝葉が日差しをいい感じに遮さえぎってくれていた。

　もちろん、偶ぐう然ぜんそうなっているわけではなく、そのような土地に別荘を建てたということなのだろう。病夜宮が湖に遊びに行くのに困らないように、という配はい慮りよか。つくづく娘むすめ思いのお父さんだ。

　……ああ、ごめんね、ため息なんてついて、と病夜宮が謝ってくる。

「それで、解決するんだったらとっくに謝ってるんだけど……」

「だけど？」

「……無闇が、何に対して怒おこってるか分からないの」

　と、病夜宮が首を振ふる。水着の上から羽織っているシャツと、ロングパレオが、ふわふわと揺ゆれた。

「二年前の今いま頃ごろからかな？　急に部屋に閉じこもるようになって、夏休み終わっても学校に行かなくなって。私が話しかけても無視するようになってさ、お姉ちゃんとかが聞き出したところによると、何か私が原因らしいんだけど……」

「何も心当たりがない、と」

　うん、と病夜宮がさみしげに頷く。

「それまではすごく仲のいい姉妹だったんだけど。学校の友達とかも紹介してくれてさ。あの子、すごいんだよ。男の子からも女の子からも人気があって、よく家にも連れてきてて、楽しそうに遊んでたの。……それなのに」

　そう言って、病夜宮は目を伏ふせる。

　本当に、仲のよい姉妹であり、自じ慢まんの妹だったのだろう。そのことがありありと分かる、悲しそうな表情だった。

「謝って済むのなら、謝る。……ううん、もう謝ったの。何回も謝った。でも、無闇が許してくれなくて。『美闇お姉ちゃんには分からないでしょ。可愛かわいくて、家族からちやほやされて暮らしてて、誰だれからも愛されるお姉ちゃんには』って……」

　何を言ってるんだろうね、と美闇。

「私なんて、無闇に比べたらちっとも可愛くなんかないのに」

「……え？」

　僕の出した間ま抜ぬけな声に、きょとんと顔を上げる。

「どうしたの、変な声上げて？　可愛いでしょ、無闇って」

「いや、可愛いと思うけど……」

　でしょ、と病夜宮が笑顔になる。

「ちょうど私が物心ついた頃ころに生まれたんだけど、赤ちゃんのときから可愛くてさ、ほっぺたとかぷくぷくで、目が合うと、にこっ、って笑うの。まるで天使みたいだった。会う人会う人みんな『可愛い』『可愛い』って言うんだよ」

「……ああ、まあ、想像はつくけど……でも、その人たち、お前のことも『可愛い』って言ってなかったか？」

　ぱちくり、と病夜宮が目をしばたたかせた。

「そりゃまあ言ってくれたけど……。でも、子供のときなんてみんな可愛いって言われるものだし、それに、ついででしょ？　無闇を褒ほめるついで。みんないい人だよね。姉妹が一いつ緒しよにいて妹の方しか褒めなかったら、姉がすねるだろうからって、みんな私まで褒めてくれるんだよ」

「…………」

　ああ、と僕はようやく思い至る。

　こいつが、人からの視線に妙みように疎うといときがあるのは、これが理由なのか。

　自分が『可愛い』ことに気がついていない──他人が、自分の外見のことを気にかけていることに気づいていないのだ。

　いや、学校であれだけ噂うわさになり、三みつ井い先せん輩ぱいとかにも直接言われていたから、全く気づいていないわけはないだろうが、それでも、『自分は妹のついでに褒められる程度にしか可愛くない』というのが、きっと心の奥底にあるのだ。

　そんなことを考えていたからか、

「まあでも」

　と、つい僕は言ってしまっていた。

「僕は、お前の方が可愛いと思うけどな」

　そんな言葉をするりと喉のどが生み出して──口から飛び出してから、その意味に気がついた。

　寒気を覚えるほどに、一気に血の気が引く。

　夏の暑さによる幻げん聴ちようだと主張できるかと隣をうかがうが……。

　無理そうだった。

　僕とは対照的に、茹ゆだったかのように肩まで真っ赤だ。

「あ、ありがとう……」

　と、呟つぶやくように言う。

「お世辞だと分かってても、甘口君に言われると、すごく……その、照れます」

　そんな反応に僕まで照れてくる。お世辞じゃない、と言葉を重ねる勇気を奮い立たせていると──

「わーっ」

　と、前方から泉の歓かん声せいが聞こえてきた。




　　　　＊




　木々が途と切ぎれ、視界が広がる。

　真っ先に声を上げたのは泉で、その隣の泊さんも「綺き麗れい……」と呟いていた。

　先に森を抜ぬけた久凪崎先生が、二人のリアクションに満足げに振り返っている。無闇は、何を考えているのか分からない無表情だ。

　木々に囲まれた輝かがやく湖面。

　風が吹ふくたびに波打ち、宝石のような煌きらめきを僕たちの目に届けてくれる。

　僕たち以外に人の姿はない。

　一部が砂すな浜はまのようになっていて、あそこから湖へと入れそうだ。

　さすがにここからでは日傘なしだとまずいと広げる──僕が預かっていた──病夜宮を少し待ち、僕たちはそちらへ進む。

　パラソルを立て、シートを敷しき、ようやく重たかったクーラーボックスをそこに置くことができた。

「泳ぐ前に、ちゃんと準備運動しろよー」と、シートに座った久凪崎先生は教師らしいことを言いながら、さっそくクーラーボックスを開けた。

　ビールらしき缶かんがぎっしり詰つまっていた。

「──って、おい」

「くぅ～、これこれ～」

　ぷしゅ、とプルタブを引き開け、ごくごく喉を鳴らしながらビールを飲んでいる様には、さっきの教師らしさは欠片かけらも残っていなかった。

「──って、あ？　何だ、甘口、何か言ったか？」

「何か人数分の飲み物入っているにしては重過ぎるな、って思ってたんですけど」

「おう、ありがとな、運んでくれて」

「…………」

　素す直なおに礼を言ってくれるだけまだマシなのだろうか。

「っていうか、そうじゃねえ。車運転できるの、久凪崎先生だけなんですよ？　飲酒運転になるじゃないですか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私は酒に強い方だから」

「事故を起こす人間の典型例だ……」

　冗じよう談だん、冗談、と久凪崎先生はビール缶を振る。音からして、もう空のようだ。

「ちゃんと、そういう指針があってな。５００ml缶のビールは、平均的に五時間でアルコール抜けるんだよ」

「へえ、詳くわしいですね」

「……お前、私を何だと思ってるんだ。知ってて当然だろ」

「吞のん兵べ衛えだから？」

「高・校・の・養・護・教・諭・だ・か・ら・だ」

「ああ……」

「『ああ……』ってお前……」
















　まあいいけど、と久凪崎先生。

「で、あとは、ノンアルコールで過ごすから、お前らが夕方まで遊んでくれてたら何も問題ねえよ。私がアルコール分解能力高いのはほんとだしな」

「なら、いいんですけど」

　改めてクーラーボックスを覗のぞいてみると、確かにあとはノンアルコールビールばっかりみたいだ。って、ああ、ひょっとしてあれか？　コンビニから戻もどってくるときやたら重そうな袋ふくろを提さげていたのは、これか。

　ビールなんて、どこがおいしいのだろうか、ただ苦いだけじゃないか（念のため言っておくと、僕が飲んだことがあるのはビールではなく、ノンアルコールビールの方だ）。

「それに」

　と、久凪崎先生はノンアルコールビールを開けながら、シートの横に立つ僕を見上げて、悪戯いたずらめいた顔で笑う。

「帰れないなら、みんなで泊とまっていけばいいじゃねえか。部屋ならいくらでも余ってるんだし」

「……いや、それは」

「おやおや～、甘口は一体何を想像したのかな～。年とし頃ごろの男女が、一つ屋根の下で～？」

　……うぜえ。




　各おの々おの、着てきたシャツやパーカーを脱ぬぐ。

　泉は、首の後ろで結ぶタイプのビキニに、ボトムスはショートパンツみたいな水着（ボーイレッグというらしい）。

　で、泊さんはフリル多めのセパレートだった。非常に愛らしい。

　そして、病夜宮無闇は、ワンピースタイプの水着だった。

　──正直、無闇がついてきたのが意外だったのだが。

　別べつ荘そうでの出会いのあれこれのあと、元よりの計画通りに湖に遊びに行くことになったとき、「無闇はどうする？」という久凪崎先生の問いに、こくりと頷うなずいたのだ。

　てっきり、病夜宮に対するあの嫌きらいようからして、一緒にいるのも嫌いや、帰る、という返答をしそうなものだったのだけど。

　聞けば、元からそのつもりで水着も用意してきていたらしい。

　つまり、逆に、「嫌いな姉と一緒にいるのは嫌だけど、姉のせいで、計画を変へん更こうするのはもっと嫌」という心理が働いたようだ。おそらく。心を読めない僕には、推測することしかできないけれど。




　別荘を出る前。

「というか、うっかり流しかけたけど、『心が読める』ってなんだよ？　超ちよう能のう力りよくか？」

　という僕の質問に、病夜宮の答えはこうだった。

「まさか……と言いたいところだけど、あの子に関してだけは、そう思ってもらった方がいいかも。私の、あの体調とかが分かる『特技』──」

「『アスクレピオス』か」

「…………」

　何か言いたげにしながらも、数か月に及およぶ僕の努力に根負けしたのか、うん、と首を縦に振ふる病夜宮。

「『アスクレピオス』は、相手の表情とか脈みやく拍はく、表面に見える状態から、怪け我がの度合いとかを推し測ってるだけで、言ってしまえば単に鋭するどい観察眼、っていうだけなんだけど」

　無闇のあれはそういうレベルを超こえてるとしか思えない、と続ける。

「どう考えているかっていうだけじゃなくて、その内容を、一言一句違ちがわず当てたりできるから……できたから」

　と過去形で言い直す。

　今はできない、という意味ではなく、関係が悪化してから直じかに見たことがないのだろう。

「……まあ、それも、相手のボキャブラリーから推測できないことではないけれど。でも、それでも……」




　そんな、超能力を持っているかもしれない少女を僕は見る。

　すらりとした肢し体たいは衣服の上から想像していた通りだが、意外なほどに張り詰めた胸むな元もとをしている。姉あね譲ゆずりといえば姉譲りか。

　と──

　無闇がじっとこちらを見てきていることに気がついた。

　僕がどこを見ていたのか見み透すかしたような顔をして、ふん、とそっぽを向く。

　さすが超能力者──！　僕の思考を読み取るとは──！

　と、僕が慄おののいていると、「甘口君、甘口君」と、パラソルの下、姉の隣となりに腰こしを下ろした病夜宮が手招きしてくる。

　どうしたんだ？　と屈かがむと、ぎゅーっ、と頰ほおを抓つねられた。

「私の妹を、あまりいやらしい目で見ないでください」

　病夜宮まで超能力に目覚めた──！　ということでは当然なく、僕がそれほどまでに分かりやすい表情をしていた、ということだろう。

　はい、ごめんなさい、と謝る僕に、何故なぜか病夜宮は明後日あさつての方を向く。

「見たいのなら……」

　もごもごと、その先はよく聞こえなかった。

　隣に座る久凪崎先生の耳には届いたのか、ノンアルコールビールを片手にくつくつと笑っている。

　ん？　と訊きき返したが、何でもない！　と強い口調で拒きよ否ひされてしまった。まあ、それなら、それほど重要な話でもないのだろう。

　そう思って、僕は、抓られた頰をさすりながら話を変えた。

「病夜宮はどうする？」

　示したのは、柔じゆう軟なん運動をしている泉たちだ。久凪崎先生の言葉に従い、泉が指示を出しながら全身の筋肉をほぐしている。姉以外に対してはそれほど敵てき愾がい心しんもないらしく、素直に無闇もアキレス腱けんを伸のばしていた。

「お前も、湖、入るか？」

　もちろん、紫し外がい線せんを忌き避ひしないといけない病夜宮の病気のことを忘れたわけではない。が、本人が「少しなら大丈夫」だと言っていたし、今はほどよく日が陰かげってもいる。

　だからこその質問だったのだが、しばらく考える素そ振ぶりを見せてから、ううん、と病夜宮は首を左右に振った。

「私は、ここにいるよ」

　口を開きかける僕を遮さえぎり、慌あわててつけ加える。

「あ、別に気にしないでね。もう少し時間が経たったらさ、湖のあそこら辺が森の木に遮られてもっといい感じの日ひ陰かげになるの。そしたら、私も浮うき輪で遊ぶ──遊びたいから、あの」

　と、上うわ目め遣づかいになる。

「甘口君、側そばにいてね。私一人だと、その、危ないし」

　おずおずと言われなくとも、了りよう解かいしていた。

　ひゅー、せいしゅーん、と久凪崎先生が悪口なのか何なのか、そんな言葉を口にする。

「じゃ、いつでも言ってくれよ」

　と言う僕に、うん、と嬉うれしそうに病夜宮が手を振ってくれる。




　というわけで、僕、泉、泊さん、無闇でしばらく遊ぶことになった。

　湖に入り、泳いだりボールを投げ合ったり。

　もっと気まずい雰ふん囲い気きになるかと思ったが。

　正直、泉がいてくれてすごく助かった。

　あいつのコミュニケーション能力の高さがなかったら、僕と泊さんと無闇だけがこの場にいたら、すさまじく気まずい状じよう況きようになっていたはずだ。

　気まずさで人が死ぬのならば、湖面に死体が浮かぶことになっていただろう。

　それくらい泉がコミュニケーション能力の高さを見せつけてくれたお蔭かげで、僕たちは楽しく遊ぶことができた。

　最初は硬かたかった無闇の表情も、徐じよ々じよに柔やわらかくなり、笑えみが浮かぶようになった。

　なるほど、病夜宮が自じ慢まんしたくなるのも分かるくらい、愛らしい笑顔だった（その隣にいる泊さんには負けるけどね）。

　まあ、僕が見ているのに気づくと、すぐにむっつりとした表情に変わったが。

　出会いが最悪だったせいか、僕はどうやら嫌われているらしい、と気づいたが、まあ、それで不ふ機き嫌げんになるほど、僕も子供でもない。

　後ろから忍しのび寄って、いきなり水をかけてやろうとしたくらい──だったのだが、あっさりと躱かわされてしまった。

　相手が『心が読める』のを失念していたせいだ。

　そんな僕を見て笑う泉が腹立たしかったので、代わりに思いっきり水をぶっかけてやったが。




「ふー、泳いだ泳いだ」

　と、僕は一人パラソルの下に戻ってきた。泉たちはまだボールを投げ合っている。

「おかえりなさい」

　と、出で迎むかえてくれたのは、シートの上にちょこんと座った病夜宮だ。

　はい、とジュースを渡わたしてくれる。ノンアルコールビールしか見えなかったが、どうやらクーラーボックスの中にはちゃんとジュースの類たぐいもあったらしい。

「──って、あれ、久凪崎先生は？」

「お姉ちゃんなら、別荘に戻ったよ。『高校生が青春してる姿なんて見てられっか』って言ってた」

「…………」

　そのぼやきこそが、何より年寄り臭くさかったが……。

　──まあいい。

　と、僕は別荘の方を見やった。

　シートに座ろうとしない僕を見て、ん？　と病夜宮が首を傾かたむける。

「休きゆう憩けいしないの？」

　ああ、ちょっと、と僕は病夜宮の方を見て、笑みを作る。

「トイレ行ってくるよ」




　森の小道を抜ぬけて別荘に戻もどる。

　玄げん関かんの扉とびらを引くと、鍵かぎはかかっておらず、あっさりと開いた。

　周囲に他の建物がないからって、不用心なことだ。

　と思ったが、もしかしたら。

　僕のために開けられていたのかもしれない。

　──入ってすぐの、吹ふき抜けリビングダイニング。

　こちらに向いたソファに、むき出しの長い脚あしを見せつけるように組んだ久凪崎先生が座っていた。

「よお、青春高校生。湖は堪たん能のうしたか？」

　そんなことを言う。

「……久凪崎先生は、泳がないんですか？」

「お前、二十代後半の大人女子をなめんなよ？　高校生と一いつ緒しよに遊ぶ体力なんてあるかっての」

　自慢げに言うことか。

「……そういえば」

　と、僕。

「今さら訊きますけど、今日、旦だん那なさんとお子さんは？」

「旦那は仕事で、子供は母さんに預けてきたよ。……ああ、別に母さんに礼言う必要とかはねえからな。親ってのは、孫が可愛かわいくて仕方ねえもんなんだから、何かと理由をつけては連れてこい、ってうるさいんだよ。だから、親孝行ができてちょうどよかった」

「そんなもんですか」

「ああ、だからお前も、早くミヤと結けつ婚こんして子供作って、親を喜ばせてやれ」

「…………」

　言葉に詰つまる僕を見て、あーいいなー高校生ー、私にもそんな時代があったとか信じられねえなー、とぼやく姿は、なるほど二十代後半の大人女子っぽかった。

「──つーか」

　と、久凪崎先生。

「そんな話をしに来たわけじゃないだろ？」

　鋭するどい目つきで僕を見てくる。

　その視線につられたように真顔になった僕は、用件を伝えようと息を吸い込み──

「無闇のことだろ？」

　機先を制すように言われた久凪崎先生の言葉に、息を吐はき損そこねる。

　正解だったのは、僕の表情から読み取ったようだ。

「その前に、私の話を聞いてくれよ──『病夜宮係』」

「……何ですか？」

「『病夜宮係』って、悩なやみの相談に乗ってくれるんだよな？」

「そりゃ、まあ」ご存知の通りに。

「じゃあさ、私の相談にも乗ってくれ」

　と、久凪崎先生。

「──妹二人が喧けん嘩かしてて、困ってるんだ」




　　　　＊




　久凪崎先生にも、妹二人が仲なか違たがいした理由は分からないそうだった。

　病夜宮が言う通りに、昔は仲の良い姉し妹まいであったそうだ。

　三日にあげず友達を家に連れてくる無闇と、それを出迎える病夜宮。

　姉が妹を自慢していたように、無闇にとっても病夜宮は美人で可愛い自慢の姉であったらしい（「私とミヤじゃ、明らかに無闇の奴やつ、態度違ちがってたからな」と久凪崎先生が嘆なげくような──懐なつかしむような言い方をした）。

　それが、ある日、いつも通りに友達が遊びに来て帰ったその日、無闇がしばらく部屋に閉じこもるということがあったらしい（久凪崎先生は既すでに結婚して家を出ていたが、たまたま帰ってきていたそうだ）。

　てっきり遊び疲つかれて居い眠ねむりでもしているのだろうと特に気にもかけなかったのが、出てきたら……。




「……あの通り、姉大だい嫌きらいっ子に変わっていたってわけだ」

　チェンジリングにでも遭あったんじゃねえかと思ったくらいにな、と久凪崎先生。

「これで、私が知っていることは全すべてだ」

　そう言って口をつぐんだ久凪崎先生は、僕の顔をじっと見つめてきた。

　こんな状況でなければ、彼女が既き婚こん者しやだと知らなければ、愛の告白でもされるのかと勘かん違ちがいしてしまいそうな、それは、真しん剣けんな眼まな差ざしだった。

「実は、今日あいつらが鉢はち合あわせたの──私が仕組んだことなんだ」

　重々しい口調で、そんなことを言う。

「ミヤがちらっと言ってただろ、水道のメーター云うん々ぬんって。あれ、別に人雇やとってるとかじゃなくて、無闇にやってもらってるんだよ。まあ、不登校だし、あいつ。何か理由つけて外に出してやったら、リフレッシュになるかな、ってことで。──で、いつもだったら、誰だれかこの別べつ荘そう使うときは事前に連れん絡らくしてるんだけど。今回はしてない上に、上手うまいこと調整して今日ここに来るように仕向けさせた」

　……まあ、無闇にはもちろんもうばれてるんだろうけどな。

「──ミヤとあいつを鉢合わせるために」

　そして、と僕を見る。

「──お前と会わせるために」

「……それは僕に何らかの期待をしている、ということですか？」

「ああ」

「……自分で言うのも何ですが、僕のこと、何か買いかぶりすぎてませんか？」

「んなことねーよ」

　そう言った久凪崎先生だが、すぐに、

「……って、言い切りたいところだけどな」

　と、目を伏ふせる。

「正直、打つ手がない、ってな状況なんだ。あいつが怒おこっている理由がよく分からなくて。……こう言っちゃなんだが、藁わらにでもすがりたい気分なんだよ」

　気ぃ悪くしないでくれよ？　と久凪崎先生が、珍めずらしくも弱気げに眉まゆを寄せる。

「できることがあるなら、何でもやっておきたいんだ。……ああ、でも」

　と、久凪崎先生は静かに首を振ふった。

「お前なら、どうにかしてくれるかもしれない、ってのも正直な気持ちではあるんだ。何だかんだ言っても、あのミヤと仲良くなれたお前なら」

　……頼たのむ、と久凪崎先生が小さく呟つぶやいた。

「……二人とも、私の大切な妹なんだ。できるなら、仲直りさせてやりたいんだよ」




　　　　＊




　僕と久凪崎先生は、その後、湖へと戻った。

　パラソルの下の病夜宮が、僕たちが揃そろって戻ってきたことに不思議そうな顔をしたが、「おかえりなさい」と笑え顔がおを向けてくれる。

「ただいま」と応じて、僕は湖の方を見た。泊さんと無闇が、砂すな浜はまで何やら砂遊びをしている。意外な組み合わせに、少し目を見張った。

　──あの初対面の人には無表情にしか見えない泊さんとまともにコミュニケーションを取れる人間がいるとは。

　そう思ったが。

　あの少女は『心が読める』のだ。

　泊さんの感情の読み取りにくさなど、何の障害にもならないのだろう。

　そして、その障害さえ取り除けば、泊さんの性格の良さ自体は、妹譲ゆずり（というのも変な表現だが）だ。むしろ、無闇にとってはつき合いやすい相手なのかもしれない。

　そんなことを思ってから、……あれ、その姉に譲った妹は？　と、辺りを見回すと、湖の少し奥の方で泳いでいる姿を見つけた。潜もぐったり浮うかんだり、何やら変な動きをしている。何やってんだ、あいつ。

「ミヤ」

　と、久凪崎先生が病夜宮に呼びかける。

「そろそろ昼にするか。結構いい時間だけど」

「あ、そうなの」

　反射的に辺りを見回す病夜宮だったが、時刻の分かるものが何もないことに気づいて、少し気まずげな笑みを浮かべた。

「時間が経つの、早いね」

　そう言って立ち上がろうとする妹に手を貸しながら、「おーい」と久凪崎先生は湖の方へ声を張り上げた。

「そろそろ昼にするぞ。戻ってこい」

　声を聞き、立ち上がる泊さんと無闇。

　こちらに歩いてこようとして、泊さんがふと足を止めた。

　振り返る。

　妹──泉が、湖から出てこようとしないことに気づいたらしい。

　湖に向かって、何やら言っているらしき泊さん。

　泊さんの声は基本ちっちゃいので、ここからでは何を言っているのかは分からない。

　だけどまあ、この状じよう況きようで言っているのだ、「……お昼……だって」とかだろう。

　しかし、泉は湖から上がってこようとしなかった。

　足が着くほどの水深のところで、何やら身を屈かがめている。

　久凪崎先生の呼びかけが聞こえなかったとも思えないし、泊さんのアクションに気づかなかったとも思えない。

「何やってんだ、あいつ」

　と、僕と久凪崎先生は、病夜宮をパラソルの下に残して泉たちの方へ近づく。

　近づいてくる僕たちの姿を見て、泉が何やら慌あわてた仕草を見せた。

　こちらに手のひらを向けて、何か叫さけんでいる。

　よく聞こえなかったのでさらに近づこうとすると、身み振ぶりがさらに大きくなった。

　合わせて声量も大きくなる。

「駄だ目め！　はーちゃんは近づかないで！」

　そう言われて、僕はぴたりと足を止めた。

　僕──男限定の制止。

　朱しゆに染まった頰ほおは、よく見れば、運動だけが原因ではなさそうだ。

　湖に浸つけられた上半身。

　そして、艶つや々つやと水を弾はじく──むき出しの肩かた。

　彼女が着ていた水着は、決してストラップレスなどではなかったはずだ。

「……お前」

「言わないで！」

　と叫んで、両りよう腕うでを胸の前で交差させた泉がさらに身を沈しずめる。

　湖面が波打ち、水面下の肌はだ色いろを僕の目に届ける。

　……マジでか。

　どうやら、水着を流されたらしい。

　こんなシリアスな場面で。

『ドジっ子』にもほどがあるだろ、あいつ。

　そう呆あきれた思いが伝わったのか、ううう……と泉は目を潤うるませた。

　ちらりと視線を泳がせる。

　その先に、波間に揺蕩たゆたう布切れらしきものが見え、僕は慌てて、泉に背を向けた。

「久凪崎先生、あとはよろしくお願いします」

「えー、やだよ、泳ぐのめんどくさい」

「…………」

　この養護教きよう諭ゆは、こんな状況なのに……。

　と思った僕の気持ちが通じたわけではないだろうが、

「ま、しゃーねーか」

　と、久凪崎先生がシャツを脱ぬぐ。

「おっと、甘口、私の肢し体たいに見み蕩とれるなよ？」

　そんな言葉とともにシャツの下から現れたのは……なるほど、二十代後半の大人女子にしか着こなせなそうな、大だい胆たんな水着だった。艶なまめかしい背中が、大人の色気を放っている。

　僕に見せつけるような──何故なぜか──ポージングを取ってから、久凪崎先生が湖に向かおうとすると。

「あ、あの！」

　と、泉が声をかけてきた。

「久凪崎先生、お酒飲んでたから、泳いだら危ないんじゃないですか！」

「いやでも、私が行くのが一番いいだろ」

　僕は近づけないし、病夜宮は泳げないし、泉も泳げない（違う意味で）。

　泊さんは泳ぎが得意でないし、無闇も、息いき継つぎがちょっと苦手そうな感じだった。

「あ、えと、その！」

　と、何故だか泉は焦あせったように言葉を重ねてくる。

「あたし、はーちゃんに取ってきてほしいんです！」

「……は？」

　意味が分からなかった。

　思わず振り返った僕に、一層身を沈ませる泉。

　僕の幼おさな馴な染じみは、露ろ出しゆつ狂きようだっただろうか？　と首をかしげていると──

「……はあ」

　と、ため息をついたのは無闇だ。

「お姉ちゃん、行こう」

　と、久凪崎先生に声をかける。

　近づいてきて、僕と同じく目を白黒させている姉の腕うでを引っ張った。お姉ちゃん行こう、と繰くり返し、僕とすれ違ちがいざまにこれ見よがしに呟く。

「……どいつもこいつも、お節せつ介かい焼やきばっか」

　それはてっきり僕と久凪崎先生のことを指しているのだと思ったが──。

　え、白水さん、あれ、放ほうっておいていいの？　と慌てている病夜宮をピックアップして別荘へと戻もどる三姉妹の後ろ姿を見送っている間に気がついた。

　泉の方へと向き直る。

「はーちゃん、その……あんまこっち見ないでほしいんだけど」

　恥はずかしげに身を小さくする泉と、泊さんとを交こう互ごに見やって、僕は言った。

「──で、僕に何の話なんだ？」




　　　　＊




　泉が、目を見張った。

「……気づいてたの？」

　正確には、今気づいた、だったがわざわざ訂てい正せいはしなかった。

「あの三人には聞かせたくない話があって、引き離はなすためにこんな一ひと芝しば居い打ったんだろ？」

『心を読めぬ』久凪崎先生や病夜宮もほどなくして気づくような、穴だらけの作戦だが、そんな手て抜ぬかり感が、とても僕の幼馴染みらしい。

「それっぽい布切れ流して、首の結び目だけ解いて見えづらくしてるとか、案外泊さんが隠かくし持ってるとか、そんなところだろ？」

　そう言った僕から、泉は目をそらした。

「あ、いえ、その……リアル感を出すために……」

　そう言って、また湖の中央へと視線を向ける。

「…………」

　数秒意味が分からなかったが、

「……馬ば鹿かかお前！」

　と、僕は叫ぶ。

　本当に、湖に流してしまったらしい。

「あ、その、大だい丈じよう夫ぶ、あれくらいだったら泳いで取りに行けるから」

「お前はじっとしてろ！　その、見えたらどうすんだ！」

　そう言って、湖へと駆かけ寄り、水中に飛び込んだ。

　泉から結構距きよ離りを空けて飛び込んだつもりだったが、目算を誤ったせいで、その、幼馴染みの秘ひすべき場所が結構がっつり見えちゃった気がするのは、まあ僕だけの秘密である。




　女性用の水着という人生初の拾得物を手に砂浜に戻った僕は、まず泊さんにそれを渡わたし、泊さんから泉に返してもらって、泉がそれを身につけるまで背中を向ける。

　いいわよ、という声に、僕は向き直った。

「──で、僕に何の話だ？」

　と、改めて促うながす。

「あのね」

　と、視線を姉と絡からませたところを見ると、泉だけではなく泊さんの話でもあるようだ。

「はーちゃん、『病夜宮係』じゃない」

　切り出し方は、久凪崎先生と同じようなものだった。

「乗ってほしい相談が、あるの」

　他人の心配をしているときの眉まゆの下がった表情で、泉が言う。その隣となりの泊さんも、無表情にこそ見えるものの、同じ気持ちなのだろう。

「──病夜宮さんと、無闇ちゃんのことなんだけど」




　──これは、あたしの勝手な意見なんだけど……。

　姉し妹まいって、絶対仲がいい方が楽しいと思うの。

　そりゃ、あたしだって泊ちゃんと喧けん嘩かすることあるけど、でも最後は絶対仲直りするし。

　喧嘩しっ放しってのは、絶対よくない。

　ううん、分かってる。
















　さっきも言ったけど、姉妹が仲がいい方がいいってのは、あたしの勝手な意見。

　でも、それでも。

　だからと言って、仲直りしてほしいって、勝手に思うのが悪いことだとは決して思わない。

　……本当は自分たちでしてあげられたらいいんだけど。

　あたしは、その、そういう細かいあれ向いてないし、泊ちゃんは、その……泊ちゃんだし。

　だからね、はーちゃんに、あたしから──あたしと泊ちゃんからのお願い。




　泉のまっすぐな目が僕を見て、泊さんの無表情ながらも真しん剣けんな瞳ひとみが僕を射る。

「──あの二人を、仲直りさせてあげてほしいの」




　　　　＊




　僕たち三人は別べつ荘そうに戻った。

　やーい、ドジっ子と、泉を早さつ速そくからかう久凪崎先生。

　いつも通りの様子に見えたが、泉の作戦に気がついて、でもそれに気づいていない振ふりをしているようにも思えた。

　お節介焼きばっか、と言いたくなる無闇の気持ちが少し分かる気がする。

　そんな『お節介焼き』ばっかりに囲まれて、一体彼女はどう思っているのだろうか。




　六人一いつ緒しよにお昼を食べる。

　僕たちは途と中ちゆうのコンビニで買った昼食があるし、無闇も自分で用意してきていた。

　……まああまり、会話の弾はずまない重苦しい食しよく卓たくではあったけれど。




　その後、少し休きゆう憩けいすることになった。

　リビングダイニングにいてもよかったのだが、女子の面々（久凪崎先生除く）が荷物を置いてある部屋に引き上げたので（念のため言っておくと、久凪崎先生はリビングダイニングに残った、という意味である。二十代後半である久凪崎先生を女子から除いたわけではない）、僕もそれに倣ならうことにした。

　とはいっても、自室でもないのだし寝ねっ転ころがって漫まん画がを読むわけにもいかず、特にすることもない。

　女子にはきっと、男子の目の届かない場所じゃないとできないあれこれがあるのだろうけど。

　──一階に下りて久凪崎先生と話でもしてくるか。

　と、僕が立ち上がりかけたそのとき。

　コンコン。

　と、ノックの音がした。

　どうぞ、と返事をすると、僅わずかに扉とびらが開き、病夜宮が顔を覗のぞかせてきた。

「……甘口君、今、いい？」

　どうぞ、と僕はもう一度繰り返す。

　ありがとう、と言って、病夜宮が部屋に入ってくる。

　思いつめた表情をしていた。

　格好は、先ほどまでと変わらない、長めのパレオにシャツ姿だ。

　遠目には普ふ通つうの服に見える。

　壁かべに這はわされた手すりを伝って、ゆっくりと僕の方へとやって来た。

「あのね、甘口君」

　と、発せられた言葉は、表情と同じく真剣な雰ふん囲い気きに満ちていた。

　とりあえず座ったら、と自分の部屋かのようなことをつい言ってしまう。

　素す直なおに従い、病夜宮は脚あしをかばいつつ僕の隣に腰こしかけた。

　ベッドのスプリングが、羽が乗った程度に軋きしむ。

　その振しん動どうを感じながら、──やばい、しまった。と、僕は途と端たんに焦あせった。

　シャツにパレオの、遠目には普通の服に見える病夜宮の格好。

　──遠目には。

　つまり、近くで見たらそうではないということだ。

　水着（下着と違い隠す必要のない衣服）の上から着るということで、おそらく適当に選ばれたのであろうシャツは、サイズやデザイン的に色々と緩ゆるく、隙すき間まから病夜宮の白い素す肌はだが覗いている。

　見られても構わないと相手が思っているのだと分かっていても、下着も同然の格好をシャツの隙間から見てしまっているというのは、計り知れないほどの背徳感があった。

　下半身もそうだ。

　パレオの合わせ目は、立っているときはそれほど意識することなく、その長い素足をきちんと隠してくれているが、隣に座られると、それはスカートに入ったスリットも同然だ。太もものかなり際きわどい位置まで、見ないように心がけようとする僕の視界へと飛び込んでくる。

　水着に合わせてアップにしてまとめられた髪かみによって晒さらされたうなじは、うっすらとかいた汗あせと相まって匂におい立つような色気を放っている。

　我知らず、喉のどが鳴った。

「甘口君」

「──はいっ」

「……どうしたの？　声、裏返させて」

　てっきり、僕が今何を考えているのか気づかれたのだと思ったが、どうやら違ちがったようだ。

　訝いぶかしげに柳りゆう眉びを寄せる病夜宮。

　普ふ段だんのこいつであれば、おそらく僕の思考を読んで、冷たい目でも向けてきただろうが、それ以上の『何か』が、病夜宮の心を支配しているのだろう。

　想像はつくが。

　甘口君、と、また僕の名前を口にする。

「甘口君って……『病夜宮係』だよね？」

　病夜宮もまた、同じ切り口で会話を始めてきた。

「……お前も、無闇と仲良くなりたい、っていう相談か？」

「お前も？」

　と、病夜宮が首をかしげる。

　汗の匂いが漂ただよってきた。不思議と、それほど不快ではない。

『お前も』と言った僕の言葉に、一いつ瞬しゆん引っかかった様子の病夜宮だったが、掘ほり下げてくることはなかった。

　それだけ、話したい内容が病夜宮にとって重要なのだろう。

「甘口君」

　何度目か僕の名前を口から発して、病夜宮が顔を近づけてきた。

　真剣さの表れだろうが──近い近い。

　長いまつ毛にだって触ふれられそうな距離に、僕はもう病夜宮の話を聞き逃のがさないようにするだけで必死だった。

　思わず視線が引き寄せられる艶なまめいた唇くちびるが、開かれる。

「……甘口君に、無闇の悩なやみを解決してほしいの！」




　　　　＊




　……え？　そりゃ無闇と仲直りできるのなら、それに越こしたことはないけど……。

　それよりも大切なことは、あの子の悩みを解決してあげることだから。

　──甘口君に話したことなかったよね？　私、中学校まで学校に通ってなかったの。

　うん、そう、病気の関係で。

　そもそも無茶だと思わなかった？

　紫し外がい線せんが浴びられないから日ひ傘がさが手放せなくて、移動するのに杖つえか車くるま椅い子すが必ひつ須す。

　そんな女の子が学校に通うとか、無茶にもほどがあるでしょ。

　実際、中学校まで私、学校に通ってなかったし、高校にも、本当は進学するつもりなんてなかった。

　でもね、中学校三年生のとき──私が三年生のときね──無闇とこんな関係になって、で、そのとき言われたの。『家族にちやほやされて暮らしている美闇お姉ちゃん』って。

　それ言われたとき、ああ……って、思ったの。

　それでいいのかな、って。

　家族に囲まれて、私を愛してくれる人たちだけの中で暮らして、本当にそれでいいのかな、って。

　その日、ちょうど、遊びに来た無闇の先せん輩ぱい──まあ一応私の同学年の人だったんだけど──を怒おこらせたこともあって……何かよく分からないんだけど、色々私に対して質問してくる人でさ、サッカー部だったか何か運動部入っているってことで、すごい大きな身体からだでぐいぐい迫せまってくるから、怖こわくなって思いっきり突つき飛ばしちゃったの。いや、もちろん、私の力じゃ大事にはならなかったけど……。

　そんな風に、人との接し方を知らないことを、もしかしたら無闇は怒ってるのかも、って思って、私は決意したの。

　学校に通おうって。

　まあ、結局はお父さんの力借りて知り合いのいる学校に入れてもらっただけだし、結局は保健室登校だけど。

　それでも少しは無闇との関係を改善するのに役立つかな、って。

　……まあ、ご覧の通りですけれど。

　あ、秘密を話しちゃったついでに、もう一個も言ってしまおう。

　甘口君に『病夜宮係』してもらうことになった、そもそもの理由。

　悩み相談が、私の進級の条件になっていること。

　あれね、学園側からそう提示されたって言ってたけど、本当は私の方から言い出したの。

　驚おどろいた？　そして、ごめんなさい。噓うそついていたこと謝ります。

　でも、よく考えてみたら分かってもおかしくなかったと思うんだけど、そんな変なこと言ってくる学校、普通ないと思うの。

　生徒の方から言い出して、無理やり要求を飲ませない限りは。

　──何でそんなことしたかと言うと。

　簡単な話。

　私が欲ほつしていたのは進級でも、悩みを解決したときのみんなの笑え顔がおでもなくて──




　それらを通じて、無闇の悩みを理解することにあったの。




　驚いた？　そして、ごめんなさい。噓ついていたことをもう一回謝ります。

　……まあ、これも結局、ご覧の有様なんだけど。

　──それで、話を戻もどします。

　甘口君に頼たのみごとがあります。

　……無闇の悩みを解決してあげてほしいの。

　……大だい丈じよう夫ぶ、甘口君ならきっとできると信じてる。

　私が去年留年してる、ってのは、もちろん知ってると思うけど。

　そうなっちゃったくらい、去年の私は駄だ目め駄だ目めだったの。

　でも、今年に入ってからは、少しマシになった。

　──それは何故か。




　病夜宮の視線が柔やわらかい光を帯び、僕を見つめてくる。

「──甘口君が一いつ緒しよに頑がん張ばってくれたからなんだよ」




　　　　＊




　僕が階段を下りていくと、リビングダイニングに久凪崎先生の姿はなかった。

　代わりに──無闇がソファに座っていた。

　僕の顔を見上げ、無表情に呟つぶやいてくる。

「……どいつもこいつも、お節せつ介かい焼やきばっかりだ」

「ああ。みたいだな」

「……分かってるの？　その中に、甘口さんも入ってるんだけど」

「分かってるよ。お前こそ分かってるのか？」

「……何が？」

「みんながお節介を焼いてくれるのは──みんなが、お前のこと愛してくれているからなんだぞ」

　そんな臭くさい台詞せりふを言う僕に、無闇は静かに微笑ほほえみを向けてくる。

　何を考えているのか、読めぬ微笑みを。




　　　　＊




　森の小道を歩く僕と無闇。

　僕は水着に上半身はシャツという格好で、無闇も同じような格好だが、微び妙みように丈たけの短いシャツからは、ちらちらとワンピース水着が見え隠かくれし、何だか背徳感が募つのってくる。

　──外で話したいことがあると伝えたら、存外すんなりとついてきてくれた。

　湖に続く道ではなく──そこから外れた、半分獣けもの道みちのようなところだ。

　道というより、草木があまり生えていないスペースといった方が近いかもしれない。

　上り坂になっている。

　無闇がこちらに行きたいと主張したのだ。

「それで？」

　と無闇。半音上がったその口調は、心を読めぬ僕でも分かるくらい、挑ちよう発はつに満ちていた。

「お姉ちゃんとか、泉さんとかから色々頼まれたみたいだけど、解決できそうな感じなの？」

「何でそんなこと訊きいてくるんだ？」

「ん？　どういうこと？」

「いや、心が読めるんだったら、わざわざ口に出す必要もないだろうと思って」

　ああ、そういうこと、と無闇が邪じや険けんに手を払はらう。

「別に、いつも心を読んでるわけじゃないよ。疲つかれるからね」

「ああ、そういうところは普ふ通つうに、筋肉とかと同じなのか──」

「──人の心に触れるのが、だけどね」

　タイミングよくそう吐はき捨てる無闇に、思わず僕は黙だまり込む。

　してやったりと無闇が口の端はしでも上げてくれれば、まだ救いもあったろうが、鬱うつ陶とうしそうな無表情のままなのが……とても痛々しい。

　しばらく無言で歩を進める。

　草木を踏ふむ音だけが、僕たちを包んでいた。

　しばらくそうやって坂を上っていると、少し先で木が途と切ぎれて、ぽっかりと日光の当たっている不思議な空間があった。

　何だろうと思って近寄ると何てことのない。

　崖がけになっていて、眼下に湖が広がっている。

　へえ、と見下ろす僕に、少し離はなれた位置から見ていた無闇が、いい加減黙り込んでいるのに飽あきたのか、声をかけてくる。

「……何か話があって連れ出したんじゃないの？」

「いや、別に」

　と、僕は答える。

　噓だった。

　まあ、一種の心理戦のつもりだったのだ。

　相手を焦じらして、交こう渉しようを有利に進めるための。

　──結果から言うと、失敗したが。

　心を読める相手に心理戦を仕し掛かけるなど、無理無茶無む謀ぼうの一言に尽つきた。

　三言だけど。

「そう」

　と、無闇が言う。

「まあでも、私の方にはあるんだけど」

「へ？」

　にっこりと笑って、無闇が僕を見てくる。

「私が、というか、美闇お姉ちゃんが、だけど」

「──へ？」

　ねえ？　と無闇が振ふり返って呼びかける先に、僕も向き直ると、そこには──




　誰だれもいなかった。




「噓に決まってるでしょ」

　という無闇の声が、やけに近くで響ひびいたと思ったときには、「うわっ」と、僕は身体を突かれてバランスを崩くずしていた。一メートルずれていれば、崖から落ちるような、そんな位置だ。

　そこからさらに膝ひざ裏うらを蹴けられ、あっさりと尻しり餅もちをつく。心が読める云うん々ぬん関係なく、妙みように手慣れた動作だと一いつ瞬しゆんだけ思った。

　二瞬目には、思っている余よ裕ゆうがなくなった。

　座り込む格好から、肩かたを突かれてまた体勢を崩し、背中を地面につける形になったからだ。

　そこに、無闇がのしかかってくる。

　ことここに至って、僕はようやく言葉を発することができた。

「な、何するんだよ、お前」

　動どう揺ようしていると我ながら分かる声でそう言う僕に、

「嫌いやがらせ」

　と、あっけらかんと無闇は言ってきた。

　言いながらもさらににじり寄ってきた無闇が、僕の上に乗っかった。

　完全にマウントポジションの状態だ。

　僕の腹に、肉づきが薄うすいものの女の子らしい丸い尻しりが押しつけられる。

　時折吹ふいてくる強い風が無闇の髪かみを揺ゆらし、彼女の匂においを僕に届ける。
















　全く不快でなかったその訳は、病夜宮のそれによく似ていたからか。

「嫌がらせ……って、男なら普通こういうことされたら喜ぶもんだぞ──」

　本心ではないが（本心ではないが！）、目的のよく分からないその行こう為いをやめさせるために僕がそう言いかけると、ゆっくりと無闇は首を振ってきた。

「違ちがうよ」

　と、静かに告げてくる。

「──嫌がらせの相手は、美闇お姉ちゃん」

　……え？




　　　　＊




「知ってる？」

　と、何気ない口調で無闇が言ってくる。

「美闇お姉ちゃん、甘口さんのことが好きみたいだよ」

「…………」

　どう答えるべきか黙り込む僕を冷たく見下ろし、無闇が薄く笑う。

「へえ、甘口さんはそう考えてるんだ」

　自分でも決めかねた内心をそう見み透すかされ──もしくは、見透かした振りをされ──僕は憤いきどおりを覚える。

　が、それすらも無闇の計画の内なのだろう。

　無闇の笑みが、深くなる。

　薄く、深い笑み。

「男の人なんて、結局性せい欲よくの塊かたまりなわけじゃん」

「……そんなことねえよ」

「ふぅん……」

　目を細めた無闇が、身じろぎした。

　僕の腹の上で。

　丸く、柔らかい尻が、存分に僕の腹を押す。

　薄うす手での水着しか身につけていないため、その感かん触しよくがかなりストレートに伝わってくる。

「男の人なんて、結局性欲の塊なわけじゃん」

　そう、もう一回言ってきた。

「……そんなこと、ねえよ」

　そう、もう一度答える。

「ふぅん……さっきから尾びてい骨こつに何か当たる感覚があるんだけど、一体何かな？」

　正直に答えたら負けのような気がして、

「それよりも」

　と、僕は見下ろしてくる無闇を見上げる。

「何でこれが病夜宮に対しての嫌がらせになるんだよ。僕が喜ぶだけじゃねえか」

「へえ、喜ぶんだ？」

　そうからかうような口調で言うが、僕の視線の鋭するどさに気づいたのか、口調を元に戻もどした。

　風が揺らす髪を手で押さえながら、言ってくる。

「美闇お姉ちゃん、甘口さんのことが好きなんだよ」

「…………」

　先と同じ台詞に、先と同じ反応を返し、僕は相手の出方を待つ。

「──だからね」

　と、無闇は、ふ、と目元から力を抜ぬいた。

　柔やわらかい微笑み。

　こんな状じよう況きようでなければ見み蕩とれていただろう。

「──美闇お姉ちゃんから、甘口さんを寝ね取とってやろうと思って」




　　　　＊




「寝取っ──」

　予想外の言葉に、僕は中ちゆう途と半はん端ぱにそれだけを繰くり返した。

　そんな僕を見下ろし、無闇が、ふふ、と笑う。

「分かりやすい反応だね。心が読めたりしなくても、美闇お姉ちゃんと甘口さん、そういうのしたことないんだろうな、って分かる」

「いや、僕たちまだ高校生だし──」

「別に早くないでしょ？　高校生だとしてる人いっぱいいるんじゃないの？　中学生でもいるくらいなんだし」

　ま、私は経験ないけれど、と無闇が呟つぶやく。

「そんなことして、お前に何の得があるんだよ」

「私の気が晴れる」

　と、無闇は即そく答とうした。

「目には目を、歯には歯を──好きな人を取られたら、取り返せ」

「──え？」

　きょとんとした僕の顔を、面おも白しろそうに見下ろして、無闇が言ってくる。

「私ね、昔、美闇お姉ちゃんに好きな人を取られたの」




　　　　＊




　初はつ恋こいだった。

　相手は、同じ中学校の先せん輩ぱい。

　サッカー部のエースで、すごく素す敵てきな人だった。

　でも、私のことなんてまるで相手にしてくれなくて。

　勇気を振り絞しぼって話しかけても、幼い子供を相手にしているみたいだった。

　……仕方ないけれど。

　当時の私は小学校を卒業したばかりで、三年生から見たら本当に子供だったんだと思う。

　中学生って、超ちよう成長期だし。

　身体からだも……心も。

　──で、ある日、他の先輩を通じて、その人も家に呼ぶことができたの。

　すごく嬉うれしかった。

　すごく舞まい上がった。

　友達呼ぶことなんていつものことだったけど、私はその日、うんとお洒落しやれしてた。

　お気に入りのカットソーに、短すぎってお母さんに怒おこられたスカート。

　夏だったからあまりコーデできなかったけど、でも、それでも。

　先輩に少しでも特別に見られようと頑がん張ばった。

　……だけど。

　私の頑張りが報むくわれたのは、先輩が家に入ってきたその一瞬だけだった。

　出で迎むかえた私を見て、「可愛い服だね」って言ってくれたそのときだけだった。

　天にも昇のぼる気持ちだった私は、次の瞬しゆん間かん、地じ獄ごくへと叩たたき落とされた。

　一いつ緒しよに出迎えに来た美闇お姉ちゃんに、先輩の心は絡からめ取られた。

　──美闇お姉ちゃん、中学校行ってなかったからいつも家にいて、だから私、連れてきた友達よく紹しよう介かいして、一緒に遊んでたの。

　自じ慢まんしたかったの。

　私のお姉ちゃんは、こんなに美人って。

　──でも、あの日はそれが仇あだになった。

　それから、先輩、お姉ちゃんに無理やり話しかけたりして、結局断られて帰っちゃったんだけど……。

　そういえば、あの日からかな？　お姉ちゃんが、大おお柄がらな男の人苦手そうにするようになったの。




「──だから、私は美闇お姉ちゃんが大だい嫌きらい。私から好きな人を奪うばった……そして、たぶんこれからも奪うだろう、あの美人なお姉ちゃんが」

　滔とう々とうと語った無闇が、一瞬口をつぐみ、また開いた。

「……逆さか恨うらみだなんてことは分かってる。でも、逆恨みでもいいから誰だれかを恨まないと、私は、この気持ちをどこに持っていったらいいのか、分からなかったの」

　だから、と言って、無闇はにっこりと笑う。

「協力してね、甘口さん。私のこの気持ちを、お姉ちゃんにも分からせるために」

「…………」

「言っておくけど、甘口さんに拒きよ否ひ権はないから」

「……無理やり暴れるって方法があるけど」

　してもいいけど？　と無闇。

「けど、崖がけのすぐ側そばで暴れたら、落ちて怪け我がしちゃうよ？」

「僕はそんな間ま抜ぬけじゃねえよ」

「甘口さんじゃなくて、私が、だよ」

「…………」

　自分を盾たてにした脅きよう迫はくだった。

　無闇が怪我をすれば、病夜宮が悲しむ。

　そして、僕にそれを看過する勇気はない。

　それを見み越こして、ここで事に及およんだのか。

　なるほど、と思いながら──僕は言う。

「まあ、でも、こんなことしても、間抜けなだけで、意味ないと思うぞ」

「私は間抜けじゃないよ？」

「お前がじゃなくて、僕が、だよ」

　と、僕は言った。




「お前みたいに可愛かわいい子に押し倒たおされても、これが病夜宮だったらとか考えることしかできない僕は、我ながらひどく間抜けだと思うよ」




「ふぅん……」

　と、無闇。

「本当に間抜けだね」

「そうはっきりと言うなよ……」

「──当人がいる場で、そんなこと言っちゃうなんて」

　その言葉が脳に達するのに、数秒を要した。

　数秒経たち、その言葉が脳に達したが、結局、「へ？」としか発することができなかった。

　無闇に上に乗られ、可動域が狭せばまった首を、ぎぎぎ、と動かす。

　──僕たちが来た方向に、病夜宮が立っていた。森が途と切ぎれる直前、木の側に寄り立つようにして幹に手を添そえている。反対の手には、いつもの杖つえ。

「普ふ通つうに考えたら分かったと思うんだけど。嫌いやがらせするなら、美闇お姉ちゃん、この場に呼んでおくのが、一番効果的じゃない」

　そんな無闇の注ちゆう釈しやくも耳に入らぬ様子で、目をまん丸にして、僕を見つめてきている病夜宮。

　その目をぽかんとしばし見返してから、「うわあっ」という我ながら間抜けな声を上げて、反射的に僕は上半身を起こした。

　──上に乗っていた、無闇とともに。

「え──」

　と、無闇が小さく声を上げる。

　完全に想定外だったのだろう。

　心が読めるのだから、僕がどんな行動を取ろうとしても、それを読んで対応ができる自信があったに違ちがいない。

　だが、僕の今の行動は完全に脊せき髄ずい反射だけで行われた。

　そこに、僕の心が介かい在ざいする隙すき間まはない。

　僕がどんな行動を取ろうとも対処できる自信があったからこその崖っぷちでのやり取りであり──だからこそ、それが破られたときに、彼女の対応の余地は何もなかった。

　彼女に、逆に心を読む力がなければ、それなりの対応をするためにきっと身構えていたはずだから、これからのような展開は起きなかっただろう。




　そのまま崖から落ちるような展開は。




　え──、という表情のまま、無闇の身体が傾かたむく。

　崖っぷち。

　その向こうへと。

　湖へと。

　真っ逆さま。

　──落ちかけて。

「させるか！」

　叫さけんだ僕が、伸のばした手で彼女の腕うでを摑つかむ方が僅わずかに早かった。

　しかし。

　完全に分ぶん水すい嶺れいは越こえてしまっている。

　落ちる前に何とか摑めた、という状じよう況きようではなく、落ちている最中を無理やり摑んだ、というような状態だ。

　手を離はなせば真っ逆さまに落下していくだろう。

　が、僕の方とて、ぎりぎりのところ、腕を伸ばし切った状態のため、どうにも身動きが取れない。

　下手に動いたら、逆に僕も崖がけ下したへと引っ張られることになるだろう。

　恐きよう怖ふのあまりにか、腕の先の無闇は、一言も上げず身じろぎもしない。

　歯を食いしばる僕の目に、昼の太陽が皮肉げな光を落とす。

「や──病夜宮」

　人間一人をそうそう支えていられるものでもない。

　早、悲鳴を上げつつある腕の筋肉に、実際の悲鳴は堪こらえつつ、病夜宮の名を呼ぶ。

「誰か、呼んできてくれ」

　そう頼たのんだものの、果たして間に合うだろうか。

　別べつ荘そうから結構な距きよ離りを歩いてきてしまっていた。

　しかも、病夜宮の足で戻もどるのだ。

　水着にシャツの格好では、携けい帯たい電話も持っていないだろう。

　数分か、下手したら十、二十分か。

　想像するだけで嫌になる。

　だからと言って、手を放すわけにもいかない。

　──そう考える僕に、一つの影かげが落ちた。

　へ？　僕は何とか身体を捻ひねる。

　病夜宮が呼んできたにしては早すぎる──。

　僕の思考は途と中ちゆうで中断された。

　そこには──




　病夜宮美闇が立っていた。




「お前、何やってんだよ！」

　杖を突ついている人間に来てもらっても、というのが半分。

　もう半分は──

「お前、ここ、太陽当たってるぞ！」

　叫んだものの、病夜宮がそのことに気づいていないはずもなかった。

　降り注ぐ日光の中、病夜宮が苦しげに、だが、確かに笑えみを浮うかべた。

「大だい丈じよう夫ぶ……言ったでしょ……少しなら平気になったって……」

　明らかにやせ我が慢まんだった。

　その証しよう拠こに、真っ白い肌はだが、みるみる真っ赤になっていく。

「こう見えて……いつも杖突いてるから……結構腕わん力りよくには自信があるの……」

　そんなことを言いながら、身を屈かがめ、妹の方へ手を伸ばす。

「無闇……」

　一秒にも満たない時間躊躇ためらったものの、「美闇お姉ちゃん……」と言って、その手を無闇は摑んだ。

　ものの、自己申告ほどには、やはり病夜宮には腕力はありそうもない。杖を放ほうり出して膝ひざを突いているが、反対の足は力なく投げ出されたままだ。

　だが。

　彼女にここまでさせて、妹を救えなかったのでは男がすたる。

「一気に引き上げる、お前もできる限り引っ張れ！」

「う……ん！」

　病夜宮の返事が早いか、僕は、腕に全ぜん霊れいの力を込こめた。

　千切れんばかり、全身の力を振ふり絞しぼる。

　僅かに無闇の身体が移動する。

　さらに力を入れ──病夜宮が摑んでいた側の無闇の手を、何とか崖に引っかけさせることができたら、あとは一気に楽になった。

　無闇自身の腕力も使って、何とか崖を這はい上がらせる。

「……ありが、とう」

　と、俯うつむいて息を落ち着かせる無闇に、僕は言葉を返している余よ裕ゆうはなかった。

　病夜宮を振り返る。

「おい、大丈夫か！」

　尋たずねるまでもなかった。

　大丈夫なはずがない。

　全身が、発熱したように真っ赤だ。

　返事が──ない。

　無闇が跳はねるように立ち上がった。

「お姉ちゃんを呼んでくる！　甘口さんは、美闇お姉ちゃんを日ひ陰かげに運んで！」

「ああ！」

　という僕の叫びよりも。

　無闇が森の中へと駆かけて行く方が早かった──。




　　　　＊




　時計の秒針の音が鳴り響ひびく。

　僕は、別荘の二階の一室にいた。

　隣となりに、久凪崎先生と無闇が座っている。

　それから心配げな泊とまりさんと泉。

　そして、病夜宮はベッドの上に横たわっていた。

　久凪崎先生の見立てによれば、幸い、日に当たっていた時間が短かったため、大事には至らない、ということだった。現に、皮ひ膚ふの赤みもだいぶ引いてきている。

　救急車を呼んだ方がいいのでは、という意見が当然出たのだが、元々が原因不明の病気、病院でもさして効果のある治ち療りようができない上、むしろ車の振しん動どうやら何やらが逆効果になる、とのことだ。

　熱が引くように冷やしてやるくらいしかできないらしい。

　ほとんど何もできることのないまんじりとした時間を過ごして待つ。

　待つ。

　待つ。

　と──

「ん……」

　と病夜宮が小さく身じろぎした。

　皆みなの視線が集中する。

　その先で──

　──ゆっくりと病夜宮が目を開けた。

　ここは……、というようにゆっくりと室内を見回した病夜宮は、座っている妹の方を見た。

「あ、よかった、無事だったんだね、無闇……」

「うん……」

　よかった、ともう一度呟つぶやく病夜宮。

「美闇お姉ちゃん」

　と、無闇が呼びかける。

「何……？」

「あのその……」

　躊躇ってから、

「ごめんなさい！」

　と、無闇は頭を下げた。

「お姉ちゃんの気持ちはもちろん分かってた──ずっと分かってた！　だけど、だけど──！」

　[image: ]ほとばしる感情が、言葉で表現できないのだろう。

　何度も詰つまりながら謝罪しようとする無闇を、病夜宮は静かに首を振って遮さえぎった。

　それから、静かに微笑ほほえむ。

　あなたの気持ちは充じゆう分ぶんに伝わった、とでもいうように。

　それは『心が読めぬ』僕たちにもしっかりと伝わってきた。

　泣きながら抱だきついてくる妹をあやしていた病夜宮だったが、ふ、と目を閉じ、慌あわてたように開ける。

　そんな病夜宮の様子に気づいた久凪崎先生は、「ああ、いいから休め休め」と声をかける。

　ごめんなさい、ちょっと寝ねます……と律りち儀ぎに宣言して、病夜宮は静かに寝息を立て始めた。




　大事を取ってミヤは今日泊とまらせる、私と無闇は残るから、お前たちは悪いが電車で帰ってくれ、駅までは送るから、と言う久凪崎先生に、病夜宮のことが心配だからぎりぎりまでいさせてほしいと僕たちは頼み入れた。

　結局、病夜宮の意識がもう一度回復したのは、日がだいぶ傾かたむき、そろそろ出ないとまずい、という時間になってからだった。

　ミヤが目を覚ましたと告げに来た久凪崎先生が、「甘口、お前のこと呼んでるぞ」と教えてくれる。

　ノックして部屋に入ると、ベッドの上で上半身を起こした格好──久凪崎先生が着き替がえさせたのか来たときの服装になっていて、軽く布ふ団とんもかぶっていた──の病夜宮が僕を見て微笑んだ。内装の違ちがいを無視すれば、保健室でいつも会っているときのような状じよう況きようだ。

「お前、もう起きてて大丈夫なのか？」

　うん、と病夜宮が頷うなずく。

「もう、だいぶ良くなりました」

「そりゃ良かった」

「ありがとう、甘口君」

「うん？」

「無闇のこと、助けてくれて」

「あいつが助かったのは、お前が無理してまで頑がん張ばったからだよ」

　病夜宮が静かに首を振る。

「崖がけから落ちそうになったことだけじゃなくて」

「じゃあ、なおさらだ。──無闇と仲直りできたのは、お前が頑張ったからだ」

　僕の言葉に、病夜宮は、

「じゃあ、そういうことにしておこう」

　と笑う。

　それから、

「…………」

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。

　布団に視線を落とした病夜宮の頰ほおが赤い。

　もう熱が引いているのだとしたら、それは心の内を反映してのことだろう。

　思い起こしているのは──無闇が崖から落ちる直前のことか。

「……あ、あのさ」

　と、病夜宮がおずおずと口を開いた。

「あのときの、言葉のことなんだけど」

　──さてさて。

　これはまたまたスーパー言い訳タイムの──始まりなんかにさせるかよ。




「お前が好きだ、病夜宮」




　ストレートにそう言った僕を、

「え？」

　としばらく見つめていた病夜宮だったが、耳まで赤くして下を向いた。

　ちらりと視線を上げ、また伏ふせる。

　布団をずりずりと引き上げ、口元を隠かくした。

「……それ、何の冗じよう談だん？」

「冗談なんかじゃねえよ」

「じゃあ、何が目的でそんなこと言うの？」

「お前に気持ちを伝えたいからだよ」

「……ほんとのところは？」

「だから、それがほんとの気持ちだよ」

　笑いもしない僕に、病夜宮は視線を上げたり下げたりしている。

　手で布団を弄もてあそび、もふぅ、と口元を押しつける。

「……あのね」

　布団越ごしの、くぐもった声。

「私って、身体、丈じよう夫ぶじゃないじゃない？」

　子供に教え諭さとそうとしているような口調だ。

「だからね、私のことなんて好きになってもきっと──」

「知るか。それも含ふくめて、僕はお前を好きになったんだ」

　目を落として、鼻先の布団を見つめる病夜宮。

「……それにほら、私って別に可愛いわけでもないし」

「お前は可愛いよ。少なくとも、僕にとっては世界一可愛い」

　ちらりと視線を向けてくる。

「……白水先せん輩ぱいよりも？」

「よりも」

　泳いだ視線が、どこを見つめようかというように迷ってから、結局僕の顔へと戻もどってくる。

「あのね」

　くぐもった声はさらに小さく、油断すれば聞き逃のがしそうだ。

「……知ってると思うけど、私って、結構めんどくさい性格してるよ？」

「知ってるよ」

「それに、随ずい分ぶんと気ままなところもあるし」

「知ってるよ」

「構ってくれないと、きっとすねるよ？」

「知ってるよ」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　病夜宮が視線を落とし、沈黙が部屋を覆おおった。

　何秒。

　何分。

　何時間にも感じられる沈黙の末に、病夜宮がもう一度視線を上げる。

「甘口君」

　僕の名を呼んだ。

「……大きな声じゃ言わないからね。二回言うのもきっと無理。だからその……聞き逃さずに、ちゃんと聞いてね」

　そんなことを小さな声で言う。

　ああ、と頷いて、僕は彼女の言葉を待つ。

　まだ、それでも、躊躇ためらっているような病夜宮だったが──

　やがて──

　意を決したように──

　その艶つややかな唇くちびるを開いて──

　言の葉を──

　紡つむいだ──




「病夜宮さん！　目が覚めたって聞いたわよ！　お水持ってきてあげた！」




「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　お前、空気読めや、泉！




　　　　＊




　それから、僕と泊さんと泉は、久凪崎先生の運転する車で駅まで運んでもらった。

　帰る前に、病夜宮の部屋に挨あい拶さつに行くと。

　彼女の側そばには無闇が座っていた。

　二人とも起きているのに、無言で、でも気まずくはなさそうに、はにかむように笑っている。

　似た仕草で手を振ふってくれる姉し妹まいが、今日、明日、明後日あさつて、それ以降──どんな会話をするのか。

　それは分からないが、きっともう気まずくなったりはしないのだろう。

　彼女たちを見ていれば、それは、心を読めぬ僕にもごく当たり前に信じられることだった。




　　　　＊




　それと後日談として。

　………………。

　…………。

　……。







[image: エピローグ]




　……それと後日談として。

　その後、病やみ夜や宮みやからちゃんと返事をもらった僕は、正式に彼女とつき合うことになった。

　とはいうものの、夏休みも終わり二学期を迎むかえても、それほど僕たちの生活に大きな変化はない。

　病夜宮は変わらず保健室登校であるし、『病夜宮係』である僕は変わらず保健室へと通っている。あのときの彼女の告白によれば、無む闇やみと仲直りした今、もう高校に通う必要もないはずだが、「それはそれ。通い始めたからには卒業したい」とのことだ。「……甘あま口くち君と一いつ緒しよに」と続けられた言葉に、僕がどう反応したかは……さておき。

　泊とまりさんも変わらず本を読んでいる。ああ、でも、最近前よりも、笑え顔がおが分かりやすくなったような気がする。そのせいか、今さら泊さんの魅み力りよくに気づいた男どもが何やら話しかけてくるようになったそうで、本を読むのを邪じや魔まされて困るというのが目下の悩なやみらしい。そして、そんな男どもを撃げき退たいするのが僕の悩みだ。『病夜宮係』に相談したら解決してくれるだろうか。

　泉も変わらずよく転ぶ。が、最近閃ひらめいたことがあるらしい。「はーちゃん……あたし、受け身マスターになる」とよく分からない宣言をこの前していた。努力する方向が間ま違ちがっている気がしなくもないが……まあ、そういうところも泉の魅力だ。

　──まあ、変わらないとは言っても、もちろん変わったこともある。

　例えば、僕と病夜宮が、休日に、学校の外でも会うことになったことだろう。

　まあ、その。

　いわゆるデートである。




　　　　＊




　とある日曜日。

　駅前の広場で、携けい帯たい電話の液えき晶しように目を落としていると、僕の真ん前の車道で、車が止まった。

　反射的に顔を上げ──反射的に笑顔になる。

　ウインドウ越しに手を振られたので、手を振り返した。

　それから、ゆっくりとドアが開く。

「お待たせ、甘口君」

　と、まず声をかけてくる。

　背後を振り返り、運転席にも挨拶。

「ありがとう、お姉ちゃん、送ってくれて」

　どういたしまして、と答えた運転席の人物──久く凪なぎ崎さき先生は、ついで僕に目を向けてくる。

「甘口、あとはよろしくな」

「分かりました」

「キスしたくなったら、人目のつかないところに連れ込むんだぞ」

「…………」

　呆あきれて目を細める先で、真っ赤な顔で運転席を振り返った少女が、もうっ、と姉を叩たたいていた。

　悪い悪い、と悪いとは思っていない口調で謝る久凪崎先生の横に、ぴょこんと顔が飛び出してくる。

　後部座席に座っていた病夜宮無闇だ。

　姉と仲直りした彼女は、祖母の家から元々の自宅に今は戻っている。

　中学校にも元通り通っているそうで、「勉強が全く分からなくて、ウラシマ効果を知った浦うら島しま太た郎ろうの気分」とよく分からない嘆なげき方をしていた。「まあ、テストなんてみんなの心を読めばどうにでもなるんだけど」と言って、姉──病夜宮──に叩かれもしていたが。

「それよりも」

　とちょっと真しん剣けんな顔で、こうとも言っていた。

「腫はれ物に触さわるような、みんなの態度の方が反応に困るし──ちょっと傷つく」

　まあ、自じ業ごう自得だし……美み闇やみお姉ちゃんを傷つけた罰ばつだとも思ってる、と大人びた後こう悔かいするような表情をしていたのは、噓うそ偽いつわりのない本心だろう。

　そう言っていた顔に今浮うかんでいるのは、年相応の悪戯いたずらっ子のような笑みだ。

「美闇お姉ちゃん」

「何、無闇？」

「甘口さんが、今日も可愛かわいい、ってさ」

　後ろから見ていてもはっきり分かるくらい耳まで真っ赤にした病夜宮は、「え、あ、その、え？」と慌あわてて振り返って僕と目が合って、急いで明後日あさつての方を向いて、振り向き直して無闇のにやにやとした笑みを見て、妹とそっくりな顔を浮かべる久凪崎先生とも視線を交かわして、「もう……」と困ったように結局下を向いた。

　そんな病夜宮越ごしに、「おい」と、僕は無闇に声をかける。

「お前、人の台詞せりふを取るなよ」

「へへーん、美闇お姉ちゃんを褒ほめるのは私の仕事です」

「マジかよ、仕事なのか」

　そんなやり取りをしている合間に、病夜宮が立ち直ったのか改めて僕の方を向いてきた。若じやつ干かんまだ頰ほおが赤い。

　助手席で器用にロフストランドクラッチを装着して、それから、ゆっくりと足を地面に下ろす。同時に日ひ傘がさを差し、振り返ってまた姉に礼を言った。

「ありがとう、お姉ちゃん」

　おうよ、と応じる姉と、行ってらっしゃいと手を振る妹に、小さく日傘を振る病夜宮。

　助手席側へと大きく身を乗り出し、無闇がドアを閉める。

　ウインドウ越しにもう一度手を振ってくる二人に、日傘を軽く傾かたむけ、挨拶に代える。

　姉が車を発進させるのを見送って、改めて僕の方を見てきた。

　はにかんだ笑顔。

　杖つえを突つきながらゆっくりと近づいてくる少女に、僕の方からも近づく。

　車道寄りの地点で、触ふれ合えるほどの距きよ離りになった。

「お待たせしました、甘口君」

　そう言って、僕を見上げてくる。

　待ってないよ、と僕は返した。

「じゃあ行こうか、病夜宮」

　そう促うながしたが。

　少女は逆にぴたりと足を止めた。

　うん？　とそちらを見れば、そこにあるのは不満そうに膨ふくらんだ頰だ。

「……名前」

　と、一言だけ呟つぶやく。

　あ、と思ったものの、悪いのは相手も一緒だ。

「悪い。けど、それを言うなら、お前もだろ」

　僕の指し摘てきに、少女も、「あ」と口を丸くする。

　それから、視線を下げて、また上げて。

　まつ毛越しの瞳ひとみで、僕を見る。

　何度口にしても慣れぬような。

　何度口にしても大切な宝物のような。

　そんな風に、『それ』を口にした。

「そうだね──廿日はつか君」

　ん、と促すような仕草をしてくるので。

　照れ隠かくしのような笑みとともに、僕も『それ』を口にする。

「じゃあ、行こうか──美闇」

　何度耳にしても慣れぬような。

　何度耳にしても大切な宝物のような。

　そんな風に、少女──美闇は、くすぐったそうに、くすり、と笑った。

　歩き出す僕の隣となりに並び、僕を見上げてくる。

「今日は日曜日だねー」

　何を分かり切ったことを、と思いつつも、そうだな、と僕は答える。

「じゃあさ、もちろん時間あるよね？」

「もちろんだ」

「じゃあ」

　と、もう一度そう言って笑った美闇の髪かみが、風を孕はらんで大きく揺ゆれる。
















　日傘の下で、はにかむような笑みを、彼女は浮かべた。

「今日は一日めいっぱい、私のこと、構ってもらうからね？」








あとがき






『気ままで可愛かわいい病弱彼女の構いかた』二巻をお読み頂きありがとうございます。あとがきから読む派の方も、ここまで（五十文字くらい。一巻も読んで頂いているのなら十万五十文字くらい）お読み頂きありがとうございます。竹たけ原はら漢かん字じです。

　皆みな様さまのお蔭かげで、完結編となる二巻を無事出すことができました。

　病やみ夜や宮みや美み闇やみを始めとするヒロインたちを、皆々様に可愛く感じて頂けたのなら、作者として感謝感激感無量の一言に尽つきます。三言で言いましたが。

　ところで、主人公である甘あま口くち廿日はつか。基本的に「甘口君」と呼ばれている彼ですが、二巻の作中で「廿日君」と名前で呼ばれるシーンがあります。とてもメタな突つっ込みとか入れられる場面じゃなかったので諦あきらめましたが、言いたくて言いたくて仕方なかった言葉が。

　名字で呼ばれてるんだか名前で呼ばれてるんだか分かりづれえな。

　──その分かりづらさを利用して一つ悪戯いたずらを。他の場面でも一ヶ所だけ「甘口君」ではなく「廿日君」になっているところがあります。頑がん張ばって見つけてみてください。

　まあ、噓うそですが。

　ついでにもう一つ、裏設定的な話を。

　丹たん波ば凜りんは実は小学六年生です。噓です。

　噓ではありますが。今回調べ物をしていて知ったのですが、「凜りん」という漢字が人名として使えるようになったのは二〇〇四年からなんだそうです。つまり、作中が二〇一六年だとしたら、彼女はまだ十二歳でしかありえません。というわけで、彼女が「男子によく間ま違ちがえられたっす」と作中で嘆なげいていたのもその伏ふく線せんだったのだ──という妄もう想そうを考えてみましたが、それを言ったら、魔ま術じゆつ師しの彼女とかアイドルの彼女とかアイドルの彼女とかもみんな二〇〇四年以降の生まれになりますからね。あくまで妄想は妄想です。




　というような話を書いていたら無事行数が埋うまりました。一巻のあとがきにも書きましたが、「あとがき」がほんとに苦手です。どうにか無くならないものですかね。

　最後になりましたが、苦労をかけました担当編集者様、一巻に引き続き可愛らしいイラストを描えがいて頂きましたＭＡＣＣＯ様に、この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。特にＭＡＣＣＯ様には、作者の拙つたない人物描びよう写しやを最大限汲くみ取り、とても（とても！）愛らしいキャラクターたちを描いて頂き、いくら感謝をしてもしきれません。なので、しません。

　まあ、噓ですが。

　──そして誰だれより。

　この本を手に取って頂きました皆様に、最大限の謝辞を。

　ヒロインたちを可愛く、主人公たちとのやり取りを面おも白しろく思って頂けたのなら、何より嬉うれしく思います。

　それではまたお会いできる日まで──。
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●たけはらかんじ



第28回ファンタジア大賞審査員特別賞受賞。『気ままで可愛い病弱彼女の構いかた』でデビュー。

平均睡眠時間二時間強といった生活を送っていたら、新聞にコーヒーをこぼして「ラテ欄がカフェラテ欄になった！」と一人で爆笑。びっちゃびちゃの新聞とともに睡眠不足を痛感する。


















イラスト／ＭＡＣＣＯ

カバーデザイン／伸童舎










気きままで可か愛わいい病びよう弱じやく彼かの女じよの構かまいかた２
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